















































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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序章






　収穫の月オーフストマーント（八月）一二日。五フアイフ芒ステル・国ランデンに灰グライズエルフの軍勢が侵しん入にゆうしたにもかかわらず、未だ五芒国連合軍を結成し得なかったときのことである。

　緑溢あふれる森の中を、一台の馬車が進んでいた。

　人を運ぶための馬車ではあったが、貴族が乗るような天てん蓋がい付きの馬車ではない。乗り合いでもなく、御ぎよ者しやを除けば乗客はたった一人の中年の男だった。たった一人の乗客のために馬車が用意されたのだ、それは乗客が決して裕ゆう福ふくではないが、一方でただの平民ではないことを示していた。

「マルテン司教。間もなく聖都アーレムが見えてきますよ」

　御者が乗客に声をかける。その言動には明めい瞭りような敬意が込められていた。

「そうですか。ここまでの案内、感謝いたします」

　マルテン司教と呼ばれた男が頭を下げる。見るからに御者よりも年上だったにもかかわらず、その顔には柔にゆう和わな笑みが浮うかび、物もの腰ごしもまた柔らかい。

「司教とお呼びするのもこれが最後でしょう。今度お会いするときは大司教猊げい下かとお呼びできるでしょうから」

「それは気が早いというものです。〝選定の儀ぎ〟が始まるのは一年以上も先ですし、結果はまったく予想できません。そもそも私としては再び大司教を目指すのは本意ではありませんし」

「ですがメルヒオール大司教の名声は今や地に堕おちました。マルテン司教は本意ではないかもしれませんが、我ら信徒はみなマルテン司教が再び大司教の地位に復職されることを心より望んでおります。何なに卒とぞこの国をお引き受けください」

「……私のやれることはやりましょう」

　今から九年ほど前。当時大司教──事実上のこの国の主あるじ──の地位にあったマルテンが、妻の看護を理由に職を辞し、その後を引き継ついだのが現大司教であるメルヒオールである。最初はなんの過不足もなかった。女神オルタナの教えに従い、メルヒオール大司教は勤勉に信徒たちを導いた。

　ところがすべての信徒から敬われる日々に増長したのか、あるいは権力に取り憑つかれたのか、三年ほど前から権力を利用して不当に財を集め、酒しゆ色しよくに溺おぼれ始めたという。挙げ句の果てに国庫を浪ろう費ひし、その埋うめ合わせのため、生前の罪を許され死後天国へ行けるという免めん罪ざい符ふなる札を高値で売り始めた。今や信徒──国民の多くは事実上の重税によって苦しんでいる。

　次の大司教を選ぶ大切な儀式〝選定の儀〟に、マルテン前大司教の再出馬を望む声が高まったのはそのような事情からだった。周囲の声だけではなく、マルテン本人にも再び大司教を目指す理由が生じたこともあり、彼はたった一人の愛まな娘むすめを古い友人に託たくし、聖都アーレムへ向かっていたのである。

（女神はなぜ娘にあのような〝摂せつ理り〟を負わせたのだ）

　前大司教として誰だれよりも敬けい虔けんな女神オルタナの信徒であったマルテンだが、女神が愛する娘に与あたえた運命を思うと未だに胸が痛む。実のところ再び大司教を目指したのは、娘に待ち受ける負担を少しでも軽減するためだった。メルヒオール大司教の専せん横おうを止め、国内の信徒が互たがいに血を流すような事態を避さけたいと考えているのも娘の未来のためだった。

「そこの馬車、止まれ！　命が惜おしければな！」

　突とつ然ぜん男たちに取り囲まれたのはそんなときだった。

　森に隠かくれてここに誰かが来るのを待ち構えていたのだろう。剣けんや弓、斧おのの類たぐいで武装した一〇人ほどの男たちだ。

「な、なんだおまえたちは!?　盗とう賊ぞくか!?」

　御者が慌あわてて馬を停止させる。

「マルテン前大司教とお見受けするが、間ま違ちがいないな？」

　首領らしい男が訊たずねる。

　同時に御者が心配そうな目を向けてきた。名乗らない方がいいのでは──とその視線が告げていた。

　だがマルテンに逃にげ隠れするつもりなどまったくなかった。どのみち、女神オルタナはすべてを見ている。ここでどのような〝摂理〟が待ち受けていようと、それは必要なことなのだ。

「確かに私の名はマルテンです。一体何用でしょう？」

「貴様は女神オルタナさまの教えを曲解し、国を惑まどわす逆賊だ。ここで死んでもらう」

　彼らは一いつ斉せいに武器を構え、御者は恐きよう怖ふに身を震ふるわせた。

（私がオルタナさまの教えを曲解しているだと？　一体何者……？）

　絶体絶命の危機にありつつも、マルテンは冷静だった。

　そして冷静に観察すると奇き妙みようなところがあった。彼らは一見すると賊の類のようだ。だがそれにしては統率が取れているし、堂々とした立ち居振ふる舞まいには威い厳げんのようなものすら感じられる。

　かつて大司教としてこの国の武力を率いる立場にあったマルテンは、容易に彼らの正体に気付けた。

「あなた方は……賊ではありませんね。もしや修道騎き士しではありませんか？」

　彼らは目に見えて怯ひるんだ。ウソがつけない辺りも、実に修道騎士らしい反応と言えた。

「やはりそうでしたか。まさか信しん仰こうではなく暗殺という手で大司教の地位に固こ執しゆうするとは。メルヒオールはそこまで堕ちていたのですか」

「これ以上の問答は無用！　やれ！」

　首領の号令と同時に男たちが斬きりかかってくる。

「マルテンさま、お逃げください！」

　御者が恐怖に震えながらもマルテンをかばおうと身を投げ出した。

　だがマルテンに逃げるつもりはなかった。武術の心得はなく、その上多勢に無勢で周囲を取り囲まれているとあれば、逃げることは不可能だ。ここで死ぬ定めならば従う他ないと直感的に考えていた。

　せめて御者を巻き込むまいと、彼の体を馬車から突つき離はなす。もっとも、それもどこまで効果があるかは疑問だった。彼らの目的が自分の暗殺であれば、目もく撃げき者を残すとは思えないからだ。

　次の瞬しゆん間かん、次々と突き出された刃やいばがマルテンの体を貫つらぬいた。致ち命めい傷しようだ。

　このときマルテンの脳のう裏りに最後に浮かんだのは、過去の思い出だった。

　一人娘のヘンリエッテが生まれたとき。ヘンリエッテが初めて自分で立ったとき。一歳のヘンリエッテと初めて散歩に出かけたとき。二歳になったヘンリエッテが「とうたん」と呼んでくれたとき、「とうたんとねんねイヤイヤ。かあたんとねんねがいい」と駄だ々だをこねられたとき、そしてまだ幼いヘンリエッテと一いつ緒しよに妻を看み取とったとき──。

　一瞬の間に数知れぬ十一年の思い出がよみがえった。そして最後に脳裏に思い浮かんだのは、聖都へ旅立ったあの日、一人残される形となったヘンリエッテの、父を心配させまいとする健けな気げな笑顔だった。

　だからこそ、マルテンの最さい期ごの言葉は、謝罪となった。

「ヘンリエッテ……。すまない……」

　とある前大司教の死は、後に灰エルフとの戦いにも大きな影えい響きようを及およぼすこととなる。








第一章　群ぐん雄ゆうの思おも惑わく
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　収穫の月オーフストマーント（八月）二五日。

　摂せつ政しようヴェッセルは、夏の暑さを耐たえながら薄うす暗ぐらい天幕の中にいた。

　本当はどこかの街にでも引っ込んで井い戸ど水で冷やした葡ぶ萄どう酒でも飲みたいところだが、五フアイフ芒ステル・国ランデン連合軍──正確にはまだ三カ国しかいないが──のお目付役という立場を押しつけられたため、本ほん陣じんを離れることができないでいたのである。

　こうなると正直なところ他にやることもなく、やむを得ず本業に勤いそしむしかなかった。

「ヴェッセルさま。次の捕ほ虜りよを連れて参りました。中に入れても？」

　忠実な護衛であるファースの言葉で、ヴェッセルは現実に戻もどらざるを得なかった。

「ああ、よし、連れてこい」




　つい先日、ロズマレン城攻こう防ぼう戦せんと呼ばれることになる戦いで、五芒国連合軍は初めて灰グライズエルフの軍勢に勝利した。その際にほとんどの灰エルフは戦死、または捕虜となることを拒こばんで自害した。だがさすがに千人以上の灰エルフ全員が死亡したわけではない。負傷が原因で気を失った者など、十数人の捕虜を得ることができたのだ。

　このときファースがヴェッセルの前に引き立てたのは、そんな捕虜の一人である。

（見た目は私より年下だな）

　もっとも、長命なエルフであることを考えると、見た目の年ねん齢れいはアテになりそうにない。

「摂政殿でん下かの御ご前ぜんだ、座れ」

　ファースは連れてきた灰エルフに強ごう引いんに膝ひざを突かせた。丁てい寧ねいとは言いかねる扱あつかいだが、彼ら灰エルフはフライスラント自治領で老ろう若にやく男なん女によを問わず多くを殺害している。そのことを思えば同情してやる気にはなれない。

「さて、暑い中すまないがどうしても聞きたいことがあってな。おまえたち灰エルフはいかなる理由があって我が五芒国に攻せめ込んだのだ？」

「人間に話すことなどなにもない。さっさと殺せ！」

　灰エルフは大声で叫さけんだ。

　彼は重い傷を負っており、しかも周囲は敵ばかりだ。にもかかわらず、見たところ恐怖に怯おびえているような印象はまったくない。今の叫び一つとっても、やせ我が慢まんや逆上したというよりは、まるで人間如ごときに詰きつ問もんされることが我慢できないと言いたげなものだった。

（これまでに尋じん問もんしてきた捕虜全員も同じ反応だった。そこまで人間が憎いのか）

　灰エルフの尋問はこれで五人目だった。その全員が判で押したように同じ反応をするので、尋問をする側のヴェッセルの方が空そら恐ろしさを感じたほどだった。

（よほど幼少のころより人間を憎にくむよう教育されてきたのだろう。まあいい）

　ヴェッセルにとって、いや、王家にとって、尋問ほど楽な仕事はないのだ。ヴェッセルは頭の中で念じた。

（《魔王デ・レウの左腕フエンケネル》よ。その力を示せ）

　本来玉ぎよく座ざに飾かざられているはずの《魔王の左腕》は、今ヴェッセルの股またの下という、誰も気付けない場所に隠されていた。そして《魔王殺しデモン・スラフター》ギデオンの子孫であるヴェッセルは、《魔王の左腕》の一定範はん囲い内にいればその力をいつでも簡単に行使できる。ただし、玉座の間で使用するときは相手の心に直接話しかけることで、心の奥に秘めた秘密を洗い出すことができたが、表向き《魔王の左腕》を持ち歩いていないことになっているこの状じよう況きようでは、あくまで口頭で問い詰つめ、心の声を聞くことしかできない。

「もう一度聞くぞ。おまえたちの目的はなんだ？　なぜ五芒国に侵しん攻こうした？」

　再度問いただすと、灰エルフはまた口くち汚ぎたなくヴェッセルを罵ののしった。

　だが口から出てくる言葉はどうでもいい。重要なのは、《魔王の左腕》の力で聞こえてくる彼の心の声だ。

〔魔王陛下の左腕を取り戻すため──などと貴様ら人間に教えるわけがない！〕

　その声は、ヴェッセルの耳ではなく脳のう裏りに直接届けられた。

（この男の答えも同じとあれば、もう間違いないな。灰エルフはこの《魔王の左腕》を欲ほつして攻め込んできたわけだ）

　灰エルフ軍侵攻の目的はずっと議論の的まとだった。ただし、ヴェッセルには一つだけ心当たりがあった。

　灰エルフたちはシナーリー山脈を越こえて以降、兵ひよう糧ろうのための略りやく奪だつを除けば、一心不乱に北西へと侵攻していた。フライスラント自治領各地にある城を放置して。つまり連中の目的は、占せん領りようでも破は壊かいでもない。そして彼らの進路上にあるものといえば王都ぐらいのものである。その目的は一つしか考えられない。

（つまり二年後の魔王デモン再臨に備え、魔王の体の一部を取り返そうとしているのだろう）

　魔王が再臨するとすれば、間違いなくこの左腕を奪だつ還かんしにくるだろうと、ヴェッセルはずっと予想していた。ヴェッセルだけが知っているある秘密のためだ。

（別に五体満足で再臨したいから──というわけではないだろう）

　恐らく、今その秘密を知っているのは、五芒国で自分一人だけだろうという確信もあった。

　たとえばカレルがいくら聡そう明めいであっても、《魔王の左腕》を使ったことがない以上、分かりようがない真実がある。同じ王家の血を引くマリアンやエレオノーラでも同様だ。幼少より暗あん愚ぐ・盆ぼん暗くらを装い、国民の血税で芸をする動物を買い込んできたヴェッセルだけが知る、《魔王の左腕》の本当の力。魔王が魔王軍を組織できた所以ゆえん。魔王再臨に先さき駆がけ、灰エルフが奪還に来たという経けい緯いがそれを裏付けていた。

「失礼いたします。ヴェッセルさまにお仕つかえの侍じ女じよという方が面会を求めております」

　一人の兵士がそんな報告を持ってきた。

（侍女だと!?）

　心臓が跳はね上がったのを自覚した。もちろんときめいたわけではなく、驚おどろいたのだ。

（まさかイエッタがここに？）

　忠実な侍女のイエッタには女王こと妹の護衛を任せており、王都を離れるとは思えない。だがあのイエッタだ、なにかあってここまでやってきたのかもしれない。

「分かった、通せ」

　まさか追い返すわけにもいかず、許可を出さざるを得ない。

　だが幸いなことに、間もなく入ってきた侍女を見て、ヴェッセルは安あん堵どすることとなる。

「失礼いたします。ヴィエレヒビツスドム・ト司教領ヴイエレヒトの内乱についてご報告にあがりました」

　やってきたのはイエッタではなく、彼女に教育を受けた侍女の一人、アニタであった。
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「なに、フェアラストが死んだだと？」

　灰エルフの族長の一人であるギルセリオンにその報告を届けたのは、今のところもっとも新しい嫁よめにして人間のミシェレであった。

「はい。フーデルス王国が発表したところによると、ロズマレン城を巡めぐる攻防戦で灰エルフの一団を撃げき退たいし、フェアラストという首領を討ち取ったとのことです」

　ミシェレは現在、ギルセリオンのために五芒国全土からあらゆる情報を収集する役割を担になっている。ギルセリオンが五芒国に攻め入った後、他の灰エルフたちと異なる独自の行動を取ろうと決めたとき、もっとも危き惧ぐしていたのが情報収集だった。なにせ灰エルフと人間では見た目が異なりすぎている。とてもではないが灰エルフを間かん者じやにして人の世界に送り込むのは無理だった。そこでギルセリオンは、この地を治めるマウエン伯はくの娘むすめミシェレを介かいすることで、その問題を解決したのだ。

　他の部族の灰エルフたちに、人間と結けつ婚こんして力を借りる──などという発想ができるとは思えない。情報面で人間と対等になり、他の灰エルフたちの優位に立てるというのは、ギルセリオンが今後の方針を決める上で極きわめて有利に働くはずだった。

「フェアラストが死んだのですか!?」

　喜色さえ浮うかべて言ったのは、八代下の血気盛んな仍孫、ディニエルだった。

「吉きつ報ぽうではないですか。わたしは分ぶんもわきまえずギルセリオンさまと同格たろうとするあの男がずっと嫌きらいでした。死んだと聞き、むしろせいせいするというものです」

「ディニエル、言葉を慎つつしめ。そうは言ってもあの男も一族長だ。今日は一日喪もに服すよう全員に伝えよ」

「もっ、申し訳ありません、わたしの考えが狭量でした。では直ちに」

　ディニエルは慌あわてて頭を下げると部屋を出て行った。

（実際のところ、フェアラストにはもう少し生きていて欲しかったな）

　それがギルセリオンの本ほん音ねだった。

（灰エルフのために戦い、戦死したとあれば悼いたむしかあるまい。これが戦場に躍おどり出た挙げ句、逃にげ帰ってきたのであれば無能者と物笑いの種にできたものを）

　人間の世界に人間の間者を送り込むのが簡単なように、ギルセリオンの部族に他の部族の間者が忍しのび込んでいてもおかしくはない。ただでさえギルセリオン率いる《始まりの地の部族》は最長老の意向を無視するように動いている。同どう胞ほうに疑われるような行動は慎むに越したことはなく、戦死した同胞にはできる限り敬意を払はらわざるを得なかった。

（まあいずれにせよ、他の部族もほどほどに負け続けて欲しいものだ）

　そうなれば相対的にギルセリオンの地位や発言力が向上する。今後魔王がどうなろうと、対応できる手札を増やせるのだ。

　同どう胞ほうたる灰エルフの数が減るのは本意ではないが、他の部族の面めん倒どうまでは見られない。それにギルセリオン率いる《始まりの地の部族》と違ちがい、他の部族は故郷である《飛竜ヤフトゲビートの狩・デル・フオグり場ルドラーケン》に女子供を残している。《飛竜の狩り場》さえ無事であれば再起は可能だし、地の利のない人間があの地へ遠えん征せいすることはほぼ不可能だろう。

「ギルセリオンさま、他部族のことで私からも報告があるのですが」

　そう言ったのは孫の一人で、もっとも頼たよりにしている右みぎ腕うでのメネリオンである。ミシェレが人間の世界の情報収集を担当しているように、メネリオンには主おもに灰エルフ側の情報収集を任せていた。

「ああ、他の部族はどうしている？　我らが最長老の判断は？」

「最長老はフェアラスト族長の敗北を見て方針を変えたようです。人間侮あなどりがたしと判断し、当初の予定であった王国への急きゆう襲しゆうを取りやめ、拠きよ点てんを構築することを決めたとのこと」

「なるほど。まあ妥だ当とうな判断だろう」

　灰エルフの誤算の最たるものは、フライスラント自治領に存在する防衛拠点の数──ようするに城の多さだ。もともとフライスラント自治領は石資源の豊富な場所で、かつ小国が乱立しあう戦乱の国だった。そのため、一〇〇年以上も前から増改築を繰くり返してきた城が各地に残されている。

　攻め込む以前から情報としてそのことは知っていたが、実際に目にする城はどれも非常に強固で、攻城戦の経験もない灰エルフに陥かん落らくさせられるものではなかった。その上、城主たちは思っていた以上に冷静か、さもなくば臆おく病びようだった。

　彼らが領地や領民を守るべく城から打って出てくれればいくらでも対処はできた。しかし、彼らは一人の例外もなく、たとえ城のすぐ傍そばで領民が惨ざん殺さつされようと決して門を開けることはなかった。これには灰エルフたちも軽けい蔑べつを通り越して舌を巻いたほどだったという。

（フライスラント自治領の国主はフィクトル総そう督とくといったな。さぞ冷れい酷こくな男なのだろう）

　フライスラント自治領は、灰エルフの侵入によって混乱し、大きな被ひ害がいを受けた。だが各地で兵力は温存され、国としての体てい裁さいはまだ充じゆう分ぶんに保たれている。おかげで攻せめ込んだ他の灰エルフたちはいつ退路を断たれてもおかしくない状態なのだ。最長老が拠点を建築しようとするのは当然だろう。

「ギルセリオンさま、一つ疑問があるのですが」

「ああ、なんだ？」

　自分の後を継つがせるかもしれないメネリオンには、常つね日ひ頃ごろから「なんでも質問しろ」と教えているギルセリオンである。

「フライスラント自治領に拠点を作ろうとする理由は分かります。しかし、本当に有利に働くのでしょうか？　拠点作りに成功したとしても戦いくさが長期化するだけ、そうなればシナーリー山脈越ごしに遠征している我々が不利になる一方ではないかと思うのですが」

「おまえの懸け念ねんはもっともだ。だが選せん択たく肢しとしては正しい。敵が城に引っ込み、こちらにはそれを落とす手段がない。となればこちらも拠点を作って対たい抗こうするしかあるまい」

「ですが、我々の強みは機動力にあります。拠点を作り、維い持じするとなればその強みは失われます。それに人間とて我々の拠点作りをのうのうと見過ごすとは思えません」

「そうだな。機動力に勝まさる我らは、戦場を自由に設定することができた。敵が多ければ退ひき、地形が悪ければ退き……とな。だが拠点を作る側と、それを阻そ止しする側との戦いとなれば戦場はかなり限定される。人間は喜んで攻めてくるだろうな」

「決戦、ということでしょうか。ギルセリオンさまはどちらが勝つとお考えなのですか？」

　さすがに天下分け目の大決戦ともなれば、同胞の心配をしたくなるのだろう、問いかけたメネリオンはどこか不安そうだった。

「心配せずとも勝つのは同胞の側であろうよ。戦いは守りの方が有利なのだ。拠点を作る場所を間違えず、機動力を活かして人間どもの後方をかく乱すれば勝利は間違いない」

「なるほど、それを聞いて安心しました」

　もっとも、人間たちが無能であればそもそもフェアラストが討ち取られることもなかったはずなのだ。人間も有利不利は心得ているはずであり、戦場があらかじめ分かっていればいくらでも準備をすることができる。フェアラストがどう討ち取られたのかはまだ分からないが、なんらかの策を弄ろうする時間はできるだろう。

（あるいは、最長老も馬ば鹿かでなければ別の策を同時に講ずるはずだ）

　人間の国に拠点を作れば、人間が奪うばい返すべく大挙して攻め込んでくる。こんなことは当然の道理だ。だがたとえその戦で勝利したとしても、人間側の食しよく糧りようや領土を奪えるわけでもない。人間は時間をかければ回復できる以上、大した意味のない勝利だ。

　だがそもそも、灰エルフの目的は人間の世界への侵しん略りやくではなく、あくまで《魔王の左腕》の奪だつ回かいなのだ。つまり拠点を構築し、人間の目を引くことができれば──その間に別働隊を派は遣けんして《魔王の左腕》を奪だつ取しゆするという手が使える。

（最長老の狙ねらいは間違いなくそれだろうな。しかしまだ状じよう況きようがどう転ぶかは分からん。となればやるべきことは一つ。ひたすら情報収集だ）

　それこそがギルセリオン率いる《始まりの地の部族》の未来を左右する重要な要素となる。そんな確信がギルセリオンにはあった。

「そういえば一つ気になる話を聞きました」

　ミシェレが思い出したように口を開いた。

「ほう、どんな話だ？」

「ギルセリオンさまのお役に立つ情報かは分かりませんが……。なんでも、隣りん国ごくのヴィエレヒト司教領で内乱が発生しているそうです」

「ほう、司教領か。宗教の国と聞いているが」

　司教領という名前ではあるものの、五芒国の一つに列せられている国だということは、ギルセリオンも知っていた。それゆえ司教国と呼ばれることもあるらしい。

「はい。オルタナ教という宗教で一つにまとまっている国で、内乱など考えられないと思っていたのですが……」

「我々が侵しん攻こうしたこの時機に、わざわざ内乱を起こすとは。その首しゆ謀ぼう者しやは時勢の読めぬ小物と評すべきでしょうな」

　メネリオンの評価は辛しん辣らつだった。

「手て厳きびしいな。分からんぞ、さもなくば人知を超こえた英えい雄ゆうかもしれん。どのみちこれは好機だな、人間の国に火種があることは我々の利益となる。どれ、ひとまず様子を見に行ってみるか」

「ギルセリオンさま自らですか!?　お止やめください！　人間の国で万が一素す性じようがバレたらどうするおつもりです!?」

　孫息子メネリオンは必死になって抗こう議ぎしたが、ギルセリオンは笑って押し切るのだった。




　　　　　３




　その頃カレルは、五芒国最強の戦せん闘とう集団たる《狂嗤バルダー・の団ブリガーデ》の切り込み隊三〇〇人を率いてフライスラント自治領の丘きゆう陵りよう地帯に身を隠かくしていた。

「団長、いましたぜ。灰エルフどもだ」

　斥せつ候こうに出ていた足の速い傭よう兵へいが、待ちに待っていた報告をもたらした。

「本当にこんな場所に連中がいるとはの。団長、一体どうやって探し当てたのだ？」

　切り込み隊のドワーフに訊たずねられる。

「情報を収集して総合的に、さ」

　本当は夢で見た──とは言えず、適当に答える。

「とにかく全員行くぞ。仕事の時間だ」

　号令を出すと、控ひかえていた三〇〇人の傭兵たちは闘とう志しをみなぎらせた。

　四日前に行われたロズマレン城攻こう防ぼう戦せんと呼ばれる戦いにおいては、どうにか灰エルフの軍勢を撃げき退たいすることに成功した。灰エルフに一方的に蹂じゆう躙りんされていた人間が、ついに一いつ矢し報むくいたのだ。

　その流れに乗って一気に進しん撃げきしたいところだったが、そうもいかない理由がいくつもあった。五芒国連合軍とてどうにか三カ国の軍勢が集まったばかりで、とても大軍としての行動は無理だった。今しばらくは訓練の時間が必要となる。

　また時期もよくなかった。真夏の行軍は兵に疲ひ労ろうを強しいる。ましてや水資源の少ないフライスラント自治領に進軍するとなれば、いよいよ入念な準備が必要だった。それに麦の収しゆう穫かく時期とも重なる。大軍の兵ひよう糧ろうを確保するためにも、収穫が終わるまで待つべきだった。特にこの辺りの農民は、灰エルフから逃のがれるために畑を放置している。そのため、今も連合軍から兵を派遣して収穫作業をさせているほどだ。

　幸いというべきか、灰エルフ側も今は動けない様子だった。彼らはフライスラント自治領の各地に存在する城を一つも落とせず、兵へい站たんの確保ができていない。その上ロズマレン城攻防戦の敗北もあり、前線の維持はもはや難しいと判断したのだろう。各地で健在の領主からの報告によると、灰エルフたちは大きく前線を後退させ、捕とらえた人間、あるいは自身の体を動かして各地に残る無人の畑で収穫を行っているらしい。

　その情報を元にカレルは自ら命をかけた積極的な偵てい察さつを行ない、灰エルフたちがこの辺りに陣地を作り、後方に送り出していることを知った。そこで数百人の傭兵で、その一つを潰つぶそうと試みていたのだ。

　丘陵地帯を進んでいたカレルたちは、間もなく平原との境界に到とう達たつした。

　ここから一〇〇ルーデ（約三八〇メートル）ほど先のところに灰エルフの陣じん地ちがある。見たところ柵さくの一つもなく、乱雑に農作物が置かれているその場所は、陣地というより物資集積所だ。

　ただし灰エルフの集積所だけあって、その周囲は油断なく騎き乗じようした灰エルフたちが巡じゆん回かいしている。今カレルたちが潜ひそんでいる丘陵地帯を出れば身を隠す場所もなく、とても奇き襲しゆうは無理だろう。

（平原のど真ん中に物資を集めるなんて、灰エルフにしかできないだろうな）

　平時であればともかく、いつ敵が襲おそってくるか分からない戦時ならば、兵糧の類たぐいは城のような拠点か、さもなくば森の中のような人目に付きにくいところに隠そうとするだろう。しかし灰エルフは全員が熟練の弓騎兵という恐おそるべき集団だ。彼らにしてみれば、奇襲を防げ、自由に遊ゆう撃げきができる平地の方が守りやすいのだろう。

　実際、この平地で戦いを挑いどめば、《狂嗤の団》とてただでは済まない。それでも今が好機だった。機動力に勝る灰エルフは、戦せん況きようが不利になればすぐ撤てつ退たいし、戦力を温存できる。だが兵糧という守るべき対象がある今なら、容易に撤退はできないはずなのだ。それにカレルたちも無策で攻め込んでいるわけではない。敵の陣地の場所が分かっている以上、打てる手は打ってあった。

　そのとき、灰エルフの物資集積所のさらに向こう側から喊かん声せいが上がった。別働隊──フライスラント軍の一隊が攻こう撃げきを開始したのだ。

　当然、すぐに灰エルフも気付いた。彼らは、すぐに弓を携たずさえて馬を操あやつり、迎げい撃げきのため飛び出していった。すぐさま激しい戦闘になるだろう。そして平地での戦いにおいて、灰エルフは無類の強さを誇ほこる。フライスラント軍は防ぼう御ぎよに徹てつするはずだが、被ひ害がいは免まぬかれないだろう。

　フライスラント軍の目的はたった一つ、カレルたちが灰エルフの物資集積所に攻め入る時間を稼かせぐことだけである。

（ふう）

　カレルは一度だけ深呼吸した。これからまた命を懸かけた戦いが始まる。今日ここで死ぬ夢はすでに何度も見ており、生き抜ぬく方法は分かっている。だが未来というのは些さ細さいな選択で変わる。この戦いで死なないという保証はどこにもないのだ。

　そう考えると武む者しや震ぶるいかあるいは恐きよう怖ふのせいか、手足が震えてくる。だが躊ちゆう躇ちよしている場合ではない。今すぐ動かなければ囮おとりのフライスラント軍は壊かい滅めつしかねないのだ。カレルは肺の中の空気を一気に吐はき出すようにして叫さけんだ。

「今だ、俺たちも行くぞ！」

「切り込み隊、俺に続け！」

　カレルの号令が出た直後、まずコルネリウス切り込み隊長が飛び出した。すかさずカレルや他の傭兵たちも一いつ斉せいに続く。

　背後を突ついたこともあってか、灰エルフはカレルたちにまだ気付いていなかった。だが平地で突っ込んでくる軍勢など見落としようがない。間もなく伝令が行き渡わたったのか、フライスラント軍の方を放置して灰エルフたちが集まってくる。その速さはさすがというべきで、一〇〇騎ほどの灰エルフたちが瞬またたく間にカレルたちと集積所の間に割って入った。そしてカレルたちとの距きよ離りを二〇ルーデ（約七六メートル）ほどまで詰つめると、

「放て！」

　指揮官の号令一下、一斉に矢を放ってきた。

　風を切る音が空一面に鳴り響ひびき、一〇〇を超こえる矢が弧こを描えがきながら宙を舞まった。

「くるぞ、盾たてを構えろ！」

　矢で攻撃されることは分かっていた。それゆえカレルを含ふくむ傭兵たちは、あらかじめ盾を用意していた。矢が襲い来る方向に盾を構え、身を低くして矢の到とう来らいに備える。

　わずかな時間を置いて、大量の矢がカレルたちに降り注いだ。

「くっ！」

　カレルの掲かかげる盾や、周囲の地面に次々と矢が刺ささる。

　一本の矢がカレルの持つ盾に当たった。木製の盾は簡単に貫つらぬかれ、飛び出した鏃やじりがカレルの頰ほおを傷つける。その威い力りよくたるや凄すさまじく、盾がなければ簡単に頭ず蓋がいを貫かれていただろう。実際に、盾で防御し切れず腕うでや足を射い貫ぬかれた傭兵たちが絶ぜつ叫きようを上げている。

　カレルは頰に血のぬめりを感じていた。思ったより深く切ったのかもしれないが、今はその程度の怪け我がを気にしている余よ裕ゆうはなかった。

「今だ、突っ込め！」

　矢を放った直後こそ前進の好機である。

　すかさずカレルは誰だれよりも先に前進を開始した。それを見み咎とがめた灰エルフたちが矢を次々放ってくる。黒い線のような矢が一斉に自分に飛来する光景は、悪夢そのものだ。

（来いっ！　この矢は一本しか当たらないはずだ！）

　夢で見た予言を信じ、カレルは正眼に剣けんを構え、足を止めずに走り抜けた。襲い来る矢はほとんどが外はずれ、たった一本だけがカレルの額を貫こうとした。だがあらかじめ構えていた剣にあえなくはじき飛ばされる。

「馬ば鹿かな！　あれほどの矢をかいくぐるとは！」

　灰エルフたちから驚きよう愕がくの声が上がる一方で、

「団長に先を越されりゃ切り込み隊の恥はじだ！　団長を追おい越せ！」

　背後の傭兵たちは奮ふるい立ったように地を駆かけた。傷つき倒たおれている仲間は放置する他ない。彼らに構っていれば今度こそ自分が死にかねないのだ。

　灰エルフたちはすかさず第二射、第三射を放った。段々と曲射ではなくなり、矢は真っ直すぐ飛んでくるようになる。盾一つではせいぜい上半身しかかばいきれず、次々と傭兵たちが射貫かれていった。このときカレルが矢に当たらなかったのは、ただの幸運でしかない。

　だがここで灰エルフの射しや撃げきが乱れ始める。灰エルフですら捕ほ捉そくし損なうほど迅じん速そくに突とつ進しんしていたコルネリウス切り込み隊長が、文字通り切り込みを果たしたのだ。一人で灰エルフの集団に突っ込み、手近な騎馬を細剣で斬きり裂さいた。

「な、なんだ!?　誰かやられたぞ!?」

「人間が一人突っ込んできた、殺せ！」

　そのあまりの速さに、しかもたった一人で突っ込んでくるとは思わなかったのか、灰エルフたちは一いつ瞬しゆんの混乱を余よ儀ぎなくされた。

「はははははっ！」

　コルネリウスは《狂嗤の団》の傭兵らしく狂くるったように笑いながら細剣を振ふるった。騎射の技術に長たけた灰エルフたちも、自分たちの隊列の中で馬よりも速く駆け抜ける小こ柄がらなコルネリウスを射貫くことはできなかった。下手へたをすれば味方に当たりかねない。

「今だ、切り込み隊長に続け！　わっはっはっはっはっ！」

　カレルが命令を下すまでもなく、コルネリウスの部下たちは隊長に続く形で笑いながら突進、馬の足を切りつけ、手て斧おのを投げつけ、ありとあらゆる方法で灰エルフへの攻撃を始めた。

　馬が、人が、灰エルフが次々悲鳴をあげ、どうと地面に倒れる。そして痛みに呻うめく同どう胞ほうを自分が生き残るために容よう赦しやなく踏ふみつぶし、戦いは続けられる。

　まさに血みどろの戦場だ。常人であれば平静を保つのも困難だろう。だが《狂嗤の団》にとってはこれが日常であり、そして忠誠心の高さゆえか人間を憎むゆえか、灰エルフの軍勢もまた味方の死を踏み越こえて戦い続けた。

「人間どもから距離を取れ！　冷静に騎射で仕留めるんだ！」

　灰エルフ側に命令がくだった。

　コルネリウスが作ったわずかな隙すきを突いて一時的に優位に立った《狂嗤の団》だったが、灰エルフたちは全員が騎乗している。彼らは形勢の不利を悟さとると、すぐさま後退しようとした。所しよ詮せんは徒歩と騎馬の戦いである。このまま距離を取られれば、また騎射で一方的に餌え食じきになるだろう。

　だが今回だけは別だった。灰エルフたちは守るべき物資を抱かかえているのだ。

「今だ！　奴やつらの物資を焼き払はらえ！」

　カレルが命令すると、傭兵たちは敵陣地目め掛がけて突とつ撃げきを始める。灰エルフにとっても、今や貴重となった物資を焼き払われてはいくら戦いで勝利しても意味がない。

「まずい、奴らの狙ねらいは食しよく糧りようだ！」

「戻もどれ！　陣地を守るんだ！」

　やむを得ず灰エルフたちは距離を取って戦うことを諦あきらめ、曲刀を手に《狂嗤の団》の前に立ち塞ふさがる形で戦わざるを得なかった。

　徒歩で騎兵に立ち向かうのは無む謀ぼうに等しい。その巨きよ大だいな馬に蹴けり飛ばされれば、人間の体など容易に砕くだける。さらに勢いに乗って振り下ろされる曲刀は、鎖くさり帷子かたびらすら切り裂くほどの威力があるのだ。

　事実、歴戦であったはずの多くの傭よう兵へいが次々灰エルフの餌食となっていった。だが決してやられっぱなしではない。

　その筆頭はコルネリウスである。向かってくる騎馬の群れに自ら突っ込みながら、次々馬の足を斬り裂き乗り手を落馬させていく。

「うわっはっはっは！」

　あるドワーフの傭兵は、野太い笑い声を上げながら突っ込んでくる馬を正面から受け止めるという離はなれ業わざをやってのけ、そのまま馬の前まえ脚あしをへし折った。

　カレルもまた負けてはいられなかった。幸い、灰エルフの弓騎兵と戦った経験は豊富にある。夢の中で。

「はははははっ！」

　自分を奮ふるい立たせるため、狂ったように笑い声を上げる。突っ込んでくる馬を寸前でかわし、すり抜けざま馬の足を切りつける。騎馬が乗り手ごと倒れると、

「とどめだ！」

　容赦なく乗り手の胸に剣を突き立てトドメを刺した。

「あがっ、は……」

　硬かたい筋肉を貫き、骨を砕く感かん触しよくが剣から伝わった。

　心臓を狙ったつもりだったが肋ろつ骨こつのせいでわずかにズレたようだった。カレルが剣を突き立てた灰エルフは、口からごぼごぼと泡あわ混じりの血を吐き出し、苦く悶もんの顔つきで意味不明な言葉を口にしながら果てた。

「…………」

　灰エルフたちは見た目が若い。自分と同じぐらいの年とし頃ごろと思おぼしき若者を殺すことに躊躇がなかったわけではない。だがこれが戦いなのだ。

　カレルは灰エルフの体を足あし蹴げにして剣を抜くと、声を張り上げた。

「突っ込めぇ！　敵の物資は目の前だ！」

　目的を最初に達成したのは、やはりというかコルネリウス切り込み隊長だった。彼は最後まで突進の速度を落とすことなく、襲おそい来る灰エルフを難なく薙なぎ払いながら陣じん地ちを突き進み、穀物が乱雑に積み上げられていた場所への道を切り開いた。

　そこへ他の切り込み隊が駆けつけ、一斉に火を放ったのだ。

　夏の気候もあって乾かん燥そうしていた穀物はすぐさま燃え上がり、それを見た灰エルフたちはもはや戦う意味はないと悟ったのか、早々に退たい却きやくしていったのである。




　　　　◆




　戦いはひとまず終わったが、カレルたちは慌あわただしかった。まず怪我人の手当を急ぐ一方で、自分たちで点つけた火を慌てて消そうとする。「食糧は貴重だ、できれば少しでも持ち帰りたい」というカレルの命令のためである。このあたり、フェルトフォルクの商人ホルサに育てられた影えい響きようが大きい。

「見事な戦いぶりです、アレンヘム公。やはりあなた方とはもう二度と戦いたくはありませんな」

　そのとき馬を寄せてきたのは、フィクトル総そう督とくの次男、クンラートという男だった。かつてはフライスラント軍を率いてアレンヘム公国に攻せめ入った挙げ句、カレルに敗れ、つい先日まで捕ほ虜りよとして軟なん禁きんされていた身でもある。

　だが現在、五芒国連合軍が組織され、カレルがその総指揮を執とることとなった。フィクトル総督という隣りん国ごくの国主の息子を捕虜にしたまま指揮を執るわけにもいかず、カレルは度量の広いところを見せる必要があった。もっとも、すでにエレオノーラ王おう姉しという捕虜がいるのでクンラートについては持て余し気味だったのも事実だったが。
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「一応勝ちはしたが、かなりの怪我人が出た。それに相変わらずの逃にげ足の速さだ、ほとんど逃げられただろうな。そっちの被ひ害がいはどうだ？」

「一方的にやられて散々です。盾を並べて矢を防ぎはしましたが、ああも機動力にものを言わせて矢の雨を降らせられれば防げるものではありません。私も怪我人のうめき声に辟へき易えきしてここへ来たという有様です」

（負傷した部下を放置するのも指揮官としてはどうかと思うが……まあいい）

　それにしても──と、クンラートを見ていると思う。

　今のところクンラートは一指揮官という立場で、表向きカレルの指示通りに動いている。だが一度は捕虜にされた相手の指揮下で戦うのだ。もし《魔王の左腕》が扱あつかえるなら彼の胸中を一度で覗のぞいてみたいところだった。

「まあなんにせよこれで灰エルフに対し、また勝利できたわけだ」

「仰おつしやる通りです。急ぎ摂せつ政しよう殿でん下かにご報告を、きっとお喜びでしょう」

「ああ、そうだな」

　ヴェッセルに勝利の報告をするのはいいが、その後を考えると少し気が重くなるカレルだった。

　無敵の《狂嗤の団》切り込み隊も、灰エルフ相手には少なからぬ死傷者を出さざるを得なかった。しかも灰エルフの軍勢は数千以上、そのすべてが熟練の弓騎き兵へいなのだ。《狂嗤の団》だろうと、正面からぶつかれば苦戦は必至だ。

　なおその上に、あの逃げ足の速さではとても野戦で壊かい滅めつさせることはできない。

（まさに強敵だ。生半可な策では倒せないぞ）

　もう一つ厄やつ介かいなのは、灰エルフの行動だ。彼らは近隣の畑から農作物を収しゆう穫かくして集めようとしていた。それはようするに、灰エルフが跋ばつ扈こしているフライスラント自治領ではロクに収穫が行われていないことを意味する。

　今年のフライスラント自治領の収穫量は果たしてどれだけになるだろうか。魔王が二年後には再臨するというのに、人口の多いフライスラント自治領がこの有様では、どんな悪あく影えい響きようが出るか分かったものではなかった。

（灰エルフを撃げき退たいできても、国が乱れては意味がない。どうすればいいんだ……？）




　　　　◆




「お帰りなさい、カレル」

　五芒国連合軍の陣地に戻ってくると、真っ先に出で迎むかえてくれたのは妻セシリアだった。戦地に妻を連れてくるというのは間ま違ちがいなく特権というもので、こればかりは公こう爵しやくという地位と連合軍の司令官という肩かた書がきのおかげだった。

「大変、怪け我がしてるじゃない！」

　そういえば──と、灰エルフの矢で顔を切ったことを思い出す。

「大だい丈じよう夫ぶさ、ちょっと顔を切っただけだ。これぐらいで大げさにしてちゃ傭兵団の団長は務まらないよ」

「そうだとしても、怪我を甘く見てはダメよ。痕あとが残らないといいけど……」

　セシリアが顔の傷口にそっと触ふれる。手から伝わる彼女の体温を感じると、ようやく自分が生きて帰れたことを実感できる。

　と同時に、どっと疲つかれが出てくるのを感じた。真夏に命を懸かけた戦せん闘とうをしてきたのだ、疲れないはずがない。

　だが、それはカレルだけではなかった。

「あ……」

　不意にセシリアの体が傾かたむき、カレルは慌てて支えねばならなかった。

「ど、どうしたんだ!?　倒たおれそうだっただろう、今！」

「大丈夫よ、最近ちょっと体調が悪くて。わたしもこの暑さにやられたのかも」

「無理もない。とにかく俺たちには休息が必要だ」

　ひとまず寝しん所じよに使っている天幕にセシリアを連れて行き、寝ねかせる。できればそのまま添そい寝でもしたいところだったが、カレルにはもう一つだけ義務があった。

「俺は摂政殿下に報告に行かなきゃならん。先に寝ててくれるか？」

「分かった、行って。それがあなたのお仕事なんだから」




「灰エルフ相手にまたも勝利を得られたことは僥ぎよう倖こうというべきだ」

　摂政ヴェッセルはそう言ってカレルの勝利を喜んだ。

「我々も連戦連敗だったが、ようやく一いつ矢し二矢と報むくいることができた。これで状じよう況きようも多少は改善するだろう」

「はい。人間侮あなどり難がたしとなれば、灰エルフも慎しん重ちように動かざるを得ず、これ以上の侵しん攻こうを抑おさえられましょう。ところで殿下の方はいかがでしょう？　捕虜にした灰エルフへの尋じん問もんの方は……？」

「残念だがさっぱりだ、連中ときたら隙すきあらば自害しようとする有様で口を割るどころではない。だが奴やつらを王都へ送る手はずは整った。あとは王都にある《魔王の左腕》の力を行使すれば、奴らの目的は分かるだろう」

　カレルは知る由もなかったが、それはウソだった。

《魔王の左腕》はヴェッセルが密かに持ち出し、今も股またの下という誰だれにも想像できない場所に隠かくしてある。捕虜にした灰エルフともすでに接せつ触しよくして心を読んでいた。だが必要もないのに情報を提示するヴェッセルではなかった。

　一方、カレルはカレルで別の思考である結論に達していた。

「摂政殿下。実は私も、灰エルフの目的について思い至ったことがあります」

「ほう？　申してみよ」

「先のロズマレン城攻こう防ぼう戦せんも含ふくめ、灰エルフの動きを見て確信いたしました。恐おそらく連中の狙いは、王家が所有している《魔王の左腕》ではないかと」

「魔王の先兵が《魔王の左腕》を奪うばいにきたと？　なぜそう思う？」

「は──」

　カレルは語った。灰エルフの侵攻は迅じん速そくというより拙せつ速そくと見るべきであり、事実兵へい站たんが確保できておらず、それゆえにロズマレン城という拠きよ点てんをエサにして灰エルフを罠わなに嵌はめることができた。灰エルフは下手へたをすれば五芒国の中央で孤こ立りつし、全ぜん滅めつしかねない危険な戦略のもとに行動している。つまり灰エルフにはそれだけの危険を冒おかし、かつ破は壊かいや占せん領りよう以外の目的があって王都へ向かって侵攻しているのだ──と。

「殿下、我々は二年後に魔王が再臨するという秘密を知っています。魔王軍の尖せん兵ぺいと言われる灰エルフの動きがそれと無関係とは思えません。となれば彼らが王都へ侵攻する理由はたった一つ、魔王の遺物以外に考えられません」

「う、うむ、さすがの慧けい眼がんだな。実は私も同意見だ」

「なんと、殿下も同じ結論でしたか」

　カレルは灰エルフと直接戦い、ときには商人に化けて接触するマネまでして見せた。そんなカレルだからこそ、その結論に到とう達たつできたのだ。

　対してヴェッセルは灰エルフの動向についての報告は受けているはずだが、実際に灰エルフに接しているわけではない。それなのに同じ結論に辿たどり着いていたとは──とカレルは尊敬の念を隠さなかった。

「ただそうなると灰エルフは腕一本のために生死を賭していることになります。これは私の推測に過ぎませんが、もしや《魔王の左腕》には我々のまだ知らない力が秘められているのではないでしょうか？」

「さて、そればかりは魔王本人にでも聞かねばな。ところで連中の狙ねらいが《魔王の左腕》だとして、私にも一つ分からないことがあってな」

「は、それは？」

「灰エルフどもに城を落とす手立てはないことは分かっている。とするとだ、奴らは仮に王都まで攻め上がったとして、どうやって《魔王の左腕》を奪還するつもりなのだろうな？」

「私が灰エルフの首領の立場であれば、そう難しいことではありません」

「ほう、興味深いな。どうするというのだ？」

「王都を攻め落とす必要などないのです。灰エルフが村々を襲い、人間を虐ぎやく殺さつしているとの話はすでに五芒国全土に知れ渡わたっております。私が灰エルフの首領であれば、機動力を活かし王都周辺の村々を襲おうと試みるでしょう。さすれば民衆はもっとも安全な場所へ逃げ込む他ありません」

　その言葉でヴェッセルも回答へと辿り着く。

「なるほど、その手があったか。つまりは追い込み猟りようの末の兵ひよう糧ろう攻ぜめか？」

「恐らくは。上下水道が完備され、豆と泥どろとネズミを食って生きるドワーフの王国ならいざしらず、近隣の領民が押し寄せた王都が兵糧攻めにあえば多大な被害を受けるはず」

「確かにそうなれば《魔王の左腕》を渡すこともあり得るな。実際のところ、兵糧攻めすら必要ないだろう。近隣の領民を王都の外に並べ、『この者たちを助けたければ左腕を返せ』と言われれば、妹のマリアンは女王として承しよう諾だくするかもしれぬ」

「……女王陛下が慈じ悲ひ深い人物であることは誇ほこるべきです」

　立場上、そう口にせざるを得ないカレルだった。できれば判断は間違わないでもらいたい──という本ほん音ねは隠して。

「ただ、いずれにせよ灰エルフが王都侵攻を実行に移すのはしばらく先のこととなるでしょう。灰エルフは兵站の確保に苦戦しているようで、今も無人の畑から農作物を収穫している有様ですから」

「だが時間が必要なのはこちらとて同じことだ。今は収穫の月。各地の実りを刈かり取り、集積するには今少し時間がかかる。ただ──ヴィエレヒト司教領の問題に対処できる時間ができるのはありがたいな」

　カレルは珍めずらしく感情を顔に出した。その件にはあまり触れたくないと、嫌いやそうな顔をしたのだ。

「切り込み隊長の婚こん約やくの件ですか……」

「そうだ。カレル、隣りん国ごくヴィエレヒト司教領の現状を知っているか？」

「申し訳ありません、あまり詳くわしくは。反乱が起こっているということは聞きましたが」

「謝罪など不要だ、灰エルフへの対処を任せたのは私だからな。ではまずざっと伝えておこう。幸い、今日ちょうど新しい報告がきた。アニタ、来てくれ」

　ヴェッセルがそう呼ぶと天幕の奥から一人の侍じ女じよが出てきた。

「お呼びでしょうか、ヴェッセルさま」

「さっきの報告をカレルにも聞かせてやってくれ」

「承知いたしました」

　アニタという侍女は頷うなずいた。

（不思議な話だ。摂政殿下は侍女に間かん者じやでもやらせているのか？）

　カレルは不思議に思ったが、口に出すわけにもいかなかった。実際、アニタという侍女の報告は、やや淡たん々たんとしていたが立て板に水を流すが如ごとく流りゆう暢ちようで、聞きやすくはあった。それは次のような内容であった。




　ヴィエレヒト司教領は国民すべてがオルタナ教の信徒であり、一二人の司教が各地の司教区を治めている。ようするに一二人の領主で分割統治しているようなものだ。そして一二人の司教のうち一人が大司教として、国主を務めている。

　ところが三年ほど前から、現在の国主たるメルヒオール大司教が私し欲よくに溺おぼれ、民衆に負担を強しいて国が傾き始めたという。しかもメルヒオール大司教は私財を投じて他の司教を自らの派は閥ばつに取り込み、足場を固めてもいた。来年には次の大司教を選定する儀ぎ式しき──〝選定の儀〟が行われる予定だったが、識者の間ではメルヒオール大司教の再選が充じゆう分ぶんにあり得ると考えられていたほどだという。

　ところが、前大司教でもあり国民に人気の高いマルテンという人物が〝選定の儀〟に立候補することが明らかになり、状況は一変。いかに足場を固めていたメルヒオール大司教といえど、国民に人気の高いマルテン前大司教との一いつ騎き討うちになれば勝ち目はないと言われていた。

　しかし今月の中ちゆう旬じゆん──灰エルフの侵攻から五日後──、そのマルテン前大司教が、聖都アーレムへ向かう途と中ちゆう、野や盗とうに殺されるという大事件が起こった。

　それがメルヒオール大司教の陰いん謀ぼうであると主張する司教たちがいた。彼らは以前から反大司教派として反旗を翻ひるがえし、来年に行われる〝選定の儀〟を待たずしてメルヒオール大司教の即そく時じ退任を求めてきたという。今回のマルテン前大司教の死をきっかけとして両派閥の対立は一気に深まり、今や互いに軍事力を強化しつつ一触即発の状態が続いているという。




「以上です。もしなにかきっかけがあれば即そく座ざに武力衝しよう突とつに発展し、血で血を洗う内戦に発展する可能性が高い──というのが報告の結びとなっております」

　最後まで淡々とアニタは言った。

　説明を聞き終えたカレルは、まずなによりも呆あきれを隠せなかった。

「つまりヴィエレヒト司教領は、大司教派と反大司教派が国を二分して対立しているということですか？　なるほど、灰エルフ侵攻という一大事にもかかわらず、五芒国連合軍に参加できなかった理由も分かるというものです」

　皮肉っぽく口にするカレルに、ヴェッセルは苦笑した。

「残念だが事情はさらに複雑でな、大司教派、反大司教派の他に中立派が存在するらしい。大司教派の司教は四人、反大司教派が三人、旗色を明らかにしていない司教が五人だ。ただし中立派は一つにまとまっているわけではない」

「はあ、つまり中立派だけは名ばかりの派閥でバラバラの勢力だと？」

「そういうことだ。だが彼ら中立派が『信徒同士で血を流すことは避さけるべき』と圧力をかけている結果、どうにか内戦は回かい避ひされているといった状況のようだ」

　ようは二つの派閥が衝突寸前である一方、最初に信徒を殺すよう命令した側は中立派から大きな非難を受け、一気に基き盤ばんを失いかねない状じよう況きようなのだ。大司教派と反大司教派は力を蓄たくわえつつも、なにか行動の大義名分を欲ほつしているといった状況なのだろう。

「ところがだ、この状況を大きく動かしかねない人物の存在が明らかになったのだ」

「見当は付きます。それが例の婚約の件に繫つながるのでしょう？」

「そうだ。殺されたマルテン前大司教にはヘンリエッテという一人娘むすめがいてな。幾人かの司教は、彼女を次の大司教に据すえるという手を考えているらしい」

「傀かい儡らいにするわけですか。そのヘンリエッテという娘には同情すべきでしょう、突とつ然ぜん父親を失った上に政争の最中に道具として放り込まれたわけですから」

「そうだ。そんな状況の中で、ヘンリエッテと接触のある何者かがコルネリウス切り込み隊長との婚約を思いついたようだ」

　ヘンリエッテの年ねん齢れいは十歳と聞いている。当然ながらヘンリエッテ自身がコルネリウスと結けつ婚こんしたいと言い出したのではないのだろう。この縁えん談だんは、ヘンリエッテに肩かた入いれする何者かの発案であることは間ま違ちがいない。

　それが何者かは分からないが、とんでもないことを思いついたものである。もしこの婚約がうまく成立すれば、ヘンリエッテという少女は他国の後ろ盾だてを得ることになる。政争の道具でしかなかった年とし端はのいかぬ少女が、大きな力を得ることになるのだ。

　断るにしても、前国主の娘との縁談ともなれば、手紙一通で断るわけにもいかない。当人が直接出向いて断るのが筋だ。カレルとしても、ヴィエレヒト司教領に安定を取り戻もどすためなら努力は惜おしまない。一方でカレルは外国の人間であり、他国に干かん渉しようすれば面めん倒どうなことになる。だが、大事な部下の婚約者のために尽じん力りよくするという建たて前まえであれば、誰だれにも抗こう議ぎなどできない。

　つまりヘンリエッテは、この婚約の提案をしただけで、とんでもなく立場が強化されることになる。こんなことを思いつくとは、よほど腹黒い参さん謀ぼうが背後にいるに違いなかった。

「ところでアレンヘム公。コルネリウス切り込み隊長に婚約の話はしたのか？」

「いえ、それがまだ……」

「だろうな。では私が話をするゆえコルネリウスを連れてきてくれ。今は一刻も早く五芒国全土の軍勢を取りまとめねばならぬときだ。灰エルフの足が鈍にぶった今こそ好機、これは摂せつ政しようとしての命令だ」

　ようはヴィエレヒト司教領へ赴おもむき問題を解決してこい──ということだ。

　面倒に思えるが、ヴェッセルの判断は間違ってはいなかった。戦争とは組織で行うものであり、組織というのは動かすだけでなにかと時間がかかるものである。事実、今は夏の暑さと収しゆう穫かくという二つの大きな問題のため、灰エルフも五芒国連合軍も容易には動けない。その間かん隙げきを利用して五芒国連合軍を強化できるなら、コルネリウス切り込み隊長を動かす価値は充分にあった。

「承知しました。殿でん下かの仰おおせとあらば」
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（相変わらず聡さといな、カレルという男は）

　カレルが立ち去った後、ヴェッセルは先ほどのカレルとの会話を反はん芻すうしていた。

　こっそり持っている《魔王の左腕》のおかげで、カレルがなにを考えているかは筒つつ抜ぬけである。カレルは情報だけで灰エルフの目的が《魔王の左腕》だということを看破し、なおその上に王都の陥かん落らくのさせ方まで見当を付けていた。

　幸運なのは、今のところカレルが忠実な味方だということだ。だからこそヴィエレヒト司教領の内乱を任せられる。

　ただし、カレルの名声が高まりすぎるのも問題だった。もしカレルが司教領の内乱を本当に解決した場合、司教領の人々もまたカレルを支持するようになる。たった一人の公こう爵しやくにこれ以上人望を集めさせるのは危険だった。それゆえ今回の内乱鎮ちん圧あつにあたっては、ヴェッセルも最後には自分で動くつもりだった。一番うまいところだけかっさらうつもりだったのだ。

（メルヒオール大司教とやらはマルテン前大司教を殺害したと言われている。であれば私が出張る機会は必ずあるはずだ。コルネリウス切り込み隊長の返事次第だが……）

　ヴェッセルがコルネリウスと直じかに話をするのは今回が初めてである。多少楽しみでもあった。

　五芒国の住人に「世界最強の戦士は誰か」という問いかけを行えば、間違いなくどこかの国の騎き士しではなく、《狂嗤の団》の誰かだろうと答えるだろう。魔王グローテ・戦役オールログ以後、《魔王の左腕》を有する王家の支配力と、「人間同士で争っている余よ裕ゆうはない」という危機感のためか、大きな戦いくさは行われなかった。この一九八年間ずっとだ。

　そんな平和の時代にあって、毎日のように魔物グルエルと死し闘とうを繰くり広げてきたのが《狂嗤の団》だった。《狂嗤の団》こそ五芒国最強の武装集団であり、その《狂嗤の団》で最強を意味する肩かた書がきが、危険な戦場へ真っ先に斬きり込む役目を担になった切り込み隊長である。

　コルネリウスは十代という若さでその地位に就つき、幾いく度どもの戦場でその肩書きが正しいことを証明してきた。二〇〇年以上の歴史を持つ《狂嗤の団》において、歴代ウエールガロゼ最強・クライガーを謳うたわれる当代最強の戦士なのだ。

　ヴェッセルは、コルネリウスが戦っているところを実際に見たことはない。それにヴェッセルが関心を持つ人物とは、もっぱら権力者だった。どれほど強い戦士であっても、何万もの兵士を動かせる権力者相手に勝ち目はないからだ。

　ただ、ことコルネリウスという人物に限っては純じゆん粋すいに興味はあった。あの荒あらくれ者の傭よう兵へいたちが一様に口を揃そろえて強さを認めるというコルネリウスとは、一体どのような思考の持ち主なのかと。《魔王の左腕》の力を以もつて、その一いつ端たんを知ってみたいとは思っていた。

「殿下。コルネリウスを連れて参りました」

　間もなくカレルがコルネリウスを伴ともない戻ってくる。

　ヴェッセルも、彼を遠目に見かけたことはあった。彼は目立つのだ、小こ柄がらという点で。五芒国連合軍全体を見ても、彼より小柄な兵士を探すのは困難だろう。そんな彼が荒くれ者の傭兵を引き連れているのだからどうやっても目立つ。

　もう一つの目立つ原因は、コルネリウスの目つきだ。その目つきは、彼が危険な戦場を幾度もくぐり抜け、多くの命を奪うばってきたことを証明するかのように、冷たく鋭するどい。ヴェッセルも思わず怯ひるみそうになるほどに。

「よく来てくれた、おまえがコルネリウス切り込み隊長か」

「…………」

　無言で睨にらまれる。あるいは平素から目つきの鋭いコルネリウスのことだ、それが普ふ通つうで、別に睨んでいるわけではないのかもしれない。

「コルネリウス。摂せつ政しよう殿でん下かの御ご前ぜんだ、少しは礼れい儀ぎというものをだな」

「そいつは傭兵の仕事に入ってねえだろ。それよりなんの用だよ？」

　カレルに促うながされ、最初に口にしたのがその言葉だった。

　そしてこのときすでにヴェッセルは《魔王の左腕》の力を行使していた。彼の心から漏もれ出る言葉は、次のようなものだった。

〔王族だかなんだか知らねえが、面倒なことをさせやがって〕

《魔王の左腕》の力を行使しなかったとしても分かるほど率直な反応であった。

「まあカレル、気にするな。私とて当代随ずい一いちの傭兵に礼儀を求めるつもりはない」

「だったら早く用件に入ってくれ」

　コルネリウスは口に出す言葉も心の声もまったく同じで、思わず苦笑したくなった。面倒くさいことが嫌きらいのなのはヴェッセルも同様なのでよく分かる。

「まあそう急せかすな。せっかくだからまず聞きたいものだな、一体どうやればその若さで世界最強とさえ言われる強さを持つに至れたのだ？」

「簡単だ、毎日魔物どもと戦えばいい。一年生き残れりゃ強くなってるだろうよ」

　このときのコルネリウスの言葉は、別にどうでもよかった。

　気になるのは彼の心の声だった。彼が心の中で呟つぶやいたのは、次のような言葉だった。

〔俺だって好きで強くなったわけじゃねえ。胸むな糞くその悪い呪のろいのせいだ〕

（呪い？　呪いだと？）

　それはヴェッセルも予想外の単語だった。

（そんなおとぎ話のような要素が、五芒国最強の戦士の根幹を成なしているのか？）

　もっとも《魔王の左腕》や《アレンヘハイルグ・フアムの聖女ン・アレンヘム》の力も充じゆう分ぶんおとぎ話じみてはいる。呪いで強くなった戦士がいたとしてもおかしくはない。

　一番の問題は、その呪いの正体に触ふれられないことだ。「呪いとはなんのことだ？」と問いかければ、コルネリウスはすぐにその答えを思い浮うかべるだろう。だがここにはカレルがいる。突然飛ひ躍やくした質問を投げかければ、カレルのことだ、ここに《魔王の左腕》があることや、その力は人知れずこっそり行使できることも察知されかねない。呪いという情報は知らないフリをする必要があった。

「分かった、ではまあ本題に入るとしよう。コルネリウス切り込み隊長。実はおまえに縁談の話が来ている」

「は？　なんだそりゃ、断る」

「まあ聞け。相手はヴィエレヒト司教領の前大司教の一人娘だそうだ。別に婚こん約やくを受け入れろと言っているのではない。今、司教領は内乱が起こっていて五芒国連合軍に加わることができん状況だ。そこでこの縁談話を利用して問題を解決したいと思っている」

「……面倒くせえな」

　コルネリウスの心の声は、およそ意味のないものばかりだった。

〔誰だそんな話持ってきたのは。というか団長も俺に持ってくる前に断れよ、さっさと戦場に戻せ、俺を〕

　これほど表裏のない人物というのも珍めずらしいと感かん嘆たんする思いだった。コルネリウスも若い男である以上、多少なりとも婚約相手の女に興味を持ちそうなものである。しかし彼が欲しているのはただ一つ、戦場であった。ならばそれをエサにすべきだった。

「司教領に行くのは、おまえにとっても悪い話ではないぞ。どうやらこの夏が終わるまで、灰エルフとの大規模な戦いは起きそうにない」

「内乱が起こっている国の方がよほど物ぶつ騒そうだと？」

「そうだ。理解したのならアレンヘム公と共に司教領へ向かってくれ、そうすればいくらでもおまえが望む戦いができるだろう」

「分かった、クソ暑い中待ちぼうけるよりはマシだ。だが婚約は断る、いいな？」

「アレンヘム公と共に司教領へ行ってくれるならあとはおまえの好きなようにしていい。アレンヘム公、いいな？」

「は、承知しました」

　今この場で面おも白しろい心の声を発しているのは、むしろカレルの方だった。彼の心の声は次のようなものだった。

〔コルネリウスが所帯を持つことに反対する理由はないが、もしそのせいで任務に支障が出るようなことがあっては困る。しかも厄やつ介かいなのは婚約相手だ、コルネリウスが子供好きなのは分かっている、それがただ純粋に子供が好きというだけならいいが〕

（コルネリウスが子供好き、だと？）

　カレルがどうにもこの件に乗り気ではない本当の理由が分かった気がした。

　こうしてアレンヘム公カレルは、コルネリウス切り込み隊長を含ふくむわずかな供ともを連れてヴィエレヒト司教領へ旅立つこととなる。

　ときに討ナ・デ伐・フイク暦トーリ一九八年夏の月二七日のことであった。
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　カレルが通されたのは、とある農村にある家の中だった。ここは戦地である。会談の場としてはこれ以上の場所もないだろう。

　だが一方で、なぜこんな場所に自分がいるのか──という理由をカレルは知らなかった。より正確を期すならば、知る必要がなかった。この部屋に自分がいるという事実にまったく疑問を持つことがなかったからだ。

「まさかこのような場所へお越こし頂けるとは思いませんでした、アレンヘム公爵閣下。お噂うわさはかねがね聞き及およんでおります」

　中にはテーブルを挟はさむ形で椅い子すが向かい合わせに置かれており、向こう側に司教らしき衣装に身を包んだ老人の男がいた。

　その人物が誰だれであるかを、カレルは知っていた。少なくとも今この場にいるカレルは。だからこそ、老人の正体に一切疑問を感じることもなく、会議の席に座り話を進めた。

「突とつ然ぜんの訪問であったことは謝罪しよう。こんな状じよう況きようの訪問だ、あるいは歓かん迎げいされていないかもしれない。それでも提案したいことがあってここへ来たんだ」

「うかがいましょう。どのような？」

「まずは直ちに兵を退ひき、戦いをやめてもらいたい」

「なるほど、私とて同じ信徒同士で血を流すのは本意ではありません。ですが我々が置かれている状況はご存じのはず、ただ兵を退くだけでは……」

「分かっている。それから、次の大司教を俺の推すい薦せんする人物にしてもらいたい。そうすればあなた方を含め、この国の窮きゆう状じようを救えるはずだ」

「それはもしや……マルテン前大司教の遺児、ヘンリエッテではありませんか？」

「ああ、その通りだ」

「そうだとは思っておりました。であれば……やはりここで死んでいただきましょう」

　やれるものならやってみろ──と口にする余裕はなかった。

　次の瞬しゆん間かん、左半身に重い衝しよう撃げきが走り、氷のように冷たい刃やいばが無理矢理カレルの体に入ってきた。

「な……に……？」

　それが鏃やじりだと察した次の瞬間には、激痛が全身を走っていた。

　三箇か所しよ。左脇わき腹ばらと左大だい腿たい部ぶ、そして首の左側に矢が刺ささっていた。

　断だん裂れつしたのだろう、筋肉が引きつるが、それを堪こらえて顔を左に向ける。窓の外だ、そこに伏ふせていた兵士──いや、騎き士しがカレル目め掛がけて矢を放ったのだ。

「あぐっ……」

　もはや声を出すことはできなかった。首を貫つらぬいた矢が致ち命めい傷しようであったらしく、急激に全身が寒くなってきたのだ。恐おそらく首の中心にある一番太い血管を貫かれたのだろう。カレルの体内を巡めぐるべき温かい血液は、猛もう烈れつな速度で体外に流出していった。流れ出た生温かい血はカレルの全身を覆おおっているというのに、ちっとも暖かくならない。

　経験的に、死を予感する。死や痛みへの恐きよう怖ふよりも、内側から生じる寒さだけが無む性しように嫌いやだった。

「私にも立場というものがある、悪く思われるな。おい、手はず通りだ、他の反大司教派が殺したことにしてここを去るぞ」

　男がなにか言っているようだが、そんなことはどうでもよかった。

（セシリア……）

　死を目前にした今、猛烈に妻のぬくもりが欲しかった。しかしここにセシリアはいない。脳のう裏りに浮かぶ妻の笑顔を思い出しながら、カレルの思考は闇やみの中へと沈しずんでいった。
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「うわあ!?」

　カレルは飛び起きた。

　そして今体験していたモノが夢だったと悟さとる。

　何度も繰くり返せば、死を体験する夢も慣れると思っていた。しかし夢の内容が変わり、思ってもいなかった死を見させられると、どうしても飛び起きてしまう。

「もう大だい丈じよう夫ぶよ。あなたは目を覚ましたんだから」

　すぐセシリアが声をかけてくれ、ようやく冷静になる。結けつ婚こん前からの習慣だ。

「……ああ。大丈夫、問題ない」

　セシリアを抱だきしめる。それは夫婦に許された特権であり、カレルとセシリアは毎朝目を覚ます度たびに互たがいの体温を感じ合うことで文字通りの悪夢から立ち直ってきたのだ。

（温かい。セシリアは生きて俺の傍そばにいる。それが現実だ）

　自分の体から血が、体温が抜ぬけ落ちていくようなあの体験は夢の中で終わったことなのだ。現実にしなければそれでいい。

「それにしてもあなたが悲鳴を上げながら飛び起きるなんて。また新しい夢を見たの？」

「ああ、ちょっと珍しい殺され方をしたんだ。どこかの司教のところへ交こう渉しようしに行ったら弓矢で殺されちまった。だけど未来が分かった以上、もう怖こわくない。セシリアのおかげでまた生き延びられそうだ」

「そうなの？　ならいいけど……」

　夢が変わったきっかけは明白だ。昨日、ヴェッセルの要よう請せいでヴィエレヒト司教領行きを決めた。つまりその決断がきっかけで未来が変わり、これから赴おもむく司教領でなんらかの陰いん謀ぼうに巻き込まれ、謀ぼう殺さつされるのだろう。

（考えてみれば内乱状態の国に首を突つっ込みに行くんだ、なにが起きても不思議じゃない。しかし、俺を殺そうと企たくらむなんて並の度胸じゃないぞ）

　自うぬ惚ぼれでもなく、カレルは一国の君主である。首しゆ謀ぼう者しやが誰であれ、そのカレルを謀殺するなど容易に決断できることではない。国際問題となるだけでは済まない、戦争に発展する大事だ。

（夢の中で言っていたな、反大司教派が殺したことにしろ……と。そうだ、誰かに罪を着せる目的で俺に手を出す可能性はある。だがそれにしたって殺すのはやり過ぎだというのは簡単に分かるはずだが）

　つまり首謀者はすべてを闇に葬ほうむれるほどの実力者か、さもなくばよほど追おい詰つめられて必死になっているか、あるいはその両方だろう。

　カレルはもう一度夢の内容をよく思い出そうとした。夢というものは元来あやふやなものだ。どういう仕組みかは分からないが、目が覚めると急激に内容を忘れていくことが多い。起きたばかりで頭がぼんやりしているせいかもしれない。

　もちろん、重要な場面──自分が殺されたあの場面は忘れようとしても忘れられるものではない。だが、なぜあの老人に会いに行くことになったのかという経けい緯いはもちろん、老人の風ふう貌ぼうすらももう忘れかけている。

（やはり……あれがメルヒオール大司教じゃないのか？）

　その人物が誰か分からないという事実、交わしたわずかな会話、今日これから向かう国、そこで自分がすること。状況を考えれば犯人を推測するのは簡単なことだ。つまり、権力の座を追い出されようとしているメルヒオール大司教が追い詰められた結果、暗殺という暴挙に及んだのではないか。

　と、そのときカレルは自分が殺される未来よりももっと重要なことに気付いた。

　セシリアの様子がおかしいのだ。いつもより元気がない。

　普ふ段だんのセシリアだったらもっと話をするだろうし、もう起き出しているはずだ。しかし今日だけは野営中の簡素なベッドから出ようとしない。真冬のベッドや人ひと肌はだが恋こいしいというなら分かるが、今日も朝から暑さを感じるほどだというのに。

「セシリア、大丈夫か？　昨日からずっと元気がなさそうだが……」

「ごめんなさい、やっぱりまだ体調が悪くて……」

「そうか。無理もない。ここ連日野営続きの上に、この暑さだしな。もう少し横になっていてくれ」

「ありがとう、あなた」

　セシリアは黙だまってベッドに横になった。

「きっと疲つかれが出たんだろう。摂せつ政しよう殿でん下かも夏の暑さにはうんざりしてたみたいだしな」

「そうみたい。ごめんなさい、司教領へはわたしも一いつ緒しよに行ければよかったんだけど……」

　セシリアは《アレンヘムの聖女》であり、オルタナ教の信徒からすれば文字通り聖女である。彼女に同行してもらった方がなにかと好都合であることは間ま違ちがいない。

　しかし体調不良の妻を連れて行く気にはなれなかった。自分を殺そうとする誰かがいる国へ行くとなれば尚なお更さらだ。

「大丈夫だ。俺は未来も分かってるし、切り込み隊長も来てくれる。どうにでもなるさ」

「分かったわ、ありがとう。あなたも気をつけて。浮うわ気きなんかしたら承知しないから」

「セシリアに無断でそんなことはしない。誓ちかって約束する」

「なによ、じゃあ許可出したら浮気する気なの？」

「え、許可出す気があるのか？」

「出すわけないでしょ、そんなの」

「ああ、だから心配は無用だ。じゃあ行ってくる」

「気をつけて、あなた」

　カレルとセシリアは小さく笑い合ってから一度だけ口付けを交わすのだった。




　後にカレルは述じゆつ懐かいすることとなる。多くの誤った判断をしてきた自分だったが、このときセシリアを連れて行かなかった判断だけは、なによりも正しかった──と。
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第二章　修道騎き士しノルベルト












　　　　　１




　オルタナは月に住まう女神とされている。

　魔王グローテ・戦役オールログ以前は大陸全土で多くの神々が信しん奉ぽうされていたが、魔王軍の侵しん攻こうという人類の窮きゆう地ちに、実際に手を貸してくれた神は女神オルタナだけだった。魔王軍という暗くら闇やみの象しよう徴ちように抗あらがう力を与あたえてくれたのが、暗闇に一条の光を与える月の女神だったというのは実に受け入れやすい構図でもあり、当時多くの信徒たちは《アレンヘハイルグ・フアムの聖女ン・アレンヘム》に導かれ魔王軍と戦い奮ふん闘とうした。

　そして魔王デモンが討とう伐ばつされた後、王家は女神オルタナとその信徒たちの功績を称たたえ、独立した領土を与えた。それがヴィエレヒビツスドム・ト司教領ヴイエレヒトである。以後、オルタナ教の信徒たちは清せい廉れん潔けつ白ぱくを旨むねとして平和に暮らしてきた。清廉潔白といっても、酒を飲まないわけでも、女を抱だかないわけでも、博ばく打ちを打たないわけでもない。ただ女神オルタナは、巫み女こと呼ばれる信徒を通して〝私利私し欲よくを律し、他者への奉仕に喜びを見み出いだしなさい〟と伝えたとされる。その言葉はオルタナ教の聖典の最初のページに記され、今も多くの信徒たちが拠より所としている。

　そのため、ヴィエレヒト司教領はその厳いかめしい国名とは裏腹に娯ご楽らくはそれなりにある。五フアイフ芒ステル・国ランデンを巡めぐる吟ぎん遊ゆう詩人が司教領出身であることは珍めずらしくないし、音楽や絵画といった芸術がもっとも華はな開いているのが司教領だった。

　カレルやヴェッセルのような一国の主あるじという視点から見れば、オルタナ教の教義は『群衆支配には実に都合がいい。個人個人の欲よく望ぼうを制限する一方で、適度な娯楽を与え不満を解消させているというわけだからな』ということになるだろう。事実、ヴィエレヒト司教領は五芒国の中でももっとも安定した国として知られるようになっていた。

　そんなヴィエレヒト司教領にも、軍に相当する組織はある。修道騎士である。

　オルタナ教の教義のため、ヴィエレヒト司教領は領土的野心を持たない。また隣りん国ごくにフライスラント自治領のような野心溢あふれる国もなく、魔物グルエルの脅きよう威いからももっとも遠い位置にあるため、大きな争いに巻き込まれることは一度もなかった。そのため修道騎士と言えば、強力な騎士団というよりは同どう胞ほうたるオルタナ教の信徒を守るための自警団のようなもの──と一いつ般ぱん的には理解されている。

　とはいえ、修道騎士たちの強さは決して他国の軍人より劣おとっているわけではなかった。修道騎士は女神オルタナに忠誠を誓い、同胞たる信徒たちを守るべく日々修練を惜おしまないからだ。

　ただし多くの信徒たちは、巡じゆん礼れいを除けば生まれ育った集落を離はなれることなく一生を終えることが多い。修道騎士も同様であり、どうしても事実上の領主である司教と結びつきが強くなる。そのため結局のところ「領主の持つ私兵」に近い存在でもあった。




　カレルやコルネリウスたちがヴィエレヒト司教領に向かう十日ほど前のことである。討ナ・デ伐・フイク暦トーリ一九八年夏の月一八日──マルテン前大司教の暗殺から六日後であり、灰グライズエルフの侵攻が本格化し、フライスラント自治領が大きな被ひ害がいを受けていた頃ころ。

　ノルベルトという修道騎士がいた。

　修道騎士は、「清廉潔白たれ」というオルタナ教の教義に従うことをよしとされており、ノルベルトはまさにそんな修道騎士の典型ともいうべき武人であった。大きな体に寡か黙もくであることを示すかのように引き締められた口元が特徴のノルベルトは、無言でこのルダム司教区を巡じゆん回かいするだけで、多くの犯罪を未然に防ぐかのようだった。

　そんなノルベルトだからこそ、つい三日ほど前には二〇歳という若さでありながら修道騎士隊の隊長という地位に任じられた。前任の隊長が運悪く熊くまに襲おそわれ急死し、このルダム司教区を治めるニコラウス司教の息子ということもあってノルベルトにそのお鉢はちが回ってきたのだ。親の七光があったことは誰だれにも否定できなかったが、もともとノルベルト自身は酒も飲まず、女も抱かず、博打もせず、日々黙もく々もくと修練を積み、街を巡回してきた。自然、彼の大きな背中には多くの尊敬が集められ、彼が分不相応の地位に就ついたと非難する者は誰もいなかった。

　だがこの日、ノルベルトはその真ま面じ目めな性格にもかかわらず、修道騎士隊隊長としての責務を放ほう棄きすることとなる。本人も意図しなかった形で。




「ノルベルト隊長、間ま違ちがいありません！　正体不明の武装集団はメルヒオール大司教率いる修道騎士の一団です！　真っ直すぐこの街へ向かっております！」

　その報告は、教会で待機していた修道騎士たちを驚おどろかせるに充じゆう分ぶんだった。彼らは次々と不安を口にした。

「大司教猊げい下かが連れん絡らくもなくこんな田舎いなか司教区へやってくるとは……」

「ですが一体なぜでしょう？　事前連絡がないのはもちろん、数百の修道騎士を率いてやってくるなど、尋じん常じような事態ではありません」

「我らがニコラウス司教は未だ中立の立場。まさか、力尽ずくで我々を大司教派に組み込む気では……？」

「その辺にしておけ」

　次々と推測を口にしては不安がる部下たちを一いつ瞬しゆんで黙らせたのは、ノルベルトの静かな声だった。

「答えが分からない以上、これ以上考えても仕方あるまい。聖典には〝曲がった板の上に真っ直ぐな板を置けば、曲がった板もまた真っ直ぐになる〟とある。この地を守る我々が動どう揺ようすれば、信徒たちにも動揺が伝わるぞ」

　彼ら信徒たちにとって、聖典の言葉は絶対に近い。部下たちはすぐに落ち着きを取り戻もどした。それを確認すると、次にノルベルトは偵てい察さつしてきた部下を見やった。

「向こうの数はどの程度だったか分かるか？」

「恐おそらく五〇〇人はいたのではないかと……」

　部下たちがまたざわめいた。

　この街の修道騎士は二〇人。騎士見習いや従者を入れてせいぜい五〇人である。このルダム司教区は僻へき地ちということもあり、たとえ他の修道騎士を全部かき集めたとしても、五〇〇人には遠くおよばないだろう。

「隊長、念のためです。教会に人々を避ひ難なんさせては……？」

　部下の進言はもっともだった。ヴィエレヒト司教領において、各地にある教会は城同然の防衛拠きよ点てんとなる。なにか事があれば、教会に立て籠こもって救きゆう援えんを待つ他ない。

　だが、なにしろ大司教の目的が分からない。信徒総出で大司教を出で迎むかえたというならともかく、出迎えもせずに避難していたと知られれば、どんな難なん癖くせを付けられるかわかったものではない。

「いや、相手が賊ぞくの類たぐいなら教会へ避難すべきだが、まさか大司教ともあろうお方がそう簡単に同どう胞ほうを危険にさらすようなことはしないだろう。ただ一応念のためだ、女子供を優先して森へ逃にげる準備を整えておけ」

「分かりました。それにしてもメルヒオール大司教は一体なぜ軍勢を率いて……？」

「さてな、考えても仕方あるまい」

　一番高い可能性は、やはり大司教派への強制加入だろう。メルヒオール大司教の名声は地に堕おちており、彼の即そく時じ退位を求める反大司教派の司教が三人もいる。他方、未だ大司教派にも反大司教派にも加わっていない中立の司教は五人。ノルベルトの父ニコラウス司教がその一人であり、その父に旗色を鮮せん明めいにさせるため、圧力をかけにきたという可能性はあり得た。だが、いずれにせよ推測には違いない。

「聖典にいわく、〝門を叩たたけ、さらば開かれん〟だ。私は大司教猊下に会って直接用向きを聞いてくる。留守を頼たのむぞ、避難の準備は任せる」

「隊長自ら行かれるのですか!?　ここは私が……！」

「相手は大司教だ、せめて隊長が出向かねば失礼に当たる。もし私が戻らなければおまえたちは直ちにニコラウス司教を連れ出し、避難するように」

　一通り命令を言いつけると、ノルベルトは馬に飛び乗り北西へと向かった。
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　町を飛び出し、街道を一人馬で駆かける。ノルベルトはこの国で生まれ育ち、修道騎士として毎日治安維い持じのため、領内を駆け巡ってきた。土地勘かんについては誰よりも詳くわしい自信があった。

（大司教がやってくるというのに、信徒たちも出迎えようとすらしないとは）

　街道の傍そばにある農家を見ながら心中で呟つぶやく。

　本来、大司教の訪問は喜ぶべきことなのだ。十数年前にマルテン前大司教がこの地を訪れたときなど、その道中は子や孫に祝福を求める信徒で溢れた。当時まだ幼かったノルベルトもその群衆の中におり、幸運というべきか群衆の中でたった一人──この地を治める司教の息子だったからかもしれないが──祝福を受ける好機に恵めぐまれ、友人に自じ慢まんしたものだ。熱心な信徒に育ったのもそのせいかもしれない。

　しかし今回、大司教は事前連絡もなしに軍勢を率いてやってきた。そのせいか大司教を歓かん迎げいする信徒の姿はまったく見えない。

　そして辺りが夕焼けに染まる頃ころ、ノルベルトは街道をやってくるその軍勢と遭そう遇ぐうした。完全武装の修道騎士やその従者、小姓からなる五〇〇人の軍勢と。

「止まれ、何者か？」

　先頭の修道騎士に静止を命じられる。ノルベルトは素直に馬を下り、膝ひざを突ついて頭こうべを垂れた。

「私はこのルダム司教区の修道騎士隊隊長を務める者にございます」

　このときノルベルトが肩かた書がきのみで自分の名前を名乗らなかったのは、隊長という地位が未だ分不相応だと考えていたためである。肩書きで自分の名を覚えてもらいたくないと思ったし、向こうもこんな田舎司教区の隊長の名など興味はないだろうと思ったのだ。

「メルヒオール大司教猊下にお目通り願いたく参りました。何なに卒とぞお取り次ぎを」

「……少々お待ちを」

　この司教区の隊長がやってきたとあれば、さすがに門もん前ぜん払ばらいにはされないようだった。

（とにかく少しでも情報が欲しい）

　待っている間にも、ノルベルトは眼前の軍勢を観察し続けた。

　妙みように視線を感じる。それも刺とげ々とげしい視線をだ。大司教直属の修道騎き士しと言えば、すべての修道騎士の模も範はんとなるべき存在だ。同じ立場にある修道騎士を敵視するような視線を向けられる意味が分からない。

（メルヒオール大司教の評判は耳にしているが……。その大司教が選んだ修道騎士も同じ穴のなんとやら、ということだろうか？）

　やがてノルベルトの前に、貴族のような身なりの男が現れた。この国の最高権力者、メルヒオール大司教その人である。

「お目にかかれて光栄です、大司教猊下。猊下がこちらへお越こしとの報告があり、急ぎ参った次第です」

　ひとまずは膝を突いて下手に出る。

「うむ。修道騎士隊の隊長だそうだな。しかし話に聞いていたよりずいぶんと若いな？　四〇歳ほどだと聞いていたが」

「それは前任の隊長でしょう。三日ほど前、熊に襲われ亡くなられました」

「そうであったか、気の毒にな。ともあれ、出迎えご苦労であった」

「とんでもありません。猊下にご訪問頂けるなど、同じ信徒として光栄の極きわみ。しかしながら、この度たびは突とつ然ぜんのお越しで戸と惑まどっております。一体何事でしょうか？」

「ニコラウス司教に至急問いただしたいことがあるのだ。手配を頼みたい」

（親父に用か。まあそうだろうな）

　質問があるなら伝でん播ぱツバメの一羽で事は済む。だが大司教は五〇〇人の軍勢を率いて直じき々じきにやってきた。やはり大司教派への参加を強制しようとしているのかもしれない。

　ここは唯い々い諾だく々だくと従う他なかった。このようなときだけは、自分の無表情っぷりに感謝したくもなる。

「承知いたしました。しかしながら猊下、今日はすでに日も沈しずみかけております。ここは急ぎ私が戻り、ニコラウス司教にお伝えすると共に、猊下ご一同の宿の手配をしたく存じますが」

「分かった、ではそうしてくれ」

「は、では失礼いたします」

　ノルベルトは礼をすると、馬に飛び乗り馬首を翻ひるがえした。

（私を押しとどめるつもりはないのか？）

　だとすれば、少しだけ安心もあった。

（もしなんらかのよからぬ陰いん謀ぼうを持っているなら、私を拘こう束そくするかとも思ったが）

　だが、ノルベルトが来た道を引き返し始めて間もなく、

「ノルベルトどの！　お待ちを！」

　背後から声がして、馬を止めざるを得なかった。

　振ふり返ると三騎の修道騎士が全力で馬を駆けさせ、こちらへやってくる。まさか無視するわけにもいかず、ノルベルトは彼らの到とう着ちやくを待った。

「はて、どうかなさいましたか？」

「もう日も沈むというこのとき、せっかく出向いて頂いた同胞を一人で帰らせるのも無ぶ粋すいというもの。同じ修道騎士に護衛など不要でしょうがせめて我らも同行し、猊下お出迎えの準備を手伝いましょう」

　彼らは明めい瞭りような気き遣づかいや親切心というものを滲にじませていた。

「ほう、それはそれは」

　本来ならばノルベルトは同どう胞ほうたる彼らを疑うようなことはしなかった。だが今は通常時ではなく、だからこそ聖典の一節が彼の脳のう裏りをよぎった。

（〝備えあれば憂うれいなし〟。最悪の事態に備えるべきか）

　大体、三人というのが奇き妙みようだ。五〇〇人を迎むかえるというのに、回された人手が三人ではできることなどたかが知れている。一方で、三人というのは人一人を即そく座ざに制圧できる人数でもある。

　それに本当に大司教が手伝いのために三人を派は遣けんしたのなら、先ほど大司教のもとを離はなれたあのときに一いつ緒しよに派遣すべきではないか。なぜ帰路についてしばらく経たってからこの三人はやってきたのか。これではまるで、なにか不安なことがあったので慌あわてて三人を派遣したかのように見える。

（監かん視しか？　まさか……口くち封ふうじということはないだろうな）

　ハッキリさせる必要があった。ひとまずノルベルトは頭を下げた。

「大司教猊げい下かのお心こころ遣づかい、感謝いたします。では参りましょう、ご案内いたします」

　できれば笑顔でも浮うかべて接したいところだが、どうも自分の笑顔は怖こわいと言われることがあるので、言葉遣いだけ丁てい寧ねいにする。

　ノルベルトは再び馬を進ませた。ただし、往路とは異なる道を選んだ。街道から離れ、深い森に覆おおわれた隘あい路ろへと入る。

　後ろの三人も当然のように付いてくる。もう日も暮れたのだ、普ふ通つうならこんな森の隘路に入る前に、松たい明まつの用意でもしようと言い出すところだ。しかし三人とも文句一つ言わずに付いてくる。

（もし本当に口封じを考えているのなら、今が好機のはずだが……）

　そのとき、三人のうちの一人が馬の速度を上げたのが気配で分かった。

　妙に背中がムズムズする。思わず背後を振り返る。銀の光が間近に迫せまっていた。

　剣けんだった。

　考える暇ひまもなく馬上で体をひねり、かろうじてかわすことに成功する。

「ちっ、今のをかわすとは！」

「囲め、馬をやってもいい！」

　三人の修道騎士が次々声をあげる。もはや事は明らかだった。メルヒオール大司教にどのような意図があるかは知らないが、どうやらこの司教区に住む人々に、出迎えの準備をさせたくないらしい。

　ノルベルトは馬に踵かかとを当て、速度を上げて引き離そうとした。しかしさすがは大司教直属の修道騎士たちである。容易に引き離せないどころか再び接近し、剣を振るってくる。

　やむなくノルベルトも剣を抜ぬいて応戦した。ただでさえ不自由な馬上である。後ろから攻こう撃げきされると、剣で弾はじくのが精せい一いつ杯ぱいでとても反撃できない。

「なぜだ!?　なぜ私を殺そうとする!?」

「猊下のご命令だ、他に理由は不要！」

　問答はとてもできそうにない。

　こうなると状じよう況きようは極めて厄やつ介かいだった。自分を殺そうとしている以上、もはや大司教の害意は証明されたようなものだ。大司教たちがやってくる前に信徒たちを避ひ難なんさせるべきだろう。だがそのためには、まず自分が生せい還かんしなければならない。

　かといってこのまま逃にげ切ったとして、後ろの三人は急ぎ大司教の元に戻もどって報告するだろう。その結果、大司教が移動の速度を上げれば避難が間に合わなくなるかもしれない。

　もちろん、ここでこの三人を殺すようなこともできない。場合によっては大司教に殺人の罪を問われ、好き勝手させる名目を与あたえかねないからだ。

　つまり、三人を殺したり傷つけたりせず、大司教から引き離す必要があった。

（聖典にいわく、〝少しも疑わず、信じるならその通りになる〟！　女神オルタナの加護のあらんことを！）

　ノルベルトは覚かく悟ごを決めて攻こう勢せいに出た。まず自分の馬の背から、斜ななめ後方に向かって跳とぶ。

「な、なに!?」

　迫っていた修道騎士の一人に体当たりする。巨きよ漢かんのノルベルトだ、容易に修道騎士を馬上から跳はね飛ばした。

　もちろんノルベルトの体も大きく均きん衡こうを崩くずしている。それでもどうにか手た綱づなを摑つかみ、馬上で体勢を立て直す。

「よくも！」

　すかさずもう一騎が馬を寄せ、剣を振るった。

（かわせない！）

　ノルベルトは馬から馬へと飛び移り、体勢を立て直したばかりだ。剣で応戦することも、かわすこともできない。

　だが唯ゆい一いつ──落ちることだけはできた。転げ落ちるようにして落馬、なんとか受け身を取る。

　あちこち体をぶつけたが、出血や骨折の様子はなかった。修道騎士を志こころざして以来、無心に体を鍛きたえ続けた成果が出たというべきだった。

　残る二騎は慌てて馬首を翻し戻ってこようとする。だが全力で走る馬を急停止させ、方向転てん換かんさせるには時間もかかるし簡単ではない。おまけに乗り手は馬の制せい御ぎよで手一杯になる。

　そこを狙ねらってノルベルトは全力で地を駆かけた。彼は巨漢であったが、二〇歳という若さゆえか、筋肉はしなやかでその速力は充じゆう分ぶんに平均を越えていた。手綱を懸けん命めいに操あやつって馬首を翻そうとしている修道騎士の一人に近寄ると、剣を振るう。

「ぎゃあああああ!?」

　修道騎士の足と馬の体たい軀くをまとめて斬きる。馬もまた痛みで狂くるったように暴れ回り、不幸な乗り手を振り落とした。

（残りは!?）

　最後の一騎が体勢を立て直し、ノルベルト目め掛がけて突つっ込んでくるのが見えた。相手は熟練の騎士だ、徒歩で正面から戦って勝てる相手ではない。

　だからこそ、ノルベルトは正面から戦わなかった。

「うおおおおお！」

　持っていた剣をぶん投げた。修道騎士にとっても、剣は誇ほこりである。だが信徒たちを守るためなら、文字通りぶん投げることに躊ちゆう躇ちよはなかった。

　投げられた剣はクルクルと宙を舞まい、馬の足に当たった。

　馬は頑がん丈じようなようでもろい生き物だ。その巨きよ体たいに跳ね飛ばされれば人間は簡単に吹っ飛ばされる一方、馬の前まえ脚あしもただでは済まないことが多い。

　ノルベルトが投げた剣は、なにも斬り裂さくことはなかった。ただ、金属製の握にぎりが馬の膝ひざに当たった。

　握りは剣を振るう際に均衡を保つため、非常に重くできている。それを正面から全力でぶつけられれば無傷では済まない。

　馬は膝から崩れ落ち、乗り手は放り出された。

「……ふう」

　一人を体当たりで落馬させ、二人目は足を斬りつけ、三人目は馬の足を骨折させて落馬させた。今や立っているのはノルベルト一人だけだ。

（よし、あとは放っておいても道に迷うだろう）

　すでに日は沈み、辺りは夜のとばりが降り始めている。土地勘かんもない者が夜間にこの森の隘路を進むのも戻るのも不可能だ。

　ノルベルトは無事だった自分の馬を見つけて飛び乗ると、うめき声を上げる三人を無視して帰路を急いだ。




　　　　◆




「ノルベルト隊長が戻られたぞ！」

「隊長、ご無事でなによりでした」

「それで状況は……？　猊下はなんと？」

　教会に戻ると、緊きん張ちようした面おも持もちの部下たちが待っていたとばかりに口を開く。

「落ち着けおまえたち。避難の準備は進んでいるか？」

　ノルベルトは真っ先にその点を確認した。危険な状況であると察知したのか、部下たちの顔がさらに強こわ張ばる。

「女子供だけならすぐにでも避難できますが……」

「よし、至急街を離れさせろ。女子供だけではない、すべての者をだ」

「承知しました。ですが相手は大司教猊下なのですよね？　本当に避難の必要が？」

「帰り道、猊下の修道騎き士しに襲おそわれた」

　部下たちは一人の例外もなく息を吞のんだ。

　ノルベルトの体に大小の傷が刻まれていることが証明になったのかもしれない。それ以上真しん偽ぎのほどを確かめようとする者はいなかった。

「私は父に会って状況を報告してくる。全員直ちに行動に移れ」

　ただ事ではないのだ。部下たちはすぐさま教会を飛び出していった。

　それを見届けると、ノルベルトはこの地を治める司教──すなわち父ニコラウス司教の私室へと向かった。




　ノルベルトの父ニコラウス司教は、小こ柄がらな男だった。

　大柄なノルベルトと比べると、二回りは違ちがう。体格だけではない、顔立ちもだ。ノルベルトを表現する言葉が寡か黙もくや無骨であったなら、ニコラウス司教は温和だろう。本当は血が繫つながっていないのでは──と揶や揄ゆされるほどだった。

　もっとも、ノルベルトからすればどうでもいいことだった。生しよう涯がいを信しん仰こうに捧ささげ、司教として信徒の模も範はんとなって人々の尊敬を集め続けてきた父の姿は、ノルベルトが尊敬するに充分だったからだ。

　この日も父ニコラウス司教は、自室で司教としての仕事に従事していた。普通の信徒ならばもう休息の時間だというのに。

「誰だれかと思ったらノルベルトか」足音で気付いたのだろう、父がその温和な表情を向けてくる。「こんな時間にどうした？　それに先ほどから妙みように街が騒さわがしいようだが」

「信徒たちを街の外へ避難させているからです、父上」

　父の顔から温和さが消えた。これほど真しん剣けんな表情をした父の顔は、あまり記き憶おくにないほどだ。

「なにがあった？」

「どうか驚おどろかずお聞きください。メルヒオール大司教が五〇〇人もの修道騎士を率いてこちらへ向かっております。先ほど接せつ触しよくして参りましたが、理由も告げずに父上に会わせよとばかり。その上──私は帰り道で大司教配下の修道騎士に襲われました」

「そうか、おまえが無事でよかった。信徒たちを避難させたのはいい判断だ、ついにこのときが来たということだな」

「は？」

　この状況を予期していたかのような父の反応だった。

「どういう意味でしょう？　父上は大司教が来るのを見み越こしていたのですか？」

「ノルベルトよ。我が息子よ。おまえはずっと自じ慢まんの息子だったな」

「は？」

　奇き妙みようだった。ノルベルトのことを「我が息子よ」などと呼ぶような父ではない。大体、よほど格式を尊ぶ貴族とて、自分の息子に「我が息子よ」などと声をかけたりはしないだろう。

「おまえに父と呼ばれるようになってから二〇年近くも経たつわけだ。まったく、大きくなったものだ」

「一体どうされたのです、突とつ然ぜんそのような。今いま際わの際きわでもありますまいに」

「ノルベルトよ、これは重要な話だ。マルテン前大司教が殺された話は聞いておるな？」

　突然話が変わったので面食らうが、重要と言われれば続けざるを得なかった。

「あまり詳くわしくは。聖都アーレムに向かっていたところを盗とう賊ぞくに襲われた、とは聞いております。他国ならいざ知らず、ご高名なマルテン前大司教を害する盗賊などいるはずがないと思っているのですが……」

「では殺人の黒幕がメルヒオール大司教だというウワサも知っておろう。〝汝なんじ、疑うことなかれ〟とは言えぬ。正直私もそう思っているからな」

「……根こん拠きよなく他人を陥おとしいれ、あるいは疑うようなことは父上がもっとも忌いむこと。その父上が、今夜ばかりは証しよう拠こもなしにメルヒオール大司教を犯人扱あつかいされるとは」

「おまえとて殺されそうになったのだ、否定はできぬであろう」

　その通りだった。

「実際、大司教を疑うに足る理由がいくつかある。私だけが知っている秘密がな」

「秘密？　ですか……？」

「うむ。よいか、マルテン前大司教亡き今、メルヒオール大司教に対たい抗こうしうる〝選定の儀ぎ〟立候補者はいなくなった。大司教はすでに数人の司教を金で飼い慣らしており、地じ盤ばんも固めつつある」

「ですが、反大司教派と中立派の司教が力を合わせればまだ圧あつ倒とう的なはず、さすがにメルヒオール大司教の再選は阻そ止しできるのでは？」

　田舎いなかのルダム司教区でも多少の情報は伝わっている。たとえば反大司教派の司教は三人おり、中立派は五人。対してメルヒオール大司教に与くみしている司教は、大司教本人を含ふくめて四人。つまり未だ三分の一に過ぎないのだ。

「残念だが事はそう簡単ではないのだ。反大司教派筆頭のドミニクス司教は武力を用いてでも大司教を失しつ脚きやくさせようとしておる。だが私を含む中立派の司教は、信徒同士で血を流すことだけは阻止すべきと考えておる」

「このままではとても反大司教派と中立派はまとまらないと……？」

「そうだ。ましてや〝選定の儀〟はまだ一年も先。これだけ時間があれば、メルヒオール大司教は中立派の司教を金の力で懐かい柔じゆうすることもできよう」

「嘆なげかわしい。灰エルフの侵しん攻こうで五芒国全土が危機に瀕ひんしているこのときです、我々は一刻も早く国を一つにまとめ、フライスラント自治領の人々を救わねばならないというのに」

　ただでさえメルヒオール大司教は国庫を浪ろう費ひし、免めん罪ざい符ふなどと得体の知れぬものを売りつけ信徒に負担を押しつけている。灰エルフと戦う前から国力を浪費しているような有様なのだ。

「その通りだ。だがまだ希望が失われたわけではない。マルテン前大司教には一人娘むすめがいることは知っているな？」

「はい。奥方は出産の際に病やまいにかかり、マルテン前大司教は奥方の看病のために職を辞されたこと、知らぬ者はおりません」

「うむ。では付いて参れ」

「は？」

　今日の父の話はやたら脈みやく絡らくがない。しかしなにか目的があるのは確からしく、ノルベルトに背を向けて歩き出した。ここは言いなりになる他なく、黙だまって後に続く。

「話を続けるが、マルテン前大司教の娘は十一歳で、名をヘンリエッテという」

　歩みを止めぬまま、父は続けた。

「大司教の地位は王位のように、世せ襲しゆうを否定しておらぬ。女児が受け継つぐ前例もあった。知っておろうな？」

「は、もちろん」

　父は知っていることを今いま更さらのように繰くり返した。

　かつて女神オルタナの言葉を人々に伝えた巫み女こがいた。巫女は例外なく若い女性であったという。

　また世襲という因習は、《アレンヘムの聖女》の功績によるところが大きい。女神オルタナは魔ま王おうに対抗するための力を一人の女性に与あたえた。そしてその力は魔王戦役以後、一九八年にわたってアレンヘム公こう爵しやく家に代々受け継がれてきた。そういった経けい緯いがあるせいか、若い女性が大司教の地位に就くことも、世襲によって大司教が選ばれることも珍めずらしくはなかった。

「分かるな？　今、メルヒオール大司教は血ち眼まなこになってヘンリエッテを捜さがし回っておるはずだ。もし彼女が〝選定の儀〟に立候補すれば、父の名声と同情票も重なり、反大司教派と中立派が一つになる公算が高いからだ。逆にヘンリエッテの身柄を確保できれば、彼女の後見人となって院政を敷しくこともできる」

「嘆かわしいことと言うべきでしょう。正しく行われるべき〝選定の儀〟が政争の具にされ、年とし端はもいかぬ少女が巻き込まれるようなことがあれば。ですがその話が今の状じよう況きようとどう関わるのです？」

　返事の代わりに、父は教会内のとある客室へと入った。

（誰だ？）

　中には少女が一人、椅い子すに座って祈いのりを捧げていた。窓から差し込む月明かりもあって、宗教画のような光景である。

　少女は、雰ふん囲い気きからして一〇歳ぐらいだろうか。ただいささか背は低めかもしれない。ノルベルトが巨きよ漢かんと言える体たい軀くをしているので、尚なお更さらそう感じられた。
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（まさか）

　話の流れからいって、彼女の正体は一つしか思い当たらない。だがその推測が正しかったとして、なぜここに彼女がいるのか分からない。

「あ、ニコラウス司教。そちらの男性は……？」

　少女はこちらに気付いたようで、祈りを止めた。

「この者が以前お伝えしたノルベルトです。ノルベルト、心して聞け。この少女こそがマルテン前大司教の遺児、ヘンリエッテだ。マルテン前大司教は自分の身が危あやういことを察知し、事前に私の元へ彼女を送ってきたのだ」

「…………」

　ノルベルトは押おし黙った。なぜマルテン前大司教は父上に娘を託たくしたのですか──と聞きたいことはいくらでもあった。だが話通りだとすれば、ヘンリエッテは父を亡くしたばかりのはずで、その彼女の前で問答をするつもりにはなれなかった。

　しかし、ヘンリエッテが次に発した言葉は、ノルベルトの想像をはるかに超こえていた。




「あなたがノルベルト……。では、あなたがわたしのお兄さまなのですか？」




　彼女が何を言い出したのか理解すらできなかった。あまりに突とつ飛ぴな話だったので、咄とつ嗟さに反応すらできなかった。

（私には妹はおろか兄弟すらいないぞ）

　どういうことだと父ニコラウス司教を見るが、今は答えるつもりはないらしい。ノルベルトの方を見ようともせず、話を進める。

「ヘンリエッテさま、込み入ったお話は後ほど。実はメルヒオール大司教が軍勢を率いてこちらに向かっています。どうか至急出しゆつ立たつのご準備を」

「そうですか、大司教がここまで……。わたしも覚かく悟ごはできています、もしご迷めい惑わくになるようでしたら私の身を大司教に差し出して頂いても構いません」

「案ずるには及およびません、このような事態に備え、準備していたのですから。では後ほどこのノルベルトが迎むかえに参りますので」

　よく分からないが、深刻な話をしていることだけは間違いなかったので、ノルベルトはひとまず父に続いてヘンリエッテの部屋を出た。




　ノルベルトは今すぐ父を問い詰つめたい衝しよう動どうを堪こらえ、無言で歩いた。扉とびら越しにヘンリエッテに聞かれるのはまずいと思ったからだ。

　そして充じゆう分ぶん距きよ離りを空けたところで、ついに我が慢まんできず口を開く。

「父上。事情はご説明頂けるのでしょうね？　なぜあの少女は私が兄などと？　なにかお考えがあってウソを教えたのですか？」

「今まで黙っていたことがある。おまえは、私の実の子ではない」

「は？」

　いよいよ混乱しそうだった。

「いいか、これから話すことは墓場まで持っていけ。私とマルテン前大司教は旧知の仲でな。あれは今から二〇年ほど前のことだ。司教に任命されたばかりのマルテンが、私の元を訪れたのだ。赤ん坊ぼうだったおまえを連れてな」

「……では、父上はその私を引き受けたというのですか？」

「そうだ。当時、マルテンは結けつ婚こんもしていなかった。後に大司教になるほど将来を見込まれていた男だったが、修道女との間に私生児をもうけた──などと明るみに出ては司教の地位すら下ろされかねん」

　オルタナ教の聖典では、婚こん前ぜん交こう渉しようは姦かん淫いんの罪として禁止されている。私生児を作った司教が信徒たちの支持を得られるはずもないし、実際にその事実を知らされたノルベルトも、マルテン前大司教への尊敬心を失い始めていた。

「だからマルテン前大司教は父上に私を押しつけた、と？」

「それは違ちがう。押しつけられたわけではない、当時私と妻の間に子がいなかったからな。喜んで受け取ったのだ」

　その言葉がノルベルトにとって救いではあった。

「ノルベルト。私やマルテンを恨うらみたいか？」

「……いえ、二〇歳を過ぎれば誰だれが父親であろうとさしたる変化もありません。実の父が姦淫の罪を犯していたことは残念ではありますが」

「いい心がけだ、十代の多感な時期に教えなかったのは正解だったな」

「父上がそう仰おつしやるのはいささか無責任かと思いますが」

「確かに」と父は笑った。「幸い、おまえはもう道理の通じる年ねん齢れいだ。どんな高名な人物も欲よくは持っているもの。聖典にいわく、〝隣りん人じんを七たび信じよ〟だ」

「……は。尊敬ではなく理解を心がけろと、そう仰るのですね」

　今や血の繫つながらない父となったニコラウス司教の言葉は、司教らしく説法めいていた。あまり感かん銘めいを受ける状況ではなかったが、ニコラウス司教が父として立派に自分を育ててくれたのは事実である。それに、前大司教が自分の父だと言われれば冗じよう談だんとしか思えないが、婚前交渉に及んでしまうような人間が自分の父と言われれば、むしろ受け入れられるというものだった。

　と、そこでふと気付いたことがあった。

「……今から十数年前、マルテン前大司教がこの地を訪れたとき、多くの子供たちの中から私だけを選んで祝福をお与えくださったことがありました。あれはもしや……」

「ああ、あのときのことか。確かにおまえが実の息子だと知って祝福を与えたと考えるべきだろう。ただし、これだけは言っておく。あのとき私はマルテンに息子が誰か伝えていなかった。マルテンは父としての直感でおまえを見つけたのだろうよ」

　複雑な気分が増しただけだった。父に見つけてもらえたことは恐おそらく喜ぶべきことなのだろうと思うのだが、一方で自分が預けられた経緯を思い出すと、やはり勝手過ぎるのでは──と思える。だがここでの自分の人生が不幸だったかと思うと決してそんなことはなかった。

「とにかく、これでヘンリエッテがここに送られた理由も分かっただろう。生前のマルテン前大司教、つまりおまえの実父は、兄の元に妹を送ったというわけだ」

「私に妹を守らせるため……ですか。合が点てんはいきます」

「ゆえにノルベルト。私はここでなんとか時間を稼かせぐ、おまえはヘンリエッテを連れて逃にげるのだ。メルヒオール大司教も、ここにヘンリエッテがいるという確証はまだないはず、なんとか誤ご魔ま化かせるはずだ」

「父上、それは……！」

　確かにメルヒオール大司教にヘンリエッテを渡わたすことが彼女のためになるとは思えない。逃げるなら、誰かが囮おとりになるべきだろう。そして父は、そんな危険な仕事を他人任せにはしない。

「なに、別に危険なことをするつもりはない。ただメルヒオール大司教と話をするだけだ。ここにヘンリエッテはいないとな」

「相手は五〇〇人もの軍勢を引き連れてやってきた上に、私をも殺そうとしたのです。どんな危害が加えられるか……」

　現にマルテン前大司教は暗殺されたとしか思えない死を遂とげている。父を拷ごう問もんにかけるぐらいのことはするかもしれないのだ。

「やむを得ん、覚悟はしておる。話し合いでうまく彼らが退たい却きやくしてくれればよし。だがそうでなければ命を懸かけて止めるまでだ」

「父上、なぜそこまで……？」

「メルヒオール大司教が次の大司教に相応ふさわしいと思うか？」

「まさか。また免めん罪ざい符ふでも売り出されては国が傾かたむきましょう」

「そうであろうな。だからこそ司教としての責務を果たさねばならぬ。おまえは逃げよ。ムステール司教区のフルソン司教は知っておるな？　事情は伝えてある、ひとまず彼の元に身を寄せよ。そして適切な人物を見み出いだし、ヘンリエッテを託すのだ」

「分かりました。ですがそのような人物がいなければどうすればよいのです？」

「おまえはもう大人だ。自分で判断せよ」

（大人という言葉がこんなにも都合のいい方便とは思わなかった）

　抗こう議ぎしたいのはやまやまだったが、今は時間がなかった。

　父と自分の正体、妹の存在、妹の身み柄がらを欲しがる大司教の存在。知識として頭に叩たたき込むだけなら簡単だが、自分の心の整理ができない。

　だが悩なやんでいる暇ひまはない。こうしている間にも、メルヒオール大司教率いる軍勢はこちらに近づいている。一刻も早くヘンリエッテを連れて逃げるべきなのだ。それだけは分かる。

（五芒国全土に、戦いくさが近づいている。つまりはそういうことなのか）

　最初はアレンヘム公国が戦場となり、次はフライスラント自治領。隣りん国ごくメイルマンス公国にも灰エルフの一団が侵しん入にゆうしたと聞くし、まだ国境沿いの一部で済んではいるものの、フーデルス王国とて戦場になった。このヴィエレヒト司教領とて例外ではなかったということだろう。

「分かりました、これが私の〝摂せつ理り〟なのかもしれません。とにかく今は逃げます。逃げ延のびて、それから今後のことを考えましょう。妹と共に」

「うむ、では行け、息子よ。振ふり返るなよ。運が良ければまた会うこともあるだろう」

「は。女神の祝福のあらんことを」

　本人になんと言われようと、ニコラウス司教こそがノルベルトにとって父である。その父とこれが今こん生じようの別れとなるかもしれないと考えれば、こんなあっさりとした別れ方をすべきではないのかもしれない。

　だが感かん慨がいにふけっている時間はない。父の身に幸運があることを祈りつつも、もう一人の家族であるらしい妹のためにすべきことをしなければならなかった。




　　　　　２




　ノルベルトは手早く旅支じ度たくを終えると、教会に残っていた部下たちにここを離はなれて避ひ難なんした人々を守るよう命じた。もちろん部下たちはなにもせず逃げることを良しとしなかったが、隊長命令として半ば強ごう引いんに追い出した。

　ノルベルトの強引な命令になにか感じるところがあったのだろう、部下たちは最後には「分かりました」と素直に教会を出て行った。

　その後、ヘンリエッテのもとへ戻もどると、彼女もすでに出立の準備を終えていた。

「ヘンリエッテ。今すぐ私と一緒にここを出るぞ」

「分かりました」

　ヘンリエッテはあっさりと承しよう諾だくした。

「いいのか？　今日初めて出会った他人と旅に出るんだぞ？」

「他人ではありません、お兄さまなのでしょう？」

「……一応そう聞いている」

「では構いません。聖典にもあります、〝隣人を七たび信じよ〟と」

「分かった、では信しん頼らいに応こたえよう」

　聖典を拠より所としてきたノルベルトである。その聖典の言葉を持ち出されてはなにも言えなかった。

「ですがあの……。本当にお兄さまとお呼びしてもいいのでしょうか？」

　ヘンリエッテはその点だけは戸と惑まどいを隠かくせないようだった。確かにノルベルト自身、未だに違い和わ感かんがあって仕方がない。

「慣れないがそういうことになってるらしいからな。気にせず好きに呼んでくれ」

「分かりました。それから……ニコラウス司教はどうされるのです？」

「父はここに留とどまるそうだ。気にしなくていい、我々が逃げさえすればメルヒオール大司教もここにいる理由はなくなる」

「そうでしょうか？　わたしの父を殺したかもしれない大司教です。一体なにをするか分かったものではありません」

　危あやうく言葉を失いそうだった。彼女は理解しているのだ、これまでの状じよう況きようを。

「ニコラウス司教は一二人の司教の一人。下手へたに司教を害するようなことがあれば、他の司教すべてを敵に回すことになる。メルヒオール大司教もそんな下手は打たないだろう。とにかく時間が惜おしい、早く出よう」

「……分かりました。きっとわたしがここにいることの方がご迷めい惑わくなのでしょうね」

　十一歳とは思えない洞どう察さつ力だった。

（いや、違うか。子供はいつだって聡明なものだ）

　大人と違って自らの環かん境きようを選べない以上、子供の理解力、適応力は大人以上だ。それを理解していないのは大人だけ──などという話を聞いたことがあった。

　こうして二人は人知れず教会を出た。修道騎き士しを集めて護衛してもらうことはできない。ヘンリエッテの存在は、できるだけ知られたくなかった。

（しかし……本当にこれでいいのか？）

　父は自分が囮となって時間を稼ぐつもりだ。それこそ死を覚かく悟ごで。

　それは父らしい献けん身しんぶりではあるが、一方で無責任ではないかと思うのだ。いきなり本当の父は別にいる──などと告げたその日に死んで、後を任せようなど。

　なにより、父ニコラウス司教は一つ失念している。もし今夜父が殺されるようなことがあれば、ヘンリエッテがその死の責任を感じることになるだろう。父が勝手にやったことなのだからヘンリエッテが気にする必要はないはずだが、この聡そう明めいな少女のことだ、そうは思わないに違いない。

　大体、事情を知らない部下たち──他の修道騎士がどう考えるだろうか。この地を治めるニコラウス司教は死に、その息子もまた行方ゆくえ知れずなどということになれば、勝手に仇かたき討うちでも志こころざして無む駄だ死にしかねない。

（なんらかの目くらましが必要であることは間違いない）

　父が半ば自殺覚悟で時間を稼ごうとしている理由はいくつかある。

　ヘンリエッテがここにいた痕こん跡せきを消すこと。ヘンリエッテが逃げ延びる時間を稼ぐこと。父は、自分以外の誰だれかが犠ぎ牲せいになることを許容する性格でもない。大体、やってくるのが大司教である以上、応対できるのは父しかいない。

　逆に言えば、ヘンリエッテがいた痕跡を消せて、逃げ延びる時間も稼げ、さらに誰も犠牲になることなく父が逃げ延びることさえできればいいのだ。とはいえそんな都合のいい方法など容易に思いつくものではない。

（……いや、待て。そうだ、聖典にいわく、〝どうして死者の復活はないと言っている人がいるのですか〟だ）

　信徒に相応ふさわしい、ある策を思いつく。父と事前に打ち合わせをしていないのが難点であったが、父とは血は繫がっておらずとも二〇年近くもの時間を共に過ごした。息子の考えていることぐらい分かってくれると信じたかった。

「お兄さま？　どうかなさったのですか？」

　考え事に没ぼつ頭とうしていたためだろう、ヘンリエッテに声をかけられる。お兄さまと呼ばれることに慣れ始めているのが不思議だった。

「少し待っていてくれるか？　いいことを思いついた。うまくいけばニコラウス司教を救えるかもしれない」

「分かりました、それなら行ってください。わたしは近くに隠れています」

　躊ちゆう躇ちよなくヘンリエッテは頷うなずいたので、ノルベルトは行動に移った。向かったのは教会の中にある厨ちゆう房ぼうだ。多くの修道騎士や修道士たちの胃い袋ぶくろを支える場だけあって、かなりの広さがある。

「おや、ノルベルトじゃないかい。早さつ速そく夜食の調達かい？」

　誰もいないと思いきや、一人の中年の女性がいた。ノルベルトが生まれる前からここを切り盛りしてきた料理長だ。

「あなたこそ、なぜここに？　避難の命令は聞いているはずだ」

「なんだか外は騒さわがしいし、森へ逃げるにしても食うものがなくちゃね。ちょっと食べる物を用意していたところだよ。あんたも運ぶの手伝ってくれないかい？」

　いかにも彼女らしい発想だった。

「一つ頼たのみたいことがある。父上の命を救うためだ、力を貸して欲しい」

「なんだいなんだい、ノルベルト坊ぼうやがずいぶん真ま面じ目めな顔をして言うもんだね。いいさ、言ってみな。大体のことならやってやるよ」
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　ノルベルトの推測は完全に当たっていた。このときニコラウス司教は死ぬつもりで、懐ふところにナイフを忍しのばせていた。メルヒオール大司教に殺されるのが最善だったが、そうでなければ彼に刺さされたことにして自じ刃じんしようと考えていた。

　そうすれば血の繫つながらない息子ノルベルトとその妹ヘンリエッテとを逃にがす時間を稼かせげる上に、大司教が司教の一人を殺したと喧けん伝でんできる。反大司教派と中立派が一つになる好機が生じるだろう。

　メルヒオール大司教が、どれだけ必死に地位を保とうとしているかをニコラウス司教は知っていた。免罪符の販はん売ばい、邪じや魔ま者ものの暗殺など、メルヒオール大司教が犯してきた罪は数知れない。次の〝選定の儀ぎ〟で今の地位を失えば、後任の大司教によって彼は罪を裁かれることとなる。それは彼だけに留まらない、彼のおこぼれをもらってきたであろう周囲の人間もそうだ。その筆頭である五〇〇人の修道騎士は、大司教のいかなる命令にも従うことだろう。

（息子ノルベルトを殺そうとしたというが、さもあろう。となると、私は知りすぎておる。ノルベルトの本当の父親、ヘンリエッテがここにいたという事実。どれ一つとしてメルヒオールめに教えてやるわけにはいかん）

　もちろんニコラウス司教は口をつぐむつもりだったが、拷ごう問もんあるいは他の信徒たちを人質に取られればどうなるか分からない。かといって、逃げることもできない。メルヒオール大司教が迫せまっているという理由で逃げるようなことをすれば、ヘンリエッテの居場所を知っていると喧伝するようなものだ。相手は一国を支配する大司教、下手に追われる身になっては捕つかまりかねない。

（大体、大司教の地位を利用して散々甘い汁しるを吸ってきた小悪党相手に逃げるなど性しように合わぬ。残る手は一つだ）

　そのときだ。教会の周囲に人の気配を感じ始めた。

（ようやく来たか）

　ニコラウス司教は自ら扉とびらを開けて外に出た。

　日はとっくの昔に沈しずんでおり、辺りを照らすのは月明かりと、そしてメルヒオール大司教ら五〇〇人の一行が掲かかげる松たい明まつだけだった。

「これはこれは大司教猊げい下か、このような場所へよくお越こしくださいました。お目にかかるのはずいぶんとお久しぶりですな」

「ニコラウス司教か、確かに〝選定の儀〟以降はなかなか会う機会もないからな。それより他の者の出で迎むかえはどうした？　街にも人ひと影かげがない様子だったが」

「申し訳ございません、先ほど挨あい拶さつにうかがった修道騎士隊の隊長が、帰き還かんするなり言い出したのです。これより大司教猊下が五〇〇人の軍勢でお越しになるゆえ、全員総出でお食事と寝しん所じよの準備をせよ──と。出迎えもできなかったのはそのせいでしょう、次のご訪問の際は何なに卒とぞ事前に使者を送ってくださいますよう」

　適当な事情をでっち上げ、遠えん慮りよなく皮肉を浴びせてやる。

　大人数で押しかけたのは事実である。メルヒオール大司教はどう反応していいのか分からなかったようで、鼻白んだ。だがすぐ自分の優位を確信してか、強気に戻る。

「大司教ともなれば、複雑な事情がある。それより修道騎士隊の隊長とは確かに先ほど会ったが、無事に戻ってきたのか？　すでに日も沈んでいるゆえ一人で帰してよかったのかと心配しておったのだ」

「お気き遣づかいありがとうございます。もちろん何事もなく無事戻りましたゆえ、ご心配にはおよびません」

　ノルベルトが帰還中に襲おそわれたことは触ふれずにおく。「息子がおまえの手の者に襲われたことは知っている」などと言えば、自棄やけになった大司教がどんな命令をくだすか分からなかったからだ。

「ささ、とにかく猊下にこれ以上立ち話させるわけにもまいりません、どうぞお入りください」

　教会に招き入れようとする。ニコラウス司教には目もく論ろ見みがあった。この小さな教会に五〇〇人もの修道騎士たちがぞろぞろ入ってくるわけがない。うまくいけば教会の中で大司教と二人きりになれる──と。

「マティアス、ノルス、付いてこい。他の者はここで待て」

　さすがに二人きりになるつもりはないらしい。大司教が同行を命じたうちの一人は、修道騎士らしい大男だった。

　そして意外なことに、もう一人は小こ姓しようと思しき男の子だった。大司教に息子がいるという話は聞いていない。まさか小児性愛の傾けい向こうがあるのでは──と余計な気を揉もんだほどである。

　大司教ら三人を先導する形で、ニコラウス司教は祭さい壇だんの前まで進んだ。女神オルタナを祀まつった聖所で人の血を流すことには抵抗があるが、こればかりは仕方なかった。

「さて、それでお話というのは……？」

「うむ、単刀直入に聞こう、マルテン前大司教が野や盗とうに殺された話は聞き及およんでいるな？」

「はい、僻へき地ちなのでまだ信徒の多くは知らないようですが、私の耳には入っております。なんとも痛ましい事件でした」

「うむ。不幸中の幸いというべきか、下げ手しゆ人にんはすでにこの世におらぬ。捕ほ縛ばくのため我が修道騎士団を差し向けたところ、激しい戦せん闘とうになり戦死したのだ」

「なんと。裁判にかけられなかったとは残念です」

「そんな些さ事じはどうでもよい。それよりもここだけの話にしてもらいたいのだが、マルテン前大司教には子がおる」

（はて？　なぜ秘密にしたがっているのだ？）

　不思議だった。マルテン前大司教は、産後の肥ひ立だちが悪かった妻の看病のため、惜おしげもなく大司教の職を辞したことで有名だ。当然子供がいることも知られているだろう。

　とはいえ子供の年ねん齢れいや名前まで知られているわけではない。メルヒオール大司教がおおっぴらにしたくない理由は分からなくもなかった。

「知っての通り、次の大司教を決める〝選定の儀〟が来年に迫っておる。このような状じよう況きよう下では、マルテン前大司教の子を利用しようとする者が現れるかもしれぬ」

「確かに人望のあったマルテン前大司教の子ともなれば、担かつぎ上げようとする者や逆に亡き者にしようとする者が出てもおかしくはありませんな」

　あなたのことだろう──と暗に指し摘てきする。

「それを理解しているなら話は早い。我らはその子を大至急保護するため、ここまで来たのだ。マルテン前大司教には私も恩があるからな」

「はて？　ではこの司教区にマルテン前大司教の子がいると仰おつしやるのですか」

「信しん頼らいできる筋からそのような情報があった。司教ならばなにか知らぬか？」

「女神オルタナの名に誓ちかって申し上げます。そのような話を聞いたことはございません、なにかの間ま違ちがいでは……？」

　我ながらウソがうまくなったものだと思った。なにせ司教という地位にありながら、女神の名にかけて堂々とウソを吐ついているのだから。だが人の命が懸かかっているとあれば女神も慈じ悲ひをくれるだろう。

　反論は意外な人物の口から出た。メルヒオール大司教が連れてきた子供だ。

「ニコラウス司教、ウソは感心しません。修道士時代、あなたがマルテン前大司教と友人関係にあったことはすでにつかんでいます」

「な、なに？」

　子供とは思えない鋭するどい舌ぜつ鋒ぽうに、ニコラウス司教は鼻白んだ。

（こ、こやつ……！　子供ではない、フェルトフォルクか！）

　フェルトフォルク。子供のような見た目をした種族だが、王家すらも手を出さないという謀ぼう略りやくに長たけた種族でもある。ドワーフが傭よう兵へいとして戦うことがあるように、彼らフェルトフォルクは間かん者じやとして雇やとわれることがあるという。メルヒオール大司教が子供を伴ともなっていた理由はこれだったのだ。

　それでもニコラウス司教は平静を保つことに成功した。死を覚かく悟ごしてのぞんだのだ、今いま更さら動どう揺ようなどするわけもなかった。

「確かにマルテンとは旧知の仲でした。ですがそれだけで、司教の私をお疑いになるのですか？」

「別にそうは言っておらん。だが念のためだ、差し当たりこの街でしばし調査しても構わんな？」

「ご自由に。隠かくし立てするようなことはなにもございませんので。しかし嘆なげかわしいことです、〝選定の儀〟も間近というのに、大司教猊下がそこまで人を疑われるとは」

「私には国を治める義務がある。治世とは綺き麗れい事だけでは済まぬのだ、ここに何もなかったのなら謝罪もしよう」

　いい状況ではなかった。マルテン前大司教は、聖都アーレムへ向かう前に、ヘンリエッテをこの地へ寄よ越こした。一台の馬車を雇って。御ぎよ者しやは信用できる人物だったとしても、たった一人の少女を乗せた馬車はそれなりに人目を引いたに違いない。信徒の中には、大司教を未だ尊敬すべき存在と考えている者も少なくない。問われれば喜んで証言する者もいるだろう。今のところ信徒たちは街の外に避ひ難なんさせているものの、この夏の最中にいつまでも野宿させるわけにはいかない。

（やはりこれまでか）

　フェルトフォルクと屈くつ強きような護衛がいる中では簡単ではないだろうが、今すぐにでも自刃して果て、メルヒオール大司教に殺されたことにするのだ。そうすればこの街の信徒たちも大司教に反感を抱いだき、協力はしなくなるだろう。

　懐のナイフにゆっくりと手を伸のばす。いっそメルヒオール大司教を殺してやろうかとも思ったが、二人の油断ならない護衛の目がある。失敗の危険性を考えると実行には移せなかった。当初の計画通りナイフで自身の胸を貫つらぬこうとする。

　だが、そのときのことだった。

「大変だ、火事だよ！」

　祭壇横の出入り口が慌あわただしく開かれ、大おお柄がらな女性が飛び込んできたのだ。よく知った人物だった。ここでもう何十年も食事を用意してきた修道女である。

「どうした、何事だ？」

「油あぶら壷つぼに火が点いちまったんだ、司教さま、すぐお逃げください！」

「な、なんだと!?　どうしてそうなった!?」

　その言葉を証明するように、焼け焦こげた臭においが鼻び孔こうを突ついた。それどころか、どこからかパチパチと火の燃える音すら聞こえる。

「大司教猊下に献けん上じようする五〇〇人分の食事を用意することになっただろ!?　厨ちゆう房ぼうはてんてこまいの大おお騒さわぎさ、そのとき慌てた新人が誤って油壷を倒たおしちまったんだ！」

　調理中の失火。あり得ない話ではないが、いくらなんでも偶ぐう然ぜんが過ぎる。

（いや待て。そもそもほとんどの者は避難しているはずだし、厨房もさっきまで静かだった。まさか……ノルベルトか？）

　血は繫つながっておらずとも、二〇年にわたって実の息子として育ててきたノルベルトである。その目的は容易に分かった。

（余計なことをしおってからに、あの聖典かぶれめ。そうか、私に死んで復活しろとでも言うつもりか。一人だけ楽をするなとそういうことだな、息子よ）

　だとすれば父として乗らざるを得なかった。

「申し訳ありません猊下。お聞き及びの通りです、至急避難を」

「な、なんと愚おろかな！　この地の修道士は食事一つ満足に作れぬというのか!?」

「お言葉ながら五〇〇人もの修道騎き士しを率い、事前の連れん絡らくもなく訪れたのは猊下にございます。不自由なく猊げい下かにご滞たい在ざいいただくため奔ほん走そうしている我々を誹そしられるのですか？」

「くっ。ええい、やむを得ん。おまえたち、すぐ火を消せ！　話はその後だ！」

　必死に指示を出すメルヒオール大司教を、内心で笑う。

　この教会は古く、夏の気候でかなり乾かん燥そうしている。わずかな失火でも危険だというのに、油壷を倒して火が点いたとなればもはや消す手段はない。

　教会が焼け落ちるころにはノルベルトとヘンリエッテも消え失せ、痕こん跡せきは燃え落ちる。火事から逃のがれるため、信徒たちを避難させていたという言い訳も立つ。

（そして私は焼け死んだことになるということだな）

　夜の火事だ、逃にげる機会などいくらでもある。教会を守るために焼け死んだということにすれば、メルヒオール大司教も咄とつ嗟さに逃げたのか判断はできない。ひとまずは逃げ延のび、後の事は後で考えるべきだった。
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　そのころ、ノルベルトとヘンリエッテは教会からかなり離はなれた森の中にいた。

　夜の闇やみの中にいたにもかかわらず、松たい明まつ一つで迷うことなく歩けたのは、月明かりがあったことはもちろん、ノルベルトに充じゆう分ぶんな土地勘かんがあったことが大きい。

　だが、夜の闇には一つだけ欠点があった。多少離れても、遠くに燃え上がる建物がよく見えることだ。

「お兄さま、大変です！　教会が……燃えています！」

　ヘンリエッテがそのことに気付いたのは遅おそいぐらいだった。慣れぬ夜道を転ばぬよう歩くことに集中していたせいだろう。

「安心しろ、火を点けたのは私だ」

「え!?　どうしてお兄さまが!?」

「皆みなを守るためだ。ああすればメルヒオール大司教も誰だれかを追うどころではないし、放っておくとニコラウス司教が命いのち懸がけで足止めしかねんからな。おまえも誰かが自分の身代わりになるのは嫌いやだろう？」

「……もちろんです。だからといって、みんなが集まる女神の聖所を……」

「〝どうして死者の復活はないと言っている人がいるのですか〟、だ。建物は直せる。女神オルタナは教会が焼け落ちるよりも、信徒同士が殺し合いをする方を嫌がるだろう」

「…………」

　ヘンリエッテは黙だまり込み、ただ遠くで焼け落ちる教会を静かに見守っていた。

　だがややあって、なにか決心したように大きく深呼吸し、ノルベルトに向き直る。

「あの。無理を承知で申し上げます、一つだけお願いがあるんです、お兄さま」

「なんだ、言ってみろ」

「わたしは次の大司教になりたいんです。いえ、ならなければなりません」

　さすがに意表を突かれた。十一歳の少女が大司教になると言い出したのだから。

「確かに〝選定の儀ぎ〟は年齢制限もなかったはずだが……」

「お父さまが殺された今、同情票はわたしに集まるはずです。それにメルヒオール大司教の再任を望む司教も少ないはず。勝てる可能性はあるはずです」

「……そうだな、その通りだ」

　それは正しいものの見立てだった。そう思っている者が少なからずいるからこそ、メルヒオール大司教は自ら軍勢を率いてこんな僻地までやってきたのだから。しかし、十一歳の少女が自力で辿たどり着くのは難しい推測である。

（誰かが彼女に入れ知ぢ恵えしたのか？　いや、あるいは彼女の周囲で誰かがそう囁ささやいたのかもしれない）

　父親の葬そう儀ぎでそのような権力の話をする者はいくらでもいただろう。その言葉が彼女の耳に入ったのかもしれなかった。

「確かにわたしなんてまだまだ子供です。ですが、だからといってなにも知らないわけじゃありません。わたしは大司教にならなければならないのです。でなければ……お父さまの犠ぎ牲せいも、お兄さまの大事な教会が燃もえ尽つきたことも無意味になってしまいますから」

「……そうか。だが、いいのか？　十一歳の少女が大司教になることが幸福とは思えない。私も人のことは言えないが、おまえも政治なんて分からないだろう。形だけ大司教になったとしても、実権は別の誰かが握にぎることになるかもしれないぞ？」

　事実、それを狙ねらっているのがメルヒオール大司教なのだ。

「傀かい儡らい、ということですね。承知しています、ですがそれはなってみないと分からないことでしょう。なにより、適切な人物に政治を委ゆだねられるなら、傀儡になる価値は充分あるでしょう」

「……そうか」

　聖典の言葉が次々脳のう裏りをよぎる。

〝女神は志こころざしの堅けん固ごな者を、全まつたき平安のうちに守られる〟。〝偉えらくなりたいと思う者は、皆に仕つかえる者になりなさい〟。

　ヘンリエッテが権力欲よくに取り憑かれて大司教になりたがっているとは思えない。あるいは父の仇かたき討うちのつもりなのかもしれない。

　だがその志は尊重すべきではないか。実際、ヘンリエッテと似たような境きよう遇ぐうの少女がいることを思い出し、そう無理なことでもないのでは──とも思う。すなわち五芒国を統すべるマリアン女王である。

（そういえばヴェッセルとかいう摂せつ政しようは、兄としてマリアン女王を支えているという話だったな。俺に摂政のような補ほ佐さ役は不可能だ。だがせめて妹の志ぐらいなんとか叶かなえてやりたいものだ……）








第三章　女神の巫み女こ
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　メルヒオール大司教は気が立っていた。

　昨日、ニコラウス司教に会うべく移動していたところ、修道騎き士し隊の隊長とやらが──名前は聞きもしなかった──用向きをうかがいにやってきた。ニコラウス司教に会わせてくれと伝えて帰したが、これがまず失敗だった。

　この地を治めるニコラウス司教は、マルテン前大司教の子を匿かくまっている疑いがある。自分が会いに来たと知れば、その子をどこかへ逃がすかもしれない。だからこそ、慌ててあの隊長を殺すよう三人の修道騎士を派は遣けんした。

　しかしどうやら失敗したらしく、三人の騎士は未だ帰き還かんしていない。おまけにいざニコラウス司教のもとを訪れれば、マルテンの子どころか、司教以外に誰だれもいない有様だった。ニコラウス司教は出で迎むかえの準備をするため信徒を総動員しているなどと答えたが、どう見てもあの隊長とやらが情報を知らせ、あらかじめ避ひ難なんさせていたとしか思えなかった。

　おまけにニコラウス司教との面会ではなに一つ情報は得られず、それどころか突とつ然ぜん教会が火の手に包まれた。慌あわてて配下の修道騎士に消火を命じたものの、油が原因で燃え上がった火事など手て桶おけに汲くんだ井い戸ど水で消せるものではない。

　どうにか火が消えたころには真夜中になっており、今度はこの地までやってきた目的──ニコラウス司教の行方ゆくえが分からなくなっていることが判明した。

「ええい、なんとしても探せ！　火事に紛まぎれて逃げたに決まっている！」

　修道騎士たちにそう命令したものの、真夏の長旅と深夜までかかった消火活動で彼らの疲ひ労ろうも極きよく致ちに達していた。メルヒオール大司教にももはや発はつ破ぱをかける余よ裕ゆうもなく、やむなく手近な民家を借りて眠ねむりこけた。

　朝になってもたらされたのは、次のような惨さん憺たんたる報告であった。

「教会の内外をくまなく調べましたが、ニコラウス司教の姿はどこにも見つかりませんでした。火事に巻き込まれたのかもしれません」

「なんだその報告は！　ならばヤツの遺骨でも見つけてこい！」

　こうして修道騎士たちは疲労の抜ぬけきらぬ中、全身を煤すすだらけにして焼け落ちた教会を探し回らなければならなかった。

　メルヒオール大司教は怒いかり心頭に発していたが、幸いというべきか、まともな報告を持ってきた部下が一人だけいた。

　子供のような容姿をした、フェルトフォルクのノルスである。メルヒオール大司教は、自身が犯した失態のせいで権力の座を失いかねない状じよう況きようにある。そこでなんとか地位を守るため、金で雇やとった謀ぼう略りやくの専門家がノルスだった。

「猊下。この周囲を偵てい察さつしておりましたところ、大勢の信徒たちが森の中に避難しているのを発見しました。どうやら我々が到とう着ちやくする前に、ニコラウス司教の命令で避難していたようです」

「おお、そうか！　まったく、昨日やってきたあの隊長さえ始末できておれば余計な手間をかけずに済んだものを。とにかく信徒が見つかったのは朗報だ、早さつ速そく聞き込みをしてまいれ。誰か一人ぐらいニコラウス司教の居場所やマルテンの子のことを知っておるはず、必要なら拷ごう問もんでもなんでもやれ」

「お待ちください、そのまえにご相談したいことが。この地の教会が焼け落ち、ニコラウス司教は行方不明、そして残されたのは理由も分からぬまま避難させられていた信徒と、突然やってきた我々のみ。これは極きわめて厄やつ介かいな状況です」

「ど、どういうことだ？」

「この司教区の信徒たちは、猊げい下かが教会を焼き討ちし、ニコラウス司教を殺害したと考えるでしょう。さすれば彼らは猊下に敵対することとなり、情報収集もままなりません」

「ま、まさか!?　そんなことになれば中立派の連中が……！」

「御ぎよ意い。猊下が司教を殺したとあれば、中立派の司教たちは一気に反大司教派に加わりかねません」

「そ、それはまずい！　だが、反大司教派連中の買収は進んでおるのだろう!?」

「ですが未だ裏切りの確約は得られておりません。趨すう勢せいが明らかではないこのときに、中立派が一気に反大司教派に加わるようなことがあれば、すべての買収工作は失敗に終わります」

「ど、どうするのだ!?　五人もの司教を敵に回せば勝ち目はないぞ！」

「まだ手はあります。一いつ般ぱんの信徒であれば大司教猊下のご威い光こうは通用するはず、まずは火事は意図しないものであったと宣言し、猊下自ら宣せん撫ぶを行い教会再建の約束をすることでこの地の信徒たちを安心させるのです」

「やむを得ん……。しかしなんと腹立たしい！　私はそんなことのためにこんな田舎いなか司教区に出向いたわけではないのだぞ！」

「ご安心ください。ニコラウス司教がこのような策を弄ろうした──いえ、このような策を弄す必要があったということは、この地にマルテン前大司教の子がいたと証明するようなもの。彼女の身み柄がらは確実に近づいております」

「そ、そうか」

　ノルスの力強い言葉に、少しだけメルヒオール大司教は落ち着きを取り戻もどした。

　だが、国主の座に固こ執しゆうするあまり、猜さい疑ぎ心に駆かられて多くの命をも殺あやめてきたのが彼である。その猜疑心はこのときも健在であり、あっという間に肥大化した。

「いや待て。ということはつまり我々がマルテンの子を探していることは既すでにバレていた上に、とっくに逃にげられた後ということではないか！」

「御意。ですがそうだとしても、逃げるに充じゆう分ぶんな時間があったはずはありません。幸い相手は子供の足、追いつくことは不可能ではありません」

「不可能ではない!?　つ、つまりまた逃げられる可能性もあるということではないか！　こうなってはやむを得ん、マルテンの子なしに〝選定の儀〟を乗り切る準備をしなければならん。ノルス、新たな命令を与あたえる！」

「は」

　ノルスは頭こうべを垂れることで苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶしたような顔を隠かくした。

「おまえは二〇〇人の修道騎士を率いてマルテンの子を追え！　私はここの信徒どもを宣撫した後、聖都アーレムに戻り、反大司教派の買収を急がせ軍備を強化しておく！　最悪の場合、王家の連中を追い出さねばならんからな！」

　ノルスが初めて驚おどろいた様子を見せた。

「お待ちください、猊下。目的は確実に近づいております、今聖都に戻るなどとんでもないことです」

「うるさい、見つかるかどうか分からん子を探し続けるより、備えを厳重にした方がよほどマシだ！　さあ行け！」
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　ノルベルトとヘンリエッテは、二日の旅路を経へて父に紹しよう介かいされたムステール司教区を治めるフルソン司教のもとに辿たどり着いていた。幸い僻へき地ちから僻地への旅だったため、盗とう賊ぞくはもちろん通りすがりもほとんどいないという意味では都合がよかった。

　フルソン司教と面識はなかったが、他に行くアテもなかったし、なにより体力的に他の司教区へ向かう余裕もなかった。真夏の旅は体力を消しよう耗もうするし、なにより今回は人目を忍しのばなければならず、宿に泊とまることができなかった。どんな地面でも寝ねられるという体質の種族・フェルトフォルク辺りならともかく、真夏に一日中歩いた後、満足な食事も取れず、獣けものの遠とお吠ぼえに脅おびやかされながら硬かたい地面の上での睡すい眠みんとあれば、大の大人とて音ねを上げる。まだ若く、武人として修練を積んできたノルベルトはともかく、十一歳の少女が旅をするのはこの二晩が限界だと思ったのだ。もっとも子供というのは適応が早い。思っていたよりヘンリエッテが疲労していないように見えたのは幸いだったが、それも恐おそらく気が張っているから──というのがノルベルトの見立てだった。一刻も早く休ませないといつかその糸は切れかねない。

　幸いというべきか、見たところムステール司教区は温和な土地だった。信しん仰こうによって一つにまとまった信徒たちは勤勉によく働き、通りがかる村々にも荒あれている様子はない。

「フルソン司教は立派な為い政せい者しやのようだ。これならしばらくの間、安心して身を寄せられるだろう」

　ヘンリエッテを安心させるためにも、そんな会話を振ふる。

「お兄さま、どうか覚えておいてください。フルソン司教は決して信用なさらないでください。彼には本来、司教の資格はありません」

　返答は予想外のものだった。思わず呆あつ気けに取られたほどだ。

「どういうことだ、ヘンリエッテ。人をそのように誹そしるべきではない。違うか？」

「お兄さまのご指し摘てきはもっともだと思います。ですが……信じて頂かなくても構いません、それがオルタナさまのお言葉なのです。どうか心に留とめ置いてください」

「…………」

　ヘンリエッテという少女が分からなくなった。十一歳にして大司教を目指すと言ってのけた決意は子供だろうと尊敬して然しかるべきだ。だが、根こん拠きよなく人を誹るのは聖典に反することだ。しかもあろうことか、彼女は女神オルタナの言葉だと言ってのけた。

（まあいい。私も根拠なくヘンリエッテの言葉を否定すべきではない。実際にフルソン司教に会い、彼の為人ひととなりが分かればヘンリエッテも自分の過あやまちを察するだろう）




「よくお越こしくださった、ノルベルトどの。それにヘンリエッテ」

　フルソン司教は、穏おだやかな司教区を象しよう徴ちようするかのような人物だった。

　五〇過ぎでやや太り気味ではあったものの、人当たりはいいようでまるで祖父が孫に接するかのような笑みを浮かべて接してくれる。

　やはりヘンリエッテはなにか誤解していたのだ、と安心する。

「ニコラウス司教より事情は聞いております。彼は私の古い友人ですし、私も中立派司教の一人。メルヒオール大司教からあなた方を守るべく微び力りよくを尽つくしましょう」

「助かります。我々も着の身着のままこの地へ来た有様、どうかよろしくお願いいたします」

　お任せを──とノルベルトと言葉を交わしてから、フルソン司教はヘンリエッテに向き直った。その顔は喜き色しよく満面といった感じで、よほど彼女との出会いが嬉うれしいらしい。

「ヘンリエッテ。お父上の退任式の折に一度会っているのですが……覚えてはいないでしょうな、あのときのあなたは小さかったですから」

「申し訳ありません、ですがお名前は存じておりました」

「光栄です。それにしても亡き母上によく似て可愛らしく育ったものだ。これは今後の成長が楽しみですな」

　思わぬ評価にヘンリエッテは戸と惑まどったようだった。

　ノルベルトも同様である。十一歳の少女相手に、初対面でここまで容姿について触ふれることはいささか失礼ではないか、それとも自分の考え方が堅かたすぎるだけだろうか──と。

「あなたの境きよう遇ぐうについても聞いております、お父上は生前あなたをニコラウス司教の元へ送り、あなたはお父上の葬そう儀ぎにすら出られなかったとか。なんとお労いたわしいことか」

「わたしは大だい丈じよう夫ぶです、父のためにも泣いている時間はありませんから」

　ヘンリエッテの回答が本心であることをノルベルトは知っていた。

（まだ十一歳の少女だぞ？　父を亡くし、権力争いに巻き込まれ、一箇か所に留とどまることもできずにこの夏の盛りに逃とう亡ぼう生活だ。にもかかわらず、これほど気き丈じようとは……）

　つくづく、自分の妹と言われても信じられなかった。

「分かりました、とにかくこの暑さの中、長い旅でお疲つかれでしょう。浴場に湯を張りますのでまずはお休みください」

　ヘンリエッテは返事の代わりにまずノルベルトを見上げた。誘さそいに乗っていいのでしょうかと、どこかそわそわしている感すらある。さすがに真夏の旅が続けば、湯ゆ浴あみの誘ゆう惑わくには抗あらがえないらしい。

　ノルベルトは黙だまって頷うなずき返した。浴場の湯などノルベルトには贅ぜい沢たくの極みだったが、ヘンリエッテにはそれぐらいの贅沢を享きよう受じゆする資格があると思ったのだ。

　別の修道女に案内されて教会の奥に入っていくヘンリエッテを見送ると、あらためてノルベルトはフルソン司教に向き直って一礼した。

「ヘンリエッテへの対応、感謝いたします。他にアテもなく、父の言葉を頼たよって参りました」

「分かっています。ヘンリエッテはマルテン大司教が残されたたった一人の御お子こであると同時に、悪あしき大司教からこの国を守る最後の希望。私の命に代えてもお守りいたしましょう」

（さすがに俺が兄であることは知らないのか）

　父ニコラウス司教は、その事実だけは墓場の中まで持っていけと言っていた。どうやらフルソン司教にも知らせていないらしい。

「まあこれ以上の立ち話は無用でしょう、ノルベルトどのも中へ」

「は」

　正直なところ、このような立ち話は苦手なノルベルトである。

　そんな自分の態度が誤って伝わったのかもしれない。ヘンリエッテが奥へ行ってからというもの、どうにもフルソン司教の反応が冷たくなったように感じる。

「ときにノルベルトどの。言いにくいことですが、今この国はメルヒオール大司教の専せん横おうによって大きく乱れています。信徒たちは高いお金を払はらって免めん罪ざい符ふを買い、明日の食事にも事欠く者も少なくありません」

「は、よく存じております」

「それでお聞きしたいのですが、あなたやヘンリエッテは今後どうなさるおつもりなのでしょう？　私は反大司教派のドミニクス司教のように武力を用いて大司教を討とう伐ばつする必要はないと考えていますが、次の〝選定の儀ぎ〟でこの状じよう況きようを変えるべきとは思っているのです」

「よく分かります。ヘンリエッテは言っておりました、次の〝選定の儀〟において大司教を目指すと。そして信しん頼らいのおける誰だれかに自分の後見と代理を任せたいと」

「おおっ……！」

　希望に合がつ致ちする答えだったようで、フルソン司教の顔に喜色が見て取れた。

　ノルベルトはこの時点で嫌いやな雰ふん囲い気きを感じていた。なにかフルソン司教には目もく論ろ見みがあるのではと。

「ではノルベルトどの。どなたか心当たりはおありかな？　その、ヘンリエッテさまの後見をお任せするに足るような人物に」

「それがまったく。生あい憎にくと私も田舎いなか育ちで人脈などないに等しいですし。後見となれば司教のどなたかに託たくすべきなのでしょうが、かといって誰にメルヒオール大司教の息がかかっているか分かりません。無む闇やみに動くわけにもまいりませんし」

「そうでしょう。ですがそういうことならばお力になれるやもしれません。このような形で申し上げるのもなんですが──」

　わざとらしく咳せき払ばらいをする。

「私などいかがでしょう？」

「……は？」

　ノルベルトは自分の息が止まるという希け有うな体験をすることになる。

（これはもしかして……弱みにつけ込まれているのではないだろうか？）

　現状ではフルソン司教に頼るしかないノルベルトである。その庇ひ護ご下に入る代だい償しようを払え──そう言われていると解かい釈しやくする他なかった。同時にヘンリエッテの言葉を思い出す。彼には本来、司教の資格がない──と。

　だがそうだとしても、今は彼の助力が必要なのだ。

「確かに、あなたは私の父が後こう事じを託された方。次期大司教として相応ふさわしいのかもしれません」

「そうでしょう、そうでしょう。まして私はこのような僻地に司教領を頂いた身。権力抗こう争そうなどはおよそ縁えんがありませんし、メルヒオール大司教はもちろん彼に敵対しているドミニクス司教との繫つながりもありません。もともと私は無む欲よくなタチでしてな、ヘンリエッテさまが大司教となった暁あかつきには過不足なく後見の任を果たしてご覧に入れましょう」

　突とつ然ぜん滑なめらかになった口で滔とう々とうと話すので、ノルベルトは面食らった。

（いや、大司教となれば多くの信徒に女神のお言葉を伝えることになる。弁舌に長たけていることは必要だ）

　ただどうしても嫌な感かん触しよくが拭ぬぐえない。確かにこんな僻地に住んでいれば権力抗争などに巻き込まれようがないだろう。かといって欲がないとは限らない。僻地に住んでいるからこそ中央へ返り咲ざきたいなどと考えていないと誰が保証できようか。それにヘンリエッテの後見人という立場になるはずなのに、彼の言葉を聞いていると将来的にヘンリエッテを傀かい儡らいにするつもりではないか──という気がしてくる。

　かといって一番厄やつ介かいなのは、無む下げにできないという点だ。彼の機き嫌げんを損そこねればこの地に滞たい在ざいすることは不可能となる。

「ではヘンリエッテに提案してみましょう。ですが、彼女はまだお父上を亡くしたばかりの上に、長い逃亡生活で心身共に疲れ果てております。せめて亡きお父上の喪もが明けるまではそっとしておくべきかと考えているのですが」

「なるほど、仰おつしやる通りです。これは私が性急に過ぎました、ではすべては喪が明けてからということで」

　咄とつ嗟さに思いついた言い訳ではあったが、効果はかなりあったようだった。

　喪に服すという言葉に、もう一つ意味があったことを初めて悟さとったノルベルトだった。ただ死者を哀あい悼とうするというだけではない、遺族に他のことを考えさせない名目を与あたえるという意味もあったのだ──と。




　　　　　２




　表向き、それから数日は何事もなく過ぎた。

　ノルベルトとヘンリエッテは身分を隠かくし、兄妹きようだいの修道士と偽いつわって──実際兄妹らしいが──日々を送っていた。幸いというべきかこの教会には子供の修道女が多く、ヘンリエッテが馴な染じむのは簡単だった。ノルベルトはここで初めてヘンリエッテの年ねん齢れい相応の無む邪じや気きな笑顔というものを目にしたほどである。

　その一方で、ノルベルトの心境は最悪だった。フルソン司教の正体に気付いたからだ。

　フルソン司教には司教としての資格はない──そんなヘンリエッテの言葉が突つき刺ささっていたノルベルトは、この教会に来てからというもの、密かにフルソン司教のことを調べていた。

　そしてあっさりと見つけてしまった。この教会には本来高価な施し設せつであるはずの浴場があり、湯浴みができる。実際、ヘンリエッテもこの教会に辿たどり着いたその日に使わせてもらっていた。

　その浴場が使えるのはフルソン司教と、教会にいる女児だけに限られていた。そしてノルベルトは見てしまったのだ。フルソン司教が、女児たちが入っている浴場を覗のぞき見しながら下半身を露あらわにしている光景を。

「なにをしておられるのですか？」

　もちろん黙っていられるわけもなく、ノルベルトは問い詰つめた。わざわざ背後に回り込んでから問い詰めたのは、一いつ宿しゆく一いつ飯ぱんの恩による情けだった。

「ん!?　あっ、いや、これは……」

　フルソン司教は慌あわてて衣服を整えつつも、ノルベルトの方を向こうとはしなかった。

「そうだ、今はその、子供たちが浴場を使っておる。子供というのはなにをするか分からん、溺おぼれる者がいないかと見ていたところなのだ」

「なるほど、そうでしたか。ですがそのようなことは司教がなさらずともよろしいかと。今後は私も目を配るようにいたしましょう」

「そ、そうか。それはありがたい。では私はこれで」

　まずいところを見られたという自覚はあるのだろう。今、ヘンリエッテに悪い評判を聞かれては野望が叶かなわなくなると理解してもいたのだろう。それ以上なにも言わずフルソン司教はすぐその場を立ち去った。




　その後、ノルベルトが見張っている限り、フルソン司教が浴場に近づくことはなかった。だがノルベルトがフルソン司教を見限るには充じゆう分ぶんだった。

（子供を欲よく望ぼうの対象として見るなど許しがたい。ヘンリエッテの言った通りだ。あのような男の傍そばに身を寄せていては、今後どうなるか分かったものではない。だが、どうする？）

　ヘンリエッテは大司教になって、父の後を継つぎたいと言った。その父とは、ノルベルトの実父でもあるらしい。メルヒオール大司教を権力の座から引きずり降ろし、妹を大司教にすることは、ノルベルトにとっても父の仇かたき討うちということになるのだ。

（聖典にいわく、〝目には目で、刃はには刃で〟。女神オルタナは憎にくしみのあまり過か剰じような報復を行うことを禁じてはいるが、犯した罪と同程度の罰ばつを与えることを否定していない）

　ノルベルトとしても、妹の望みを叶えることにはやぶさかではなかった。だが一方で、ヘンリエッテの置かれている状況は、あまりに複雑だった。

（今やヘンリエッテを手中に収めた者こそが、次の事実上の大司教となる可能性が高い）

　もちろん、然しかるべき人物にヘンリエッテを託せるならそれでもいいだろう。だがフルソン司教とて司教の地位に昇のぼれたぐらいだし、メルヒオール大司教とて大司教になった当初は私利私欲を律する信徒の鑑かがみであったという。よほど高潔な人物がいるならばヘンリエッテを託しても構わないが、その見み極きわめは非常に厳きびしい。

　血の繫がらない父であったニコラウス司教も、人格という点では文句の付けようがない。だが他の十一人の司教を取りまとめられるかというと怪あやしいところだ。

（この司教区を出るのは構わない。だが次に身を寄せるべき場所に心当たりはない）

　他の反大司教派・中立派の司教の元に身を寄せれば支し援えんしてくれるかもしれないが、その代わりとしてまたヘンリエッテの後見人としての立場を要求されるかもしれない。そうなればヘンリエッテの安全は確保できてもヘンリエッテの意には添そえないかもしれない。

　そこまで考えて、ノルベルトは一つの結論を下した。

（そうだ。聖典にいわく〝もし女神が味方であるなら、誰が私たちに敵するというのか〟。ヘンリエッテには強大な後ろ盾だてが必要なんだ。そうなって初めて次の大司教に相応しい人物を選ぶことができる）

　だが問題は、どこにそんな後ろ盾がいるかということである。

　司教と対等に接するための後ろ盾が必要なのだから、他の司教の誰かに後ろ盾になってもらったのでは意味がない。

　また、後ろ盾となる人物に必要な要素は、信徒には縁えん遠どおいもの──すなわち、武力・財力・権力といった類たぐいのものだ。だがいずれも難しい。権力や武力でメルヒオール大司教の右に出る者はそうはいない。財力とてそうだ。メルヒオール大司教は大きな浪ろう費ひで国庫を傾かたむけさせたが、その気になればいくらでも金を借りることができるだろうし、新たに免罪符を売り出すという暴挙に出ることだってできる。

（ならば商人はどうだ？　少なくとも信徒と違ちがって大司教の息がかかっている可能性は少ない）

　この国で商売を行う商人たちは、もちろんほとんどがオルタナ教の信徒だ。だがオルタナ教の教義は〝私利私欲を律せよ〟であり、これは利益を重視する商人の性質とは真逆のものだ。ようするに商人たちの中には形式だけの信徒が多い。

（この際、後ろ盾になってもらう人物はオルタナ教の熱心な信徒でなくてもいい）

　そもそもオルタナ教の信徒に、「十二人の司教を敵に回してでも手助けしてくれ」とは言えない。いっそ商人たちの信しん仰こう心の是ぜ非ひについては目をつぶって「手助けしてくれれば商売を優ゆう遇ぐうする政策を行う」と提案し、多くの商人を統合すれば強力な後ろ盾となってくれるのではないかと思える。

　だが問題は、田舎司教区で数十人の修道騎き士しを率いていただけのノルベルトに、信頼できる商人のツテなどないということだ。今から商人たちに接せつ触しよくを始め、ヘンリエッテの生存を伝えて協力を要よう請せいしたところで、メルヒオール大司教に情報を売る商人が出てくるだけではないのか。

（そうだ、国内が駄だ目めなら他国に協力を求めてはどうだ？）

　幸いここムステール司教区は、フーデルス王国との国境沿いにあり、他国との連れん絡らくは取りやすい。

　もちろん国外なら簡単という話ではない。協力相手が強ければ強いほど大きな見返りを求められるからだ。

　たとえばフライスラント自治領のフィクトル総そう督とく。知ち謀ぼうに優すぐれた彼のような人物こそ、今のヘンリエッテにもっとも必要なのかもしれない。だがフライスラント自治領は私欲でアレンヘム公国へと攻せめ込んだ挙げ句、敗北を繰くり返し今は灰グライズエルフの侵しん攻こうに苦しめられている。他国を助力できる状じよう況きようではなく、そもそもどんな見返りを求められるか分からない。

　助力どころではないと言えば、南に国境を接するメイルマンス公国とて同様だ。長年平和を享きよう受じゆしてきたあの国は、灰エルフがたった一部隊侵攻してきただけで驚きよう天てん動どう地ちの混乱の最さ中なかにあるという。

　北東の隣りん国ごく、エルフとの友好を目的として建国されたフローニゲン伯はく国は、信しん頼らいできる国ではあっても財力・武力いずれも話にならない。

　では五フアイフ芒ステル・国ランデンの統治者にして守護者を標ひよう榜ぼうするフーデルス王国はどうか。真っ先に思い浮うかぶのは摂せつ政しようヴェッセルである。暗あん愚ぐ、盆ぼん暗くらと罵ののしられつつも、摂政に就任した後は妹の女王を盛り立てて五芒国を過不足なく統治しているその手しゆ腕わんは、まさに敬服に値する。

　だが問題がある。王家に借りを作ることだ。特に現在王家は、灰エルフの侵攻に伴ともない五芒国に連合軍への参加を求めている。にもかかわらずこのヴィエレヒト司教領は、内乱を理由に先延ばしにしている状態らしい。兵を出さないどころか内乱解決のための助力を要求するとなれば、後でどれだけ大きな返済を求められるか分かったものではない。

（できればもっと……財力・兵力に優れ、ヴィエレヒト司教領の領土や支配に興味がなく、かつこの窮きゆう地ちを救ってくれるような知勇兼けん備びの都合のいい勇士はいないか）

　我ながら夢想に等しい過大な要求に苦笑しそうになる。

（いや、いる！　いるぞ、一人！）

　五芒国の残る一国、もっとも遠いアレンヘム公国を治めるアレンヘム公カレルである。

　アレンヘム公は若くして才を認められ、公国を引き継いだ。そしてフライスラント自治領からの侵攻を何度も防ぎ、将としての才を証明した。

　もちろんそれだけで彼を信頼することはできない。一番重要なのは、ここ最近の出来事──灰エルフの侵しん略りやくの際、王家の仲ちゆう介かいがあったとはいえ、昨日まで敵であったフライスラント自治領へ援えん軍ぐんを送ることに同意したという事実だ。

　戦争を吹ふっかけてきた相手の国に援軍を送ったのだ。これはアレンヘム公が利益だけではなく、情や義といったもので判断ができるという証明でもある。

　アレンヘム公は一軍を率いる将としては当代最強であり、かつなんといっても時勢を見ることができる人物なのだ。灰エルフが侵攻し、五芒国が一いつ致ち団結して事に当たらねばならぬこのときに、ヴィエレヒト司教領が動乱していると聞いて見過ごせるはずがない。協力を乞こうには最適な人物だった。

　それにアレンヘム公は五芒国連合を率いて灰エルフと対たい峙じするため、フーデルス王国に来ているという。アレンヘム公国よりはだいぶ距きよ離りも近くなる。

（問題はどうやってアレンヘム公に助力を乞うかだ）

　形としてはアレンヘム公にヘンリエッテの後見人になってもらうのが一番だろう。しかし、あからさまに他国の君主に助力を求めては「独立を損そこなうつもりか」と国内の信頼を失いかねない。

（アレンヘム公が独身であれば話は早かったものを。聖典にいわく、〝夫婦とは相手を大事に思い、自分を犠ぎ牲せいにすることさえ厭いとわないもの〟だ）

　独立を損なうことなく、他国の力を借りる方法はある。すなわち婚こん姻いんだ。他の国では自分の勢力を強化するために行われてきたというが、このヴィエレヒト司教領では違う。夫が妻のため、妻が夫のために尽じん力りよくすることは自然とされており、アレンヘム公がヘンリエッテと婚姻──は早いにしても婚こん約やくしてくれれば、誰だれにも非難できない後ろ盾ができあがる。

　ヘンリエッテは結婚には早い年ねん齢れいだが、独身であることは間違いない。それに前大司教、すなわち前国主の娘むすめともなれば、一応家いえ柄がらはしっかりしていると言える。アレンヘム公とでも釣つり合っただろう。

　だがアレンヘム公は既き婚こんである。次善の策としては、カレルの近親の人物と婚約させるという手がある。アレンヘム公とその妻の間に男児でも生まれていればよかったが、そのような話も聞いていない。

（別にアレンヘム公の子供じゃなくてもいい。アレンヘム公と近しい人物であれば……）

　カレルの兄弟姉妹、あるいはカレルに仕つかえる家臣はどうか。だがなにせ二つ向こうの国のことである。名のある兄弟姉妹や賢けん臣しんがいるかなど知りようがない。アレンヘム公国には三ドリー・武クライフス伯グラーヴエンという有名な貴族がいることは聞いたことがあるが、それを知ったきっかけというのは三武伯が反乱を起こしたという物ぶつ騒そうな話を耳にしたからだ。

（いや、そうだ！　いるぞ、たった一人）

　田舎いなか司教区の修道騎士であっても、同じ武人であったがゆえに、ノルベルトは遠い国のある人物のことを知っていた。

《狂嗤バルダー・の団ブリガーデ》で歴代最強を謳うたわれる、すなわち現在の五芒国全土で最強と言える人物。コルネリウス切り込み隊長である。

　今ヘンリエッテがもっとも必要としているのは、大司教派の攻こう撃げきをしのぐことのできる強力な武勇の持ち主だ。有名な切り込み隊長はその点申し分ない。もちろん血ち塗まみれの傭よう兵へいとの婚約は反対があるかもしれないが、職業に貴賤はない。

（そもそもこんな案、ヘンリエッテも承しよう諾だくしてくれるかは分からない。だが提案するだけなら簡単だ、やる価値はある）

　十一歳の少女に、いきなり婚約を提案して受け入れてくれるとは思えない。だがこれ以上の良策も思い浮かばず、ノルベルトはヘンリエッテの元を訪れ、コルネリウス切り込み隊長との婚約を提案することとなる。




「やってください」

　ノルベルトの提案を聞き終えた妹の第一声がそれだった。

「お兄さまの仰おつしやる通り、わたしに必要なのは他の司教と対等に接することのできる後ろ盾です。婚約一つでそれが叶かなうなら喜んで受け入れます」

「いいのか？　仮にも他国の有力者に婚約を持ちかけるんだ、もし向こうが承諾すればこちらからはもう断れない。おまえは見ず知らずの男と結婚することになるんだぞ？」

「構いません。それでお父さまの後を継つげるのでしたら」

「……分かった。ならばやってみよう」

　妹の意志には微み塵じんも揺ゆらぎがなかった。こうなると躊ちゆう躇ちよはできない。




　その後、ノルベルトは一通の手紙をしたためると、ひとまず教会を出て市場へと向かった。摂政とアレンヘム公がいるという五芒国連合軍の陣じん地ちまで手紙を届けてくれる方法を探すためだ。幸い心当たりはあった。この手の仕事は、各地に拠きよ点てんを持つフェルトフォルクほど安全に届けてくれる種族はいない。この際、高い郵送費は許容しなければならなかった。

　結果としてノルベルトの考えは、本人が考えもしないほどの影えい響きようを世界に与あたえることとなる。だが一方でこのときノルベルトは、あることに気付けなかった。

　ノルベルトは田舎司教区とはいえ、若くして修道騎士隊の隊長を任じられた。それなりに道理をわきまえていたからだ。時間をかけたとはいえ、後ろ盾としてアレンヘム公カレルを選ぶに至った思考などはその成果だろう。

　だが、他人同士の悪意には気付けても、自分に向けられた悪意には気付けなかった。ノルベルトがフルソン司教を監かん視ししていたように、フルソン司教もまたノルベルトに監視の目を向けていたのである。
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　カレルたちがヴィエレヒト司教領に入ったのは、収穫の月オーフストマーント（八月）の終わりのことであった。

　都合三日ほどの旅路だった。これだけ短期間での移動が可能だったのは、目的地がヴィエレヒト司教領の南東端と王国から近い位置にあったこと、同行者がコルネリウス切り込み隊長のみであったこと、そしてなによりもフーデルス王国の支し援えんがあったことが大きい。摂政ヴェッセルは国中の領主や商人に伝令を伝え、カレルたちの道中に換かえの早馬と宿と王家公認の通行許可証を手配していた。

「宿の手配まで済ませてあったとは。摂政殿でん下かはなんと手て際ぎわのいい」

　などとカレルは感心することしきりであったが、もちろん実際は「早く帰ってきてもらわんと連合軍の指揮を押しつけられん」というヴェッセルの判断あってのことである。世に知られることはなかったが、ヴェッセルの手腕がもっとも力を発揮するのは、妹マリアンのことを除けば自分の楽に繫つながるときだった。

　思わぬ出来事が待っていたのは、フーデルス王国とヴィエレヒト司教領の国境にさしかかったときのことである。このときカレルは国境の責任者と打ち合わせをしていた。ヴィエレヒト司教領に潜せん入にゆうする際は少人数の方が都合がいいが、いつ軍事力が必要になるか分からない。そこで切り込み隊の精兵二〇〇人が遅おくれてこの地へ到とう着ちやくする手はずを整えていたのだ。もし事が起こればいつでも合流できるように。

　そして事前準備を終え、いよいよ国境を越こえようとしたときのことだった。

「やあカレル。待ってたよ」

「師し匠しようか……」

　そこで待っていたのは、フェルトフォルクの遍へん歴れき商人ホルサであった。

「師匠がどこに顔を出しても驚おどろかないが。今回はまたどうしてここに？」

「ヴィエレヒト司教領の内乱の話を聞いてね。情報収集に行こうと思ってたら、キミもこっちに来ると聞いたんだ。公こう爵しやく閣下と一いつ緒しよの方が何かと便利だろう、付いていっていいかい？」

「分かった、そういうことなら好きにしてくれ」

　五芒国の各地を回る遍歴商人にとって、国に関する情報ほど大事な商品はない。内乱寸前のきな臭くさい国の情報は、さぞ金になるのだろう。カレルとしても、師匠が同行してくれることはありがたかった。

（これ以上コルネリウスとの二人旅はゴメンだ）

　なにせ彼は必要がなければ一言もしゃべらない。道中の話し相手が欲しかったのだ。




　こうしてヴィエレヒト司教領に入ったカレルとコルネリウス、それにホルサの三人は、国境沿いの街にある旅籠はたごの酒場で手紙の差出人と出会うこととなる。

「初めまして、アレンヘム公爵閣下。私の名はノルベルト、修道騎き士しにございます。この度たびは突とつ然ぜんの婚約のご提案にもかかわらず、ご足労頂きありがとうございます」

　カレルにとって意外だったのは、手紙の送り主の為人ひととなりである。ノルベルトというその若い男は、およそ堅かた苦くるしい武人という印象で、この国の権力争いに一石を投じるであろう婚約という策略を思いつけるような人物には見えない。

「俺がアレンヘム公カレルだ。隣となりに座ってるのはフェルトフォルクの商人ホルサ。案内人のようなものだと思ってくれ」

「なるほど、フェルトフォルクでしたか。子供をお連れでおかしいとは思っていましたが」

「うん、よろしくね」

　ホルサはにっこりと子供そのものの笑顔で応える。こうやって警けい戒かい心を解き、裏で陰いん謀ぼうを巡めぐらせるのがフェルトフォルクの常じよう套とう手段であった。

「そしてあっちに座っているのがコルネリウスだ」

　コルネリウスは離はなれた席に座って何か飲んでいた。「同席するなんざ面めん倒どうだ、話は勝手にやってくれ」とはもちろんコルネリウスの言である。もっとも、コルネリウスに込み入った話をさせたいとも思えず、カレルもすすんで彼の要望を容認していた。

「初めに言っておきたいが、俺はこの国の状じよう況きように頭を抱かかえている。知っていると思うが、今五芒国は灰エルフの侵しん攻こうに力を合わせて立ち向かうべきときで、この国に内乱させている余よ裕ゆうはないからだ」

「承知しております。であるからこその提案でした。今この司教領を治めているメルヒオール大司教に事態を収しゆう拾しゆうする力はありません。彼を大司教の地位から引きずり下ろし、新たな指導者を立てることこそが女神オルタナの意に適かなう早道かと」

「ああ、そしてヘンリエッテという少女がその鍵かぎになると聞いている。まだ一〇歳だそうだが」

「一〇歳？　いえ、それは間ま違ちがいです」

（え、間違いなのか？）

　話が伝わる過程で物事が正しく伝わらないことはよくある。さすがに一〇歳の少女との婚約というのはなにかの間違いだったのだろう。

「正しくは十一歳です」

「…………」

　大して変わりないじゃないか、とあえて口に出して抗こう議ぎすることは憚はばかった。

「ただどちらにせよ、残念な報しらせがある。コルネリウス切り込み隊長には婚約を受じゆ諾だくするつもりはないようだ」

「なんと!?」

　ノルベルトは驚きを隠かくさず、カレルは不思議に思った。

（こんな婚約の打だ診しん、断られるのが当たり前だと分かっていただろうに）

　それにしてはノルベルトの驚き方は真に迫せまっており、断られたことを心底残念がっているようにしか見えなかった。

「あ、いえ、結婚とは本来無理矢理行われるものではありません。彼の意思がそうであるなら、残念ですが諦あきらめる他ないようです」

「いや待ってくれ、形の上だけでも婚約したということにはできる。ヘンリエッテは十一歳の少女に過ぎず、今や権力の道具にされようとしていると聞く。後ろ盾だてが必要なのではないのか？」

「後ろ盾は必要です。しかし聖典にいわく、〝結けつ婚こんとは女神が定めた制度であり、夫婦とは女神が合わせられたもの〟。そのように形だけでも婚約するということには賛成できません」

「なに？」

　カレルにとっては意外な返答だった。

（どうも分からないな。俺から協力を得るために、形だけの婚約を提案したのではないのか？）

　ノルベルトの目的が分からない。あるいは打算などなく、本当にヘンリエッテのことを思って本気で結婚を打診していたのかもしれない。だとしたらこちらも合わせる必要があった。

「まあ聞いてくれ、ちょうど俺という見本がある。知ってるかは分からないが、俺も妻との婚約は親同士が勝手に決めたものだった。だが婚約している間に、その、なんだ、愛を育はぐくみ、夫婦になるに至った」

　言ってて恥はずかしくなり、少しだけ赤面するのは避さけられなかった。

「ようするにだ、きっかけは形だけの婚約であっても、それが最終的に二人のためになればそれでいいんじゃないか？　ましてやヘンリエッテという少女にはコルネリウスの力が必要なんだろう？」

「婚約とはきっかけだと仰おつしやるのですか。なるほど、それは確かに盲もう点てんでした。申し訳ありません、私は修道騎士として剣けんの訓練ばかり積んでおりましたゆえ、その辺りの機き微びがよく分からないのです」

　恐おそらくそれは真実なのではないかと思えた。どうやらこのノルベルトという人物は、オルタナ教という宗教のせいかもしれないが、これまでに出会ったヴェッセルやフィクトル総そう督とくといった面々と違い、わりと正直な方なのかもしれない。

「とにかく一度ヘンリエッテという少女に会わせてくれないか？　こうなった以上は本人の意思を確認しておきたい」

「ごもっともなお話です。しかし……少々難しいかもしれません」

（やはりそう簡単には会わせないか）

　ヘンリエッテはこの国の要人であり、ノルベルトにとっては切り札と言える。その居場所を簡単に知らせるようなことはしないだろう。

「というのもヘンリエッテは今、この地を治めるフルソン司教の庇ひ護ご下に入り、身分を隠して一修道女として暮らしています。一方でこの婚約の話は私が独断で進めたもの、公爵閣下とヘンリエッテを引き合わせたとフルソン司教に知られればどのような反応をされるか分からないのです」

「…………」

　また興味深い話だった。切り札のヘンリエッテを軽々しく他者に引き合わせたくない──というわけではなく、別の事情があるという。

「フルソン司教が信しん頼らいできる人物なら問題はないと思うが……違うのか？」

「残念ながら。理由は二つあります。第一に、フルソン司教はヘンリエッテを次の大司教にするための援えん助じよは惜おしまないと仰っているのですが、その代だい償しようとして自身がヘンリエッテの後見人になることを望んでいるのです」

「なるほど、権力欲よくがあるということか」

　ヘンリエッテは次期大司教の座を左右する存在だ。それが手元にやってくれば、野心に駆かられる司教がいてもおかしくはない。

「それからもう一つ。フルソン司教は十代の少女ばかりを修道女として教会に召めし抱えており……その、我が国の恥ち部ぶを申し上げるようで大変言い辛づらいのですが……。どうも小児性愛の兆候が見られるのです。とてもヘンリエッテを託たくす気にはなれないのです」

（駄だ目めな地方貴族と一緒じゃないか）

　司教とはこのヴィエレヒト司教領における領主のようなものと聞いている。となればその権力は絶大であり、よからぬ欲よく望ぼうを発散させている司教がいてもおかしくはない。

「なるほど、状況は分かった。フルソン司教は信用できず、彼の支配下にあるこの地で堂々とヘンリエッテと会うことは難しい。そういうことだな？」

「その通りです」

「では人知れずひっそり会うなら可能だと？」

「ええ、それなら問題ありません。幸いこの辺りは森が多く、人目を避けるのは容易。日が沈しずむのを待ってから連れ出しましょう」

（いいのかよ！）

　切り札となるヘンリエッテを、他国の権力者とこうも簡単に会わせようとするなど、腹に一いち物もつ抱えていてはまずできない。カレルは確信した。ノルベルトという人物は、恐らく単純に人がいいのだ──と。

（いや、分からんぞ。人目を避けて会える場所など限られている。そこに兵を伏ふせて俺たちを捕とらえる気なのかもしれん。だがこっちにはコルネリウスがいる、武力で来るなら対処はいくらでも可能だ）
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　カレルの推測は、間違っていた。

「周囲に誰だれか潜ひそんでいる様子は？」

　森の中に作られた会見の場に、カレルは斥せつ候こうとして師ホルサを放っていた。日も沈み、森の中は早くも闇やみに覆おおわれつつある。だがフェルトフォルクの斥候を出し抜くことなど不可能と言っていい。

「まったくないね。保証するよ」

　ホルサの言葉は正しかった。伏ふく兵へいによる攻こう撃げきを受けることなく、ノルベルトはあっさりと姿を現した。ヘンリエッテらしき少女を伴ともなって。

「初めまして、公こう爵しやくさま。マルテン前大司教の娘むすめ、ヘンリエッテと申します」

　その少女は、確かに十一歳としか思えない幼さだった。だが年ねん齢れいには不適なほど強い光を瞳ひとみに宿していた。妻セシリアを思わせる、何者にも負けてたまるかという芯しんの強さを感じるのだ。

（替かえ玉……ということはなさそうだ）

　彼女の立場を考えれば、替え玉ぐらいいても不思議ではない。だが強い光を放つ彼女の目を見ていると、とても偽にせ物ものとは思えない。大司教であったらしい父親の素質を立派に受け継ついでいるのかもしれない。

　さらにヘンリエッテは、歴戦の傭よう兵へいですら躊ちゆう躇ちよするであろう行こう為いを簡単にやってのけた。いつ人殺しをしてもおかしくなさそうな目つきのコルネリウスに、自分から話しかけたのだ。

「あなたがコルネリウスさまですね？　聞いています、ノルベルトがわたしの婚約者として選んだお方だとか」

　これにはカレルはもちろんコルネリウスも面食らったようだった。だがカレルほど驚おどろいたわけではないようで、コルネリウスはすぐに答えた。

「生あい憎にくだが俺にそのつもりはない。正直、勝手にそんな話をされて迷めい惑わくしてるぐらいだ。ここへ来たのも婚約を断るためだ」

「お言葉はごもっともです。ですが当面は婚約者として力をお貸し頂きたいのです。でなければ今のわたしにはなにも為なす力がありませんから」

　またもカレルは意表を突つかれた。十一歳の少女が、目的のために初めて出会った男との婚約を簡単に受け入れようとしているのだから。「形だけの婚約など許されるべきではない」と口にしたノルベルトより、彼女の方がよほど道理をわきまえているように思える。

　だが、彼女の言葉はコルネリウスを激げき昂こうさせることになる。

「てめえ、一体どういう教育しやがった？」

　コルネリウスは信じられない早はや業わざをやってのけた。一いつ瞬しゆんで細剣を抜ぬき、ノルベルトの首筋に切っ先を押し当てたのだ。

「まさかこんなガキに国を背負えとでも教え込んだんじゃないだろうな？」

「……コルネリウスどの、私はなにも言っていません。彼女が自分で考えた結果なのです」

　刃はを向けられたノルベルトだったが、彼もまた常人ではなかった。まったく動どう揺ようすることなく、それどころかこのような批判を受けることを覚かく悟ごしていたとしか思えないほどに堂々と受け答えしたのである。

「むしろ私とて戸と惑まどっているほどです。未だにこの道がヘンリエッテにとって幸せなのか分からないのですから」

「どうか剣をお収めください、コルネリウスさま」ヘンリエッテは細剣を持つコルネリウスの腕うでに、自身の手をそっと置いた。「大司教になりたいというのはわたしの心からの意志。ノルベルトはわたしの意志を汲くんでいるだけに過ぎません」

　コルネリウスはひとまず細剣を収めると、その冷たい視線をヘンリエッテに向けた。

「一つ聞かせろ。おまえ、大司教とやらになってどうしたいんだ？」

「わたしの父は広く慕したわれる大司教だったと聞いています。わたしは父と同じことをしたいのです。それこそが殺された父の無念を晴らすことだと信じていますから」

「それだけか？　それだけの理由で見知らぬ男と結婚し、政治の道具にされるつもりがあるってのか？　だとしたら馬ば鹿か馬ば鹿かしいにもほどがある。やめちまえ、そんなこと。せめてもう少し歳食って、酒と男遊びでも覚えてからやりやがれ」

　コルネリウスの口調は厳きびしいが、なるほど子供好きというウワサが立つコルネリウスらしい言いぐさでもあった。ヘンリエッテはまだ十一歳なのだ。人生を捨てて献けん身しんするのはまだ早すぎる。

「それだけではありません、わたしにはもう一つ大司教を目指すべき理由があるのです」

「……なに？　もう一つ？」

　意外そうな顔をしたのはノルベルトだった。

「申し訳ありません、これは今まで秘密にしていました。ですが一国の君主である公爵さまやコルネリウスさまのお力を借りるには、すべての秘密をお伝えすべきだと考えています。幸い今は月も出ていますし」

　月がどう関係あるんだ──と誰もが思わず空を見た。確かに細い三日月が見える。

「わたしは、女神オルタナのお告げを聞くことができるのです」

　何を言い出すんだ──と思った。カレルだけではない、その場にいる誰もが同様のことを感じたようで、目を白黒させている。

　神の声が聞こえる。少なくともそう思い込むことは、子供にならあり得る話かもしれない。だが一歩間違えば狂きよう人じんの狂言と同じだ。

　間もなく、カレルたちは自身の想像力のなさを思い知らされることとなる。

　ヘンリエッテは神に身を差し出すかのように、月に向かって腕を組んで膝ひざを突き、目を閉じて女神へ言葉を捧ささげた。

「オルタナさま、どうかそのお言葉をお聞かせください」

　次の瞬間、カレルは自分が見た光景を疑うこととなる。

「な、なんだあの光は!?」

　人生で目にしたことのない奇き跡せきが目の前で起こっていた。

　月から一条の光が差し込み、ヘンリエッテを包んだのだ。

　カレルは、ヴィエレヒト司教領から出回った宗教画というのを見たことがあった。その絵の中では、古いにしえの巫み女ことやらが女神オルタナから啓けい示じを受けている構図──今と同じような図が描えがかれることがよくあった。

　それは宗教画だからこそ大げさに描かれているのだと思った。だが目の前で起きているのは、宗教画に描かれている以上の奇跡と表現する他ない現象だった。

　やがて月からの光は収まった。

「い、今のはなんだ？　まさか本当に、女神オルタナがなにかしたのか？」

「はい。オルタナさまからお言葉を賜たまわりました」

「な、内容は？　女神はなんと？」

「ただ心のままに、と。オルタナさまは決して都合のいいお言葉をお与あたえになる存在ではありません。ですが必要なときに必要なお言葉を頂けるんです」

「たとえば？　これまでにどんな言葉があった？」

「そうですね。たとえばこの地を治める司教には、資格がないとのお言葉を賜りました」

「そ、それであんなことを……！」

　なにか思い当たることがあったのか、ノルベルトが瞠どう目もくしている。

「それから先月にはこのようなお言葉を賜りました。灰エルフの侵しん攻こうに備えなさい、と」

　カレルとしては信じられない思いだった。灰エルフの侵攻があったのは今月。本当に一ひと月つき前にその警告を受け取れたのだとしたら、まさに預言である。

「ホルサ。どう思う？」

　カレルは、自分よりはるかに知識が豊富な師に訊たずねた。

「うーん、この国の歴史に、巫女って存在がいたのは確からしいからねえ。灰エルフにも、魔王デモンの言葉を伝える巫女のような人物がいたって話だし。大体、あんな月から差し込む光なんてドワーフにだって再現できないよ。人知を超こえた奇跡って各国に一つぐらいあるものなのかもね」
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　確かに、カレルは《アレンヘハイルグ・フアムの聖女ン・アレンヘム》や王家が所有する《魔王デ・レウの左腕フエンケネル》の存在を知っている。どちらも人間では理解できない奇跡の力を有しているのだ。

「そうか……。聖典にいわく、〝土台は信徒と巫女によって建てられる〟。これはつまり、巫女の再臨……！」

　オルタナ教の信徒ゆえに、抑おさえきれなかったのだろう。感極きわまったようにノルベルトは口にした。だがヘンリエッテは嫌いやがるように首を横に振ふる。

「……そのような大おお事ごとではないと思います。そもそもこの力のせいで、お父さまは亡くなりました」

　彼女の父と言えば、次の大司教になるべく聖都に向かっているところを暗殺されたというマルテン前大司教のことである。

「どういうことだ？　なぜ預言が原因で？」

「オルタナさまのお言葉が聞こえるのは、ずっとわたしだけの秘密でした。でも先月、灰エルフが侵攻してくるとのお言葉を賜り、いてもたってもいられずお父さまにすべて打ち明けたんです。そして今月に入り、実際に灰エルフが侵攻してきました。そのことを知ったお父さまは、再び大司教になると言い出して聖都に向かったんです……」

（そうか。そういうことだったのか）

　メルヒオール大司教が私し欲よくに走ったのは三年ほど前と聞いている。彼の施し政せいを苦々しく思っていたのであれば、マルテン前大司教はこの三年の間に行動を起こすこともできた。

　だが彼が実際に行動を起こし、その途と上じようで殺されたのは今月の中ちゆう旬じゆん──夏の月一二日だ。一方、灰エルフ侵攻の一報がカレルに届いたのは今月の七日。

（マルテン前大司教は灰エルフ侵攻の預言が真実だったと知り、自分の娘ヘンリエツテが女神オルタナの巫女であると確信したんだ。急に大司教に戻もどろうとしたのは、メルヒオール大司教の対たい抗こう馬ばとなるためじゃない。自分が大司教となって、巫女の言葉を広めるためだったんじゃないのか……!?）

　マルテン前大司教がオルタナ教の熱心な信徒だったのは間ま違ちがいない。ノルベルトの反応を見ていても分かる、そんな信徒たちにとって、女神の巫女とは間違いなく特別な存在だ。だからこそ彼は再び大司教となり、娘の存在を知らしめようとしたのではないか。

　ヘンリエッテの言動がやたら大人びているのも、巫女ゆえかもしれない。ヘンリエッテには入れ知ぢ恵えをするような誰かがいるのではないか──とカレルは推測していたが、それが女神オルタナだったとすれば、合が点てんがいくどころではない。

「ちっ。馬鹿馬鹿しい」

　毒気を抜かれたように吐はき捨てたのはコルネリウスだ。もう自分は無関係とばかりにその辺の木に背中を預ける。

「団長、あとの判断はあんたが勝手にしてくれ。どうせ俺は剣けんを振るうだけだ」

「そうさせてもらおう。この出会いもきっと女神の采さい配はいなんだろう。ヘンリエッテ、婚こん約やくのことはどうなるにしても、同盟を結ぼう。あなたが大司教になるために全力で協力することを約束する。条件は一つ、大司教になった暁あかつきには魔王軍──灰エルフの撃げき退たいに全力で力を貸して欲しい」

　表向き、カレルは平静を装っていたが、その胸は子供のように高鳴っていた。かつて見たことがないような奇跡を目まの当たりにした衝しよう撃げきが、段々と強くなっていたためだ。

《アレンヘムの聖女》、《魔王の左腕》、そして女神の言葉を聞くことができる巫女ヘンリエッテ。恐おそらく彼女の存在は、来たるべき魔王軍との戦いに必ひつ須すとなるのではないか。そんな確信すら抱いだき始める。

「分かりました。魔物グルエルも灰エルフも五芒国共通の敵。そのときは力を貸すことをお約束します」

　こうして両者の協力関係は成立した。よほど今までの状じよう況きようが逼ひつ迫ぱくしていたのだろう、ノルベルトもヘンリエッテも安心したように表情が緩ゆるんでいる。

「そこで何をしているのだ!?」

　聞いたことのない声が辺りに轟とどろいた。

　と同時に初老でやや太り気味の男が、武装した兵士たちを率いて森の中から現れ、カレルたちを包囲し始める。

（まさか、敵!?　ノルベルトの差し金か!?）

　カレルは咄嗟にそう考えたが、見れば彼らの出現にノルベルトとヘンリエッテも驚きよう愕がくしていたし、そもそも彼らがこういった策を用意できる性格とは思えない。大体、ホルサに命じて事前に伏ふく兵へいの有無を調べてもいたのだ。

（つまり、誰だれかが後からやってきて取り囲んだというわけか）

　恐らく、ヘンリエッテを迎むかえに行ったノルベルトが尾び行こうされたのではないか。事実、ノルベルトの様子を見る限り、相手は知った人物のようだった。

「ノルベルト、あれは誰だ？」

　小声で訊ねる。

「このムステール司教区を治めるフルソン司教です」

（なるほど、例の野心家司教か）

　瞬しゆん時じに状況を把は握あくする。フルソン司教は中立派で、たまたまヘンリエッテを庇ひ護ご下に置いてしまったがために野心に駆かられたという。ノルベルトがヘンリエッテを連れ出したと知り、慌あわてて手勢を率いてやってきたというところだろう。

「申し訳ありません公こう爵しやく閣下。まさかこのような事態に陥おちいるとは……」

「いや、気にするな」

　これはむしろノルベルトを信しん頼らいする材料になる。思えば、彼は一度たりとも噓うそ偽いつわりを口にすることがなかった。

　フルソン司教は、部下たちの包囲が完かん了りようしたところで歩み出た。

「ノルベルトどの、一体どういうおつもりか？　大事なヘンリエッテをこのような場所で得体の知れぬ連中と引き合わせるなど。大司教派にヘンリエッテの居場所が漏もれれば大変なことになると理解しておいでか？」

「得体の知れぬ者ではありません」ノルベルトが即そく座ざに応じる。「この方はアレンヘム公爵閣下。たった今、ヘンリエッテを大司教にすべく同盟を結んだのです」

（なぜそれを教える!?）

　カレルは驚きを隠せなかった。

　こちらに刃やいばを向けているような敵に、そんな重要な情報を教える意味はまったくない。噓偽りを口にしない──というのもそれはそれで問題があると思い知らされる。

「なんだと、馬ば鹿かな!?　貴様がどこかに手紙を送っていることは知っていたがまさかそのような愚ぐ行こうに及およぶとは！　我が司教領の問題に他国の権力者を介かい入にゆうさせるつもりか！」

「やむを得ぬ判断だろう」

　ノルベルトがこれ以上余計なことを言う前に、カレルは語を継ついだ。

「メルヒオール大司教や欲よくに駆られた何者かにヘンリエッテを預けるわけにはいかない。彼女の意志を尊重し、国内の誰であろうと対等に接するためには、国外の後ろ盾だてが必要だ。それを俺が務めるというだけの話だ」

　素す性じようを知られた以上、今いま更さら黙だまっていても仕方がない。フルソン司教の為人ひととなりを見極めるためにも、正直な事情を話す。

「馬鹿げている！　ヘンリエッテは確かに後ろ盾が必要だ、だがそれは司教の一人であるこの私で充じゆう分ぶんだ！　他国者になにができる！」

「では聞くが。あなたにはメルヒオール大司教が持つ武力に対たい抗こうできる力があるとでも？」

「それは……大義は我らにあるのだ。たとえ誰が敵に回ろうと、女神オルタナは決して我々を見捨てはすまい！」

（なるほど、欲があるのはいい。だが……大局が見えていない）

　大義だけで事が解決するというのなら、メルヒオール大司教などとうの昔に職を解任されていたはずだし、マルテン前大司教の暗殺命令など実行されることはなかっただろう。フルソン司教を見限り、国の外に支し援えんを求めたノルベルトの判断は正しい。

「語るに落ちたな。早々に思考を停止して大義とやらに命運を委ゆだねるなど指導者失格だ。少なくともおまえが次の大司教に相応ふさわしくないことは間違いない」

「き、貴様！　ええい、もうよい、ヘンリエッテを取り戻せ！　そのような可か憐れんなつぼみは司教たるこの私が愛めでてこそ価値があるのだ！」

　かなり尋じん常じようではない台詞せりふを口にしながら、フルソン司教が命令を下す。

　こんな男でも司教という肩かた書がきのせいか、信徒にはそれなりに忠誠心があるのだろう。周囲の信徒たちは武器の切っ先をカレルたちに向けた。

　さすがに武器を突つきつけられたことはないのだろう。ヘンリエッテが小さく悲鳴を上げ、体を震ふるわせる。

「公爵閣下」ノルベルトが言った。「敵は二〇人、こちらは数人。残念ですがここは降こう伏ふくいたしましょう。私はともかく、フルソン司教も公爵閣下を傷つけることはないはず」

　彼ひ我がの人数差を考えれば真っ当な提案と言えた。

「そんなことをすれば命は助かっても進しん退たい窮きわまるだけだ。コルネリウス、突とつ破ぱするぞ。先せん陣じんを切ってくれ」

「分かった」

　コルネリウスは事も無げに言ってのける。

「本気ですか!?」

　ノルベルトの反応はいっそ新しん鮮せんだった。コルネリウスの強さを知らなければ当然と言える。

「本気も本気だ、難しいことじゃない。いいか、コルネリウスが道を作ってくれる。ノルベルト、おまえはヘンリエッテを抱かかえて続け。左は俺が守る、いいな？」

「……分かりました、歴代最強の名を信じましょう。ですが、ホルサどのは？」

「ご心配なく。僕はどうとでも逃にげるから」

　ホルサは事も無げに言った。カレルもその言をまったく疑っていない。いつの間にか戦場から消え、そしてひょっこりと現れるのがフェルトフォルクなのだ。

「コルネリウス、今はまだできる限り殺すな。異国の人間が司教やその部下を殺したとなれば面めん倒どうには違いない」

「ちっ。嫌な命令だ」

　次の瞬間、コルネリウスは動いた。

　コルネリウスの強さの根源は、その人間離ばなれした速度にある。

　その武器は細剣。見た目こそ美しいが、わずかでも実戦経験がある者なら誰もが思うだろう。そんな武器では戦場を生き残れないと。

　確かに刃が付いている以上、人を殺すことはできるかもしれない。だが戦場は貴族の決けつ闘とうではないのだ、自身の武器が骨や金属の鎧よろい、あるいは地面にぶつかることも珍めずらしくない。広刃の直剣でさえ簡単に刃こぼれすることがあるというのに、細剣で激戦を生き延びられるわけがないと。

　切り込み隊長が持つ武器だけあって、コルネリウスの持つそれはドワーフの手による高品質のものであることは確かだ。それでも、作ったドワーフでさえ言うだろう、殺せるのはせいぜい五人まで──と。だが歴代最強が扱あつかったとき、その細い剣は無限の凶きよう器きへと姿を変える。

　コルネリウスが敵兵──恐らくは修道騎き士し──の一人目め掛がけて地を駆ける。

「な、なに!?」

　その時点で勝負は付いていた。地を駆けるコルネリウスの速度は疾しつ風ぷうそのもので、まず相手から対応する時間を奪うばう。武器を手に迎げい撃げき態勢を整えたときには、すでにコルネリウスが突き出した細剣が利きき腕うでを深く斬きり裂さいていた。

「ぎゃあああ！」

　派手な血しぶきと悲鳴が上がり、フルソン司教たちは明らかに怯ひるんだ。

「今だ、突破する！」

　そこへカレルたちは殺さつ到とうした。ノルベルトも戸と惑まどいつつも出で遅おくれることはなく、コルネリウスに続こうとする。

　もちろんそれを傍ぼう観かんする敵ではない。だが彼らが包ほう囲い網もうを作り直すより、コルネリウスが穴を広げる方がはるかに早かった。カレルがわずかに剣を振ふるうことこそあったが、それ以上戦うこともなく包囲の突破に成功する。しかもコルネリウスが先陣を切った上に殿しんがりを務めるという戦いぶりで、フルソン司教たちは後方から追つい撃げきすることすらできず、複数の重傷者を出して傍観することしかできなかった。
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「まさかあの状況からこうもたやすく生せい還かんできるとは……」

　追撃がないことを確認してからノルベルトは言った。ヘンリエッテを抱えたままだったにもかかわらず、息を切らしていないという点は評価すべきだった。

「さすがはコルネリウスどの、聞きしに勝まさる鬼き神しんのごとき剣の腕です」

「ふん、おまえの国がダレてるだけじゃねえのか？　ゴブリン一〇匹ぴき相手にする方がよほど面倒だ」

「面めん目ぼくない」

　ノルベルトは一言も言い返せないようだった。

「…………」

　このときヘンリエッテは何も言わずにコルネリウスを見つめていた。

　人が血を流すところなど見たことはなかったのだろう。しかもその血を流したのは、一応婚こん約やく者となっている男なのだ。その胸中は複雑だろうが、今は気き遣づかってやれる余よ裕ゆうもない。

「それでカレル、これからどうするの？」

　一体いつの間に合流したのかも分からないホルサが訊たずねる。

「決まってる、姿をくらますぞ。この地にいたんじゃ今度こそ圧あつ倒とう的な敵に包囲されて逃げ場を失う」

「逃げるのは賛成です」とノルベルト。「もはやフルソン司教は信じるに値しません。まさか武力を用いるとは……」

「この分だとあの男は大司教派か反大司教派のどちらかにヘンリエッテの情報を売り飛ばすだろう。その前に逃げるに限る」

「仮にも司教の地位にあるお方なのですが……。聖典に〝人は誘ゆう惑わくされることで試練を受ける〟とあります。フルソン司教は誘惑の試練に勝てなかったということでしょう」

「そうなんだろうな。人間はいつだって時間が経たてば変わるもんだ」

　カレルには苦い思い出がある。アレンヘム公国で起こった、三武ぶ伯はくと呼ばれる重じゆう鎮ちんたちの反乱だ。他国に扇せん動どうされたとはいえ、誰かに裏切られるというのは今思い出しても嫌いやなものだ。だがその経験はカレルに多くの教訓を与あたえた。人は変わる。いい意味でも悪い意味でも。

「姿をくらますとしても、行き先はどこに？　僕たちの目的はどうするんだい？」

　ホルサが訊ねる。まるで師し匠しようとして弟で子しを試すかのように。

「俺たちの目的は一つ、ヘンリエッテを大司教の地位に就つけることだ。だが十一歳の少女を大司教にしたいと言ったところで国がうまく治まるとは限らない」

「そうでしょうか？」とノルベルト。「ヘンリエッテが女神の巫み女こであることが明らかになれば、従わない信徒はいないと思いますが」

「普ふ通つうの信徒ならそうだろう。だがな、賭かけてもいい。大司教派がいるところで軽々しく女神の力を示せば、権力の座を失うと確信した連中がなにをしでかすか分からん。最悪、武力ですべてを闇やみに葬ほうむろうとするだろう」

　反論する者はいなかった。

「ではこういうのはどうでしょう？」と言い出したのはヘンリエッテである。「中立派と反大司教派の司教を順番に訪問して、巫女としての力を見せるんです。そうすれば大司教派に知られることなく、一人ずつ味方になってくれるのではないでしょうか」

　子供らしいと言えなくもない発想だった。女神の力を見せつけるような使い方に躊ちゆう躇ちよしないことは意外でもあったが。

「二つ問題がある。確かにあの奇き跡せきを見せつけられれば、誰だれだって味方になってくれそうなものだ。だが、俺としては奇跡を見せずともヘンリエッテの味方になってくれる人物を見み出いだしたい。そんな人物じゃないとこの国の政治──ヘンリエッテの後見を託たくせない」

「後見人は公こう爵しやく閣下ではないのですか？」とノルベルト。

「後見人と後ろ盾は違う。俺はあくまで後ろ盾として間接的にしか力になれないんだ。フルソン司教は一つだけ正しいことを言った。信徒でもない俺が次期大司教の後見人になれば少なくない反発が生じるだろう。もう一人、国内の有力者を後見人にする必要がある。でなければ国は治まらない」

「確かに誰かの補ほ佐さがない限り、子供のわたしに充分な政治ができるとは思えません」

　ヘンリエッテは率直にそのことを認めた。

「ですが、他の有力者というのは……？」

「反大司教派か中立派の司教から適任者を探すしかない。その司教に対しては俺が睨にらみを利かせる」

「なるほど。それならわたしは傀かい儡らいの大司教とならずに済みそうですね」

「そうだ。力ずくと謀ぼう略りやくで解決する方法ならいくらでもあるが、それは国の中に断だん裂れつを生むし、時間もない。短時間でこの国の治安を回復させるにはこれが一番だろう。だから俺は今からドミニクス司教とやらに会いに行こうと思う。反大司教派の筆頭ということは、メルヒオール大司教に次ぐ二番目の実力者ということになるからな」

　カレルはノルベルトを見やった。

「ノルベルト、案内を頼たのむ。修道騎士の仲ちゆう介かい人がいた方が話は早い」

「分かりました、お安いご用です」

「でも大きな問題があるよ」とホルサ。「メルヒオール大司教からすれば、反はん抗こう勢力のドミニクス司教がヘンリエッテの身み柄がらを押さえることをもっとも警けい戒かいしてるはずだよ。フルソン司教も情報を流すだろうし、ドミニクス司教のもとへ向かう道は警戒も厳きびしいんじゃないかな？　これだけの人数で突破できる？」

「そうか、言われてみると……」

　師の指し摘てきは適切だった。

　ノルベルトやホルサという道案内もいるが、彼らも獣けもの道みちまで把は握あくしているわけではないだろう。

　そして街道は間ま違ちがいなく見張られている。メルヒオール大司教は卓たく越えつした指導者ではないようだが、自らの権力を守るためならいくらでも勤勉になれるだろう。関所を作って十歳ぐらいの少女を片っ端ぱしから調べろと命じるだけで事は済むのだ。コルネリウスがいたとしても、この人数で関所を突破するのは簡単ではない。

（そうだ。逆に言えば、ヘンリエッテを連れていなければ突破できる可能性はあるということだ）

　この地でアレンヘム公爵の顔を知る者はほぼいない。普通の旅装で来たので、外見的な特とく徴ちようもない。二十歳前後の男を片っ端から調べろとはさすがに命令できるものではない。ただでさえ、会ったこともない人物の手配書を各地に配布するにはかなりの時間がかかる。カレルも足あし腰こしにだけは自信があった。今すぐ動けば、手配される前に移動できるだろう。

（最悪、俺は捕つかまってもいいんだ。他国の公爵を殺すほどメルヒオール大司教も馬ば鹿かじゃないはずだ、せいぜい国外追放されるだけだろう。重要なことはヘンリエッテの身柄を俺たちが確保しておくことだ）

　考えはすぐまとまり、カレルは次にホルサを見やった。

「師匠は一度王国に戻もどってくれないか？　国境に《狂嗤の団》の精せい鋭えい二〇〇人が待機しているはずだ。一筆書くから彼らを聖都アーレムに忍しのび込ませておいて欲しい。恐おそらく最終的には武力が必要になる」

「えー、ガチガチの傭よう兵へい二〇〇人をこっそり入国させるの？　無茶を言うなあ」

「なんとか頼む。くれぐれもバレないようにな」

　言ってみれば他国の軍隊をこっそり移動させるようなものである。露ろ見けんすれば外交問題になることは必ひつ至しだった。

「それならば巡じゆん礼れいを装ってはどうでしょう」そう提案したのはノルベルトだった。「信徒たちは時期を問わず年に一度、聖都へ巡礼することが推すい奨しようされています。その中に紛まぎれ込めれば、聖都へ移動することは難しくないかと」

「分かった、やってみるよ。ところで、なんで聖都に連れて行くんだい？　反大司教派のところに合流させた方がいいと思うけど。ほら、戦力の集中ってヤツだよ」

「内戦を起こすならそれでいいが、できればそうなる前に片を付けたい。となると大司教のお膝ひざ元もとに武力を集結させておいた方がいい。コルネリウス、おまえも同様の行動を取ってくれ。ヘンリエッテを連れて聖都アーレムへ向かって欲しいんだ」

　その大だい胆たんな提案は、当然ながら周囲の者を驚おどろかせた。

「な、なぜです？」真っ先に問いただしたのはやはりノルベルトである。「聖都アーレムは言ってみればメルヒオール大司教の支配地域。そこへヘンリエッテが向かうなど危険過ぎます」

「そう、だからこそ意表を突つけるんだ。今後、俺が反大司教派と接せつ触しよくすれば間違いなく聖都の警備は厚くなる。ヘンリエッテが僻へき地ちを逃にげ回っていると思われている今こそ、逆に聖都へ向かう好機なんだ」

「断る。なんで俺がガキのお守もりなんざ」

　当然のようにコルネリウスはいい顔をしなかった。

「頼む、他に手はない。納得できないなら《狂嗤の団》団長としての命令だとでも思ってくれ。報ほう酬しゆうはいくらでも別に出す。ヘンリエッテの力は五芒国に必要なんだ」

「ちっ。虫のいい……」

　これまでコルネリウスはどんな戦場も文句一つ言わず先せん陣じんを切って突っ込んでいった。それは今回も同じで、結局舌打ちをしただけだった。

「ヘンリエッテ、キミもそれでいいな？」

　これまでの経験から言えば、ヘンリエッテが拒きよ否ひするとは思えなかった。

　実際、今回もそうだった。

「公爵さま。それが、わたしが誰に利用されることもなく大司教になれる一番の方法だとお考えなのですね？」

「その通りだ。メルヒオール大司教の監かん視しの目をくぐるのは簡単じゃないが、コルネリウスは俺の知っている限り最高の護衛だ。必ずうまくいく」

「分かりました、そういうことでしたら異存はありません」

　ヘンリエッテは、あっさりとそう答えた。

　少し意外だった。てっきりまた女神に問い合わせて返答すると思ったが、明らかに彼女は今自分で考えて答えを出したのだ。

　だがノルベルトだけはまだ反対の姿勢を崩くずさなかった。

「公爵閣下、私はまだ納得していません。確かに意表は突けるでしょうが、たった二人で聖都へ向かわせ、その途と上じようでなにかあればどうするのです？　せめて私も同行を……！」

「あんたがその巨きよ体たいで付いて行ったらたちまち護衛と怪あやしまれる。それにドミニクス司教に会いに行くため、俺にも道案内が必要なんだ」

「ですが……。ここでヘンリエッテと離はなれろというのは……」

　ヘンリエッテを連れてここまで逃げてきたのはノルベルトだ。離れるのは抵てい抗こうがあるだろう。

　だがカレルとしては、二人を引き離す好機というべきだった。ノルベルトの為人ひととなりは信しん頼らいに値するかもしれない。ただ、たとえば彼はなぜヘンリエッテにこれほど肩かた入いれするのか見み抜ぬくためにも、二人を一時的に離すことが悪い判断とは思えなかった。

「腹をくくれ、この方法が一番安全だ。コルネリウスは五芒国最強の戦士だ、他に誰か付ける方がよほど足手まといになる」

　黙だまらせるように言ってから、ノルベルトにしか聞こえないよう小さな声で付け足す。

「そもそも、ヘンリエッテの婚こん約やく者としてコルネリウスを選んだのはあんただろう。どんな思おも惑わくがあったにせよだ」

「……分かりました。その結果を受け入れるべきと仰るのですね」

　不満はあっても受け入れるしかないと判断したのか、ノルベルトはそれ以上反対することはなかった。








間章　灰グライズエルフの暗あん躍やく






　この頃ころヴィエレヒビツスドム・ト司教領ヴイエレヒトに二人の灰エルフが侵しん入にゆうしていたことは、誰だれにも知られていない。ギルセリオンとその仍じよう孫そん、ディニエルである。二人は肌はだを隠かくすために頭ず巾きんで顔を覆おおい、はるばるこの地までやってきていた。当然ながら危険な行動ではあったが、ギルセリオンは躊ちゆう躇ちよしなかった。

　自分の目で人間の国を実際に見て回りたかったからだ。これから戦う敵を知らずして勝利はない。人間たちがどのような家に住んでいるかぐらいは知っているが、そこで実際にどう暮らしを営み、なにを好んでどう日々を送っているのか。それだけの情報が得られるなら、危険を冒おかす価値はいくらでもあった。付け加えるなら、ついでに人間同士の争いを誘ゆう発はつできたなら一石二鳥にも三鳥にもなる。

「ここがアミマール平原か」

　この日ギルセリオンが訪れたのは、アミマール平原というヴィエレヒト司教領の穀倉地帯だった。

「ディニエル、ここが例の大司教派と反大司教派の境界線なのだな？」

「はい、間ま違ちがいありません」

　彼女は危険な人間の国の酒場に侵入して情報を収集するという難事を見事にやり遂とげたのだ。もっとも、彼女にならできるだろうという目もく論ろ見みはギルセリオンにもあった。ディニエルのような美人が酒場にやってくれば口の軽くならない人間などいないと考えたのだ。

「それでギルセリオンさま、この地でなにをするおつもりなのですか？」

「なに、簡単なことだ。私は我が部族以外の勢力がすべて弱体化すればいいと思っている」

「存じております。素晴らしいことです」

「だから後押ししてやろうと思ってな。二つの勢力がにらみ合い、火花を散らしている、ならば燃え上がる手伝いをしてやろう。ディニエル、どうすればいい？」

「わたし如ごとき若じやく輩はい者には子供のような浅あさ知ぢ恵えしか思いつきませんが……。片方の兵を殺し、それをもう一方の勢力のせいにすればいいのではないでしょうか？」

「充じゆう分ぶんな回答だ。なに、我らでさえ部族が異なれば簡単に争いは起こるのだ。実際に殺し合いが起これば均きん衡こうなど簡単に崩くずれるだろうよ」

　ギルセリオンの顔に、不敵な笑みが浮うかんだ。








第四章　内戦の始まり
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　カレルとノルベルトは、期せずして二人旅という形になっていた。

　見知らぬ男と二人旅というのはカレルの本意ではなかったが、ヘンリエッテを保護した人物であるノルベルトの為人ひととなりを知ることができるという点では好機でもあった。

（ノルベルトは恐らく実直な信頼できる人物だ。ただ分からないこともある。彼がどうしてヘンリエッテを守ろうとしているかだ）

　女神の預言者であることが判明した今、熱心なオルタナ教の信徒であるノルベルトがヘンリエッテに肩かた入いれする理由は分かる。だが、話を聞いているとノルベルトがヘンリエッテを保護したのはもっと前からだ。

　ヘンリエッテは尊敬を集めていた前大司教の娘むすめである。しかしそれだけの理由で命を懸かけてまで守ると決意できるものなのか。

　幸い旅というものは、人間の本質に触ふれやすい。思いがけない出来事に遭そう遇ぐうしたときや、一日旅をして疲つかれ切っているとき。そういった状況で、人の本質は出やすい。怒おこりっぽくなる者、愚ぐ痴ちが多くなる者、様々だ。

　だがノルベルトという男はおよそ、初めて会ったときの印象が変わらない人物だった。

　たとえば一日の旅路を終え、宿に着いたときのことだ。巡じゆん礼れいという因習があるためか、街道の要所にある宿場町は老ろう若にやく男なん女によを問わずかなり賑にぎわっていた。そして一日野山を歩いて疲れているはずだというのに、ノルベルトという男は無愛想な顔のまま、困っている人がいれば必ず声をかけ、重そうな荷物を持っている老女を見れば「公こう爵しやく閣下、しばしお待ちを」と一言断った上で、代わりに荷物を運んだりしたほどだ。もしこれが人を騙だますための芝しば居いだとすれば、あまりに自然なのでむしろ役者にでもなった方がいいのでは、と思えるほどだった。

（善良な男だということは知っている。だがそれはそれで疑問が残る）

　ノルベルトは善良であるがゆえに、父を亡くしたばかりのヘンリエッテを命を懸けて保護しようとした。それは別にいい。気になるのは、ヘンリエッテを守るだけなら大司教にしたりコルネリウスと婚約させたりせずとも、もっと簡単な手があるということだ。

（根が善良ならばもう正面から問いただしてみるか）

　本人から答えが聞けるのなら、それに越こしたことはない。旅の途と中ちゆう、カレルは意を決して訊たずねた。

「ノルベルト、一つ聞きたい」

「は、なんでしょう？」

「おまえはヘンリエッテが女神の預言者であると分かる前から、彼女に尽つくそうとしてきた。ヘンリエッテは前大司教の娘とはいえ、おまえにとって他人には違ちがいない。一体なぜ彼女を大司教にしたいなどと考えたのだ？」

　突然の問いかけにノルベルトは戸と惑まどっていた。構うことなく続ける。

「ヘンリエッテを守りたいだけなら、一少女として名前を変え、どこかの田舎いなかで新しい生活を送らせればいい。彼女を大司教、それも傀かい儡らいではない指導者にしたいと考えているからこそ苦労しているわけだ。ヘンリエッテを大司教にしたがる理由は一体どこにあるんだ？」

　似たような事例がないわけではない。たとえば摂せつ政しようヴェッセルは、妹マリアンが女王として五フアイフ芒ステル・国ランデンを導く手助けをするために、摂政として身を粉こにしているらしい。だがノルベルトとヘンリエッテが実は兄妹きようだいだった──なんてことはさすがにあり得ない。いくらなんでも似てなさ過ぎる。一〇歳近くも年の差がある兄妹というのも不自然だ。大体、ヘンリエッテの父は前大司教として国中から尊敬されていたという。そんな人物に隠かくし子などそうそういないだろう。

　ところが、カレルの予想はあえなく打ち砕くだかれることとなる。

「分かりました、ヘンリエッテもあなたには秘密を打ち明けました。聖典には〝人を恐おそれると罠わなにかかる〟とあります、私もお伝えしましょう。ただし、どうか他言無用に願います。私も墓場まで持っていくつもりでしたので」

「分かった、幸いここには俺しかいない。公爵の名にかけて秘密にすることを誓ちかおう」

「では申し上げます。実は……私はヘンリエッテの腹違いの兄であるらしいのです」

「な、なに？」

　ノルベルトは語った。育ての父から教わったという秘密を。自分はマルテン前大司教の隠し子であり、それが露ろ見けんすればマルテン前大司教の名めい誉よにかかわる。それゆえに黙っていたこと。

「お分かり頂けるでしょうか。つまりメルヒオール大司教は私にとっても父の仇かたきなのです」

「に、にわかには信じ難がたいな。こう言ってはなんだが、兄妹にしては似てなさ過ぎる。年ねん齢れいだって離はなれ過ぎているのではないか？」

「私もそう思います。ですが腹違いの兄妹なのです、そういうこともあるのでしょう」

「そうか」

　あまりにも話が突とつ飛ぴに過ぎた。だが、一応筋は通っている。だからこそカレルは信じる気になった。ノルベルトの実直な人柄を評価していた点も大きい。

「分かった、では一つ意地の悪い質問をさせてくれ。仮に妹が大司教となれば、おまえもその兄としてそれなりの権力を振ふるえるだろう。それについてどう考えている？」

「滅めつ相そうもありません！　そもそも私がヘンリエッテの兄であることを明かすつもりはありませんし、権力など興味もありません！」

　ノルベルトは本気で怒っているようにさえ見えた。

　だが、そう指し摘てきされる理由を理解したのだろう。

「……いえ、お疑いはごもっとも。ならばこうしましょう。私も田舎の修道騎き士しなれど武人の端はしくれ、ヘンリエッテが大司教になった暁あかつきにはこの国を去り、《狂嗤バルダー・の団ブリガーデ》の傭よう兵へいとして命果てるそのときまで灰グライズエルフや魔ま物ものと戦い続けましょう」

「本気か？　そんなことにどんな利点がある？」

「己を滅めつし、他者への奉ほう仕しこそ我ら修道騎士の本分。それに父の仇を討ち、たった一人の妹の希望を叶かなえられるのです、利点と言えば充分でしょう」

「……分かった、信じよう」

　ノルベルトの言動すべてを思い返せば、信じない理由はなかった。

「そういえば公爵閣下、私からも確認したいのですが」

「公爵呼ばわりはしばらくよせと言っただろう、隠おん密みつ行動の意味がない」

「こ、これは失礼いたしました。それで話を戻もどしますが、今後いかがいたしますか？　どうやってドミニクス司教と接せつ触しよくされるおつもりで？」

「正面からいけばいい。ドミニクス司教を中心とする反大司教派は、一番の劣れつ勢せい派は閥ばつだ。他国の公爵が訪たずねてきたとなれば無む下げにできるわけがない」




　カレルの予想はおおよそ当たっていた。

　ドミニクス司教はカレルの訪問を歓かん迎げいすることになる。だがその理由は、カレルの推測とは異なるものだった。

　討ナ・デ伐・フイク暦トーリ一九八年秋の月ヘルフストマーント（九月）六日。カレルがドミニクス司教の元へ辿たどり着くより先に大司教派と反大司教派の武力衝しよう突とつが発生。信徒同士で血を流し合うという最悪の事態が発生していた。
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　実際にカレルたちがドミニクス司教ら反大司教派と出会えたのは秋の月八日のことである。予定より二日遅おくれてのことだった。これは目的地がドミニクス司教の治める司教区ではなく、すでに大司教派と反大司教派が戦せん端たんを開いていたアミマール平原という場所に変へん更こうになったことが大きい。

　アミマール平原はいくつもの農村が存在する、ヴィエレヒト司教領の穀倉地帯の一つである。ドミニクス司教はそんな農村の一つ、ゼリア村を本ほん陣じんとして兵の指揮を取っていると聞き、カレルとノルベルトは慌あわてて駆かけつけたのだった。

「まさか、こんなにも早く内戦が始まるとは……」

　農村の入り口に辿り着いたカレルたちの目の前を、負傷兵を満まん載さいにした馬車が通り過ぎていった。すでに何度もの戦争を経験しているカレルである。だが最強の傭兵を率いてすべての戦いくさで完勝してきたゆえに、あれほどたくさんの負傷兵を見たことはなかった。よほどの激戦が行われているのだろう。

「信じられません、信徒同士があれほどまでに傷つけ合うとは……」

　ノルベルトは震ふるえていた。怒いかりゆえだろう。

「まったくだ、こうなる事態だけは避さけようと努力してきたんだがなあ」

　先ほど運ばれた負傷兵は重傷者ばかりだった。恐らく多くがそのまま死ぬだろう。あれだけの働き盛りの男たちが生きていれば、農民としても兵士としても多くの貢こう献けんができただろう。

　カレルは腹立たしい思いで一いつ杯ぱいだった。どういう事情があったかは知らないが、この時期に戦端を開いた者をいっそ殺してやりたいと思ったほどだ。

「止まれ、何者だ!?」

　修道騎士の一人に誰何すいかされる。

　素す性じようの分からない者が本陣に立ち入ろうとしていたのだ、当然警けい戒かいされるだろう。

「俺の名はアレンヘム公爵カレル。ドミニクス司教に面会したい」

「な、なに……？」

　だが戦地で殺気立っている騎士であっても、さすがにアレンヘム公爵を名乗る人物がやってきたとなれば問答無用で刺さし殺すこともできなかった。すぐにカレルたちは本陣の中へ案内され、身元を確認されることになる。

「おお、本当にアレンヘム公爵閣下ではありませんか。セシリアさまとの結けつ婚こん式で私が祝福を与あたえた方です、見間違えることはありません」

　そこに顔見知りがいたのは偶ぐう然ぜんだった。カレルとセシリアの結婚式は、ヴィエレヒト司教領から派は遣けんされた司祭によって執とり行われた。そのときの司祭が、たまたまこの地にいたのだ。

　そして司祭との再会は、カレルにとってもドミニクス司教に会う前に情報が得られる好機だった。

「あのときは世話になったな。それより聞きたい。この国は内乱寸前だと聞いていたが、まだ戦端は開かれていなかったはず。だが到とう着ちやくしてみればすでに争いのまっただ中だ。一体なにがあったんだ？」

「我々とて本意の争いではありませんでした。そもそもこの地は大司教派と反大司教派の領地が隣となり合っていることもあり、以前から睨にらみ合いが続いていたのです」

　司祭の話は次のようなものだった。

　いつ発生するかもしれない武力衝突に備えるため、両軍はこの地で兵を徴ちよう募ぼし、兵ひよう糧ろうを集めていた。折しも収しゆう穫かくの時期ということもあり、両軍の兵士はこの平原に存在する農村に兵を派遣し、税の徴ちよう収しゆうを急いだという。

　その結果、ラクテールという名の村で両軍の兵士が鉢はち合あわせすることとなった。そこでどんな罵ば倒とうの応おう酬しゆうが行われたかは想像に難くなく、罵倒は暴力に変化し、暴力は流血を呼んだ。劣れつ勢せいになった側が慌てて援えん軍ぐんを呼び、それに対たい抗こうすべくさらに多くの援軍が呼ばれた。

　こうなれば両軍互たがいに退ひくに退けない。下手へたに劣勢に陥おちいり退けば、追つい撃げきによって一方的な損害を被こうむることになる。逆にここで勝利を得ることができれば、自陣営は沸わき立ち敵は士気を失う。たった二日の間に夜通しで近きん隣りんの兵力が集められ、そして衝突したのが昨日だという話だった。

　話を聞き終えたノルベルトは、衝しよう撃げきを隠かくさなかった。

「そ、そのような些さ細さいなことで信徒同士の殺し合いが起こるとは……」

　だがカレルはまた別の感想を抱いだいた。

（あり得る話だ。争いなんて些細なきっかけで起こるものだからな）

　なにせ、過去に「戦功を立てる機会を与えられなかった」だの「懇こん意いにしていた女を取られた」という理由で内乱を吹ふっかけられたこともある。

「しかし分からん。この国の人々はオルタナ教という宗教で一つになっていたのではないのか？　さきほど多くの負傷兵を見たが、そうも簡単に殺し合いが起こるものなのか？」

「公爵閣下がそう思われるのは当然でしょう。しかし、修道騎士は各地の司教に生涯仕つかえる習わし。あなた方のいう領主と私兵という関係とあまり変わりません」

「なるほど、よく分かった」

　同じ国の騎士であっても、仕える領主が違えば敵兵同然ということなのだろう。それは五芒国のどこでも見られる光景だ。実際、アレンヘム公国においても、本来公こう爵しやくに仕えるはずの伯はく爵しやくが反乱を起こしたことがあったが、伯爵に仕える兵士たちも唯い々い諾だく々だくとそれに従いカレルと戦おうとしたぐらいなのだ。ノルベルトのような信心深い修道騎士の方が例外なのだろう。

　と、そのとき一人の兵士がやってきて司祭の耳元でなにか囁ささやいた。

「ドミニクス司教がお会いになるそうです。ただし公爵閣下お一人で、とのことですが……よろしいですか？」

　こちらは突とつ然ぜん押しかけた身である。相手が警戒するのは当然だった。念のためノルベルトの方を見ると、すぐに「どうぞお気き遣づかいなく」と答えられる。

「分かった、案内を頼たのむ」




　面会場所は農村の中にある一いつ軒けんの家の中だった。司教が滞在するには粗そ末まつな家ではあったが、ここが戦地であることを考えれば、天幕の中よりよほど快適だろう。

　中にはテーブルを挟はさむ形で椅い子すが向かい合わせに置かれており、向こう側に司教らしき衣装に身を包んだ老人の男がいた。

「まさかこのような場所へお越こし頂けるとは思いませんでした、アレンヘム公爵閣下。お噂うわさはかねがね聞き及およんでおります」

　ドミニクス司教は、武力で国主を討とう伐ばつすべしと主張している人物である。そのような人物が惰だ弱じやくであるはずもなく、まるで病やまいが重くなる前のカレルの義父──先代アレンヘム公を思わせるような、背筋の伸のびた頑がん強きようそうな人物だった。ただし戦端が開かれたことが原因かもしれないが、どことなく憔しよう悴すいしているような印象を受ける。

　そして──カレルは心臓が跳はね上がるのを感じた。この老人や、この家の中の光景に見覚えがあったからだ。

（思い出した……。この老人に覚えがある、夢の中で見た！　俺を殺す老人だ！）

　この会談の途と中ちゆう、カレルは突然矢で射い貫ぬかれ死ぬことになるのだ。冷たい矢が体の奥まで強ごう引いんに潜もぐり込んでいくあの感かん触しよくを思い出し、思わず身み震ぶるいする。

（ということは……俺を殺したのはメルヒオール大司教じゃない!?　反大司教派筆頭の司教が俺を殺したのか、なぜだ!?）

「どうかなされましたか、閣下？」

「あ、ああ、いや。とにかく突然の訪問であったことは謝罪しよう」

　怪あやしまれるわけにはいかない。とにかく言葉を絞しぼり出す。それは自然と夢の中を再現する会話でもあった。

「こんな状じよう況きようの訪問だ、あるいは歓迎されていないかもしれない。それでも提案したいことがあってここへ来たんだ」

「うかがいましょう。どのような？」

「……まずは直ちに兵を退き、戦いをやめてもらいたい」

「なるほど、私とて同じ信徒同士で血を流すのは本意ではありません。ですが我々が置かれている状況はご存じのはず、ただ兵を退くだけでは……」

「分かっている」

　忘れかけていた夢の内容が次々思い出されてくる。

（次だ。次に俺が、ヘンリエッテを大司教にしたいと言い出したら……死ねと言われたんだ）

　カレルは短い時間で必死に考えた。

（なぜだ？　彼は反大司教派筆頭と言われたドミニクス司教だ。ヘンリエッテを次の大司教にすることがなぜ他国の公爵を殺すほどのことになる？）

　ドミニクス司教自身が次の大司教になりたいから──という理由は考えられる。だが、他国の公爵を殺したことが公おおやけになれば、次の大司教になるどころではない。メルヒオール大司教は反大司教派を壊かい滅めつさせる名分が立つし、他の国との戦争にもなりかねない。

　と、そこでもう一つ夢の中の会話を思い出した。

（そうだ、この老人は俺が死ぬ寸前にこう言った。他の反大司教派が殺したことにしてここを去るぞ……と）

　反大司教派の司教は三人いるという。だがここにいるのはドミニクス司教ただ一人。つまりどこかに反大司教派の司教二人がいるのだ。彼はアレンヘム公暗殺という大罪を、その二人になすりつけて逃とう亡ぼうしようとしていたわけだ。

　そんなことをする理由は──一つしか思い浮うかばなかった。

「どうしましたか？　アレンヘム公？　なにか提案をお持ちなのでしょう？」

　長いこと黙だまり込んでいたのだ、ドミニクス司教がそう訊たずねるのは当然だった。

「ああ、すまない。それから、次の大司教を俺の推すい薦せんする人物にしてもらいたい。そうすればあなた方を含ふくめ、この国の窮きゆう状じようを救えるはずだ」

　あえてカレルは夢の通りに事を進めた。

「それはもしや……マルテン前大司教の遺児、ヘンリエッテではありませんか？」

「ああ、その通りだ」

「そうだとは思っておりました。であれば……やはりここで死んでいただきましょう」

　次の瞬しゆん間かん、カレルは前方に──ドミニクス司教目め掛がけて跳ちよう躍やくしていた。

　カレルのいた場所に矢が突つき刺さるのと、カレルがドミニクス司教に剣けんの切っ先を突きつけたのはほぼ同時だった。

「ば、馬ば鹿かな!?　なぜ今の矢を避よけられたのだ!?」

「そんなことはどうでもいい。答えてもらおう、おまえ、メルヒオール大司教に買収されたな？　いや、違ちがうか、買収されそうになっている……ぐらいだな」

「な、なぜそれを!?」

「旗色次第で大司教派に寝ね返がえるつもりだったんだろう。だがいきなり遭そう遇ぐう戦せんから血みどろの内戦に発展して寝返る機会を失ったんだ。だからたまたまノコノコやってきた俺を手土産みやげにしようと考えたんだろう？　ヘンリエッテを次の大司教にしようとしている俺は、メルヒオール大司教にとって邪じや魔までしかない。そこで俺を殺し、反大司教派に罪を着せ、自身は大司教派に寝返る。そういう理り屈くつだ。他国の公爵を殺すような反大司教派にはもう付いていけない……とでも言ってな」

「……その通りだ。なぜ分かった？」

「事前に調べたのさ。メルヒオール大司教からおまえに、ずいぶんと贈おくり物があったようだな。違うか？」

　それだけはハッタリである。だがドミニクス司教が自分を殺そうとしていたのが事実である以上、メルヒオール大司教と繫がりがあるであろうことは間違いなく、となれば金品の授受はあってもおかしくはないと踏ふんだのだ。事実、ドミニクス司教は抗こう弁べん一つできないでいる。

「なるほど、その若さで一国の主となったのは伊達ではないということか。それで？　私を一体どうしようと？」

「取引を提案してやる。いいか、メルヒオール大司教はもう終わりだ。すでに俺や王家が目を付けているからだ。二つの国を敵に回して再び大司教になることはあり得ない」

「…………」

「だからこそ、俺に手を貸せ。裏切ろうなどと考えず、今度こそ反大司教派として大司教を討ち取るために尽じん力りよくしろ。それがお互いにとって一番利益が大きい」

「……よかろう。いや、違うな、承知いたしました。公爵閣下と申し上げるべきでしょうな。あなたを討ち取ることに失敗し、こうして剣を突きつけられた以上、もはや他に手はありますまい。反大司教派に名を連ねている残り二名の司教をここに呼びましょう。彼らがいる限り、私は大司教派に寝返ることはできません」

「分かった、取引成立だ」

　残る二人の司教を呼ぶというのは、カレルも考えていたことだった。その二人がこの場にいれば、裏切ることも自分を殺すことももうできない。

　その提案をドミニクス司教の側から言い出したのだ。ある程度信じるべきだった。




　　　　◆




　間もなく、二人の司教が急きゆう遽きよ呼び集められた。

「ご紹しよう介かいしましょう、こちらが志こころざしを共にしているケフィン司教、マウリッツ司教です」

　二人が頭を下げる。ケフィン司教はやや若く三〇代ぐらい、マウリッツ司教はその逆でドミニクス司教より年上、老ろう齢れいといっていい年ねん齢れいだった。いずれも反大司教派ということもあってか、目線の鋭するどい司教たちだった。密かな裏切り行こう為いがあったなどとは露つゆとも思っていないようで、ドミニクス司教のことを信しん頼らいしている様子もうかがえる。

「それで公爵閣下。此こ度たびは一体どのような用向きで、しかもこの時節に我々のもとへお越しになられたのです？」

　ケフィン司教が口を開いた。三人の司教の中で一番若い分、血気盛んなのか警けい戒かい心を隠そうともしない。

「この国の行く末について論じたかったんだ。あなた方は反大司教派として、武力を用いてメルヒオール大司教を権力の座から遠ざけようとしているそうだな？」

「はい。現在のメルヒオール大司教は立場を忘れ、酒食にふけり、信徒たちに多大な負担を押しつけております。この状況は変えなければなりません、それはご理解いただけるかと」

「ああ、もちろんだ。だがなぜ武力という手段を用いた？」

「次の〝選定の儀ぎ〟は一年先です、とても待っていられる状況ではないからです」ドミニクス司教が答えた。「ただでさえ今は灰エルフの侵しん攻こうにより、五芒国全土が混乱しております。まさに公爵閣下は灰エルフを撃げき退たいすべく組織された連合軍の将であるとも聞いております」

「その通りだ」

「ならばご理解いただけるかと。たとえ武力を用いてでも早期にこの国に安定をもたらさなければ、この国は連合軍に兵を送ることもできませぬ」

　ついさっき反大司教派を裏切ろうとしていたというのに、それをまったく感じさせない口の滑なめらかさである。その面つらの皮の厚さは尊敬すべきか迷うところだった。おまけに、その返答も理に適かなってはいる。

「その辺りの事情は聞いている。その上であなたにお願いしたいことがある。マルテン前大司教のことは知っていると思うが」

「はい。残念なことに先日賊ぞくに殺されたと聞いております。メルヒオール大司教の仕し業わざだと言われていますが」

「ではその前大司教にヘンリエッテという娘むすめがいることは知っているか？」

　カレルとドミニクス司教は、白々しく先ほどと同じ会話を繰り返した。

「存じております、まだ年とし端はもいかぬ少女であるとか。あのような形で父を失うとは、実に痛ましいことです」

「ならば話は早い。実は我々は、そのヘンリエッテを保護している。次期大司教には彼女を推薦したい。そのための協力をあなた方にお願いしたいんだ」

　ケフィン司教の顔がわずかに険しくなる。

「理由を伺うかがっても？」

「ヘンリエッテ本人の意志だからだ。彼女は父の後を継つぐことを希望している」

「確かに大司教の座は年齢も性別も問われるものではありません。以前にも年端のいかぬ少女が大司教になった例もあります。ですがそれだけが理由では……。たとえば公爵閣下が我々をご支し援えんしてくだされば済む話では？」

「いや、それは無理だ。あなた方三人には大司教になって欲しくない」

「なぜです？」

　ドミニクス司教以外の二人が目を細めた。

「国民同士の殺し合いが起こることを覚かく悟ごで、武力を用いて事を成そうとする者と手を組みたいとは思わないからだ」

　ケンカを売るような言葉である。

　だが、血気盛んそうだったケフィン司教でさえ、反論はしなかった。

「仰る通りです、公爵閣下」一番の年長者であるマウリッツ司教が答えた。「我々は大司教になるつもりなどありません。武力を用いてメルヒオール大司教を退位させた後は、誰だれか適切な者に大司教の座を引き継いでもらうつもりでした」

「それはなによりだ。あなた方が自らを律することができるなら、ここへ来た甲か斐いがあったというものだ」

　ドミニクス司教が表情一つ動かさないのが憎にくたらしくもあった。

「公爵閣下がそう仰るのであれば、私もヘンリエッテを支持しましょう。ですが、すでに我が反大司教派は苦境に立たされております。今我々がヘンリエッテを旗はた頭がしらにすると宣言したところで、年端のいかぬ少女を身代わりにしたと非難されるばかりではありませんか」

　年長者らしくマウリッツ司教が慎しん重ちよう論を口にする。

「分かっている。ヘンリエッテを立てるとしても、大司教派を討とう伐ばつした後になるだろう。この内戦については心配しなくていい、俺がケリをつけてやる」

　三人とも意表を突かれた様子だった。

　ただし侮ぶ辱じよくとも感じたのだろう、一番若いケフィン司教は憤いきどおりを隠かくさなかった。

「確かにあなたは傭よう兵へい団の団長として名高く、我々などよりはるかに戦いくさに長じていらっしゃることでしょう」どこか皮肉を込めて言う。「ですが、だからといって内乱を治めるために、他国者の力を借りろと仰るのですか？」

「そうだ、むしろその方がいい。同じ信徒同士で殺し合いを続ければ溝みぞは深まる一方だ。だが俺が介かい入にゆうしたとなれば俺を恨うらむことで多少はマシになるだろう」

「この国のために、自ら犠ぎ牲せいになろうというのか？」

　ケフィン司教が訊ねる。

「そうだ。もちろん俺の悪評を打ち消すための努力はしてもらう。ヘンリエッテやあなた方にもな。一番の悪人はメルヒオール大司教だったと」

「もちろん、その点は異存はない」

　ドミニクス司教が即そく座ざに答える。彼はメルヒオール大司教と繫つながっていたのだ、大司教にはできるだけ悪者になってもらいたいのだろう。

「なら話は決まりだ、今やこの五芒国で俺以上に兵を指揮して人殺しをしてきた将はいない。俺に託たくしてくれ、それが一番犠牲を少なくする方法だ」

　三人は同時に押おし黙った。これまで強きよう硬こうな姿勢を見せてきたケフィン司教でさえ、なにも言えないでいる。

「二人とも、もうよかろう。すべては公爵閣下の指し摘てき通りだ。これより我々は閣下の命令に従うべきであろう」

　ドミニクス司教が賛意を示した。元から味方についていたのだから当然である。

　反大司教派筆頭のドミニクス司教が判断を示したのだ。当然ながら残る二人の司教も反対することはなかった。

「よし、話は決まりだ。時間が惜おしい、今の戦せん況きようを教えてくれ。どれだけの手勢がどこにいるか、包つつみ隠さずだ」

「分かりました、我々も腹を割りましょう。二日前、ラクテール村で起こった遭遇戦がきっかけで大司教派・反大司教派の軍勢が意図せず集められ、大規模な戦いに発展したことはご存じですか？」

「ああ。だが結果は聞いていない。話によると劣れつ勢せいのようだが」

「はい。一昨日と昨日の間に近きん隣りんから軍勢がかき集められた結果、戦場への逐ちく次じ投入という消しよう耗もう戦に発展しかけたのです。これではあまりに無意味過ぎることに気付き、昨晩、夜を待って我々はラクテール村からの撤てつ退たいを指示、ようやく緒しよ戦せんは終しゆう了りようしました」

「やむを得ない判断だな。撤退はうまくいったのか？」

「いきました」

　語を継いだのはケフィン司教である。ただし、怒いかりに打ち震ふるえていた。

「ですがメルヒオール大司教は結果的に我々反大司教派を追おい払はらい、大勝利したと喧けん伝でんしているのです！　おかげで我々の兵にも動どう揺ようする者が出る始末……！」

「なるほどな」

　ケフィン司教が怒おこるのも無理はない。勝てるか分からない無意味な消耗戦ほど馬ば鹿からしい戦いはない、戦略的には撤退するのが正しい。だがメルヒオール大司教は、そんな反大司教派の選せん択たくを自陣じん営えいの勝利の結果と喧伝したのだ。無能なのかあるいはとびきり優ゆう秀しゆうなのか、容易には分かりかねる反応である。

「それで、現在の状況は？　撤退したのはいい、態勢は整えられたのか？」

「はい。今日のうちに負傷兵を後方に送り出し、また集結しつつある兵士たちをアミマール平原に存在する各地の村に集結させているところです」

「各地の村に分散？　そうか、兵を集めることはできても、兵へい站たんを確保する時間がなかったからか？」

「……それもあります。なによりも大司教派の略りやく奪だつを防ぐためです」

　珍めずらしくドミニクス司教は言葉を濁にごした。

（さては村でなにか理り屈くつをつけて食しよく糧りようを徴ちよう発はつしているな）

　急いで兵を集結させたのだ。とても兵糧の確保ができているとは思えない。恐らく大司教派から村を守るといった名目で食糧を供出させているのだろう。

（それにしてもひどい戦いだ。消耗戦から始まって、今は無意味なにらみ合いということか）

　結果的に反大司教派が劣勢に陥おちいっているというのも分からなくはない。戦は勢いが重要なのだ。緒戦に勝利した大司教派がこのまま勢いに乗って勝利を続ける可能性は充じゆう分ぶんにある。

（この状況で俺が兵を指揮すると言い出したところで状況が好転するとも思えない。セシリアがいればよかったんだろうが……）

　ただの他国者ではなく、オルタナの加護を受けた《アレンヘハイルグ・フアムの聖女ン・アレンヘム》が兵を鼓こ舞ぶすれば、また状況は変わったかもしれない。だがカレルにとっての優先順位は、このヴィエレヒト司教領一国よりも病気の愛妻の健康であった。

　ただ、カレルは一つだけ切り札を持っていた。《狂嗤の団》の精せい鋭えい二〇〇人を連れてきているということだ。実戦経験を山のように積んだ精鋭中の精鋭だ、大司教派の軍列を食い破るのは簡単だろう。

　だが問題が二つあった。一つは今どこにいるか分からないということだ。

　二つ目の問題は、こんなところで部下を損そん耗もうしたくないという本ほん音ねである。たとえば《狂嗤の団》で戦線を突とつ破ぱし、その後に修道騎き士したちを続かせる──という戦術は、ただ勝利するだけなら有効だろうが、損害を考えるとやりたくはなかった。

　おまけに手元にあるのは、まだ指揮したこともない、その上最初の敗戦で動揺している実戦経験もほとんどない兵士たちだ。しかも一箇か所に集められているのではなく、兵站の都合上、この草原の各地に分散して待機しているという。

　それでも、カレルの頭は冷静に働いていた。この状況だからこそ取り得る戦略を瞬またたく間に組み上げていく。それができたからこそカレルは《狂嗤の団》の団長という栄えい誉よを未だに享きよう受じゆできているのだ。

「一つ聞きたい。こんな状況だ、恐おそらく兵士たちの中には俺たちを裏切り大司教派に付きたい者もいるはずだ。違ちがうか？」

「そんなことはない」と、ケフィン司教。「長年女神への祈いのりを共にしてきた兵士たちが我々を裏切るわけがない」

「だがそれを言ったら敵だって女神の信徒だ。自分の命が懸かかってるなら、より生き残りやすい方の信徒になるとは思わないか？」

　思わず口を閉ざしたケフィン司教に代わって、ドミニクス司教が口を開く。

「真実を濁しても仕方ありませんな。仰おつしやる通り、前線の兵士たちの士気が下がっているのは事実、逃とう亡ぼう者が出るのも時間の問題でしょう」

「よし、なら策は定まった。逃亡者を出してやろう」

《狂嗤の団》と連れん絡らくを取り、連れん携けいを試みるには時間がかかる。その間にこの劣勢の状況を、逆に利用してやるのだ。








第五章　少女のウソとワガママと
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　カレルやノルベルトたちと別れたコルネリウスとヘンリエッテは、聖都アーレムへの道を急いでいた。予定通り、巡じゆん礼れい者を装っての旅路である。

　コルネリウスはもともと無口な方である。そしてヘンリエッテもまた、昨日今日出会ったかなり年上の男との二人旅なのだ。婚約者という関係にあろうと、二人の間に会話が生じる方がおかしかった。

（本当にクソ面めん倒どうなことを押しつけやがって）

　コルネリウスは心底そう思っていた。そんな気配が伝わったのだろう、ヘンリエッテも明らかに遠えん慮りよしていた。

　だからといって気を遣つかうようなコルネリウスではない。もっと怖こわがってくれればいいと本気で思っていた。この程度で尻しり込ごみするようなガキが大司教とやらになれるわけがない、諦あきらめてどこかの農村にでも引っ込み、年ねん齢れい相応のことをしてればいいと。

（そもそも、父の後を追って大司教を目指すというのが気に食わない）

　ヘンリエッテは言った。広く慕したわれる父のような大司教になりたい。それこそが殺された父の無念を晴らすことだと信じている──と。

（なにが父の無念を晴らしたいだ。ガキはガキらしく気楽に生きてりゃいい。まあどうせそのうち嫌いやになるだろ、この暑さだしな）

　まだ夏の暑さが残るこの季節、一日中歩き詰づめというのは大人であっても辛つらい。おまけにコルネリウスは、ヘンリエッテを気遣うつもりはなかった。荷物を代わりに持つことなどあり得ない。子供の足の遅おそさに付き合うのがせいぜいで、もしヘンリエッテが音ねを上げたら引き返してやろうと本気で考えていたのだ。

　だが、そんな旅路にヘンリエッテは文句一つ言わなかった。疲ひ労ろうしていることは間ま違ちがいない。事実、昼の時間帯にはかなり足取りが怪あやしくなっていた。

「おい、だいぶフラフラのようだが。もう諦めて帰るか？」

「帰りません！」

　ヘンリエッテは即座に答えた。全身に気合いすらみなぎらせて。

　思わず感心するほどの意固地さだ。そうなるとコルネリウスも少しぐらいは妥だ協きようしたくなる。せめて昼飯ぐらいは食わせてやろうと思った。

　幸い、この街道は商人たちの往来はもちろん、信徒たちが聖都巡礼のために使っているためかそれなりに賑にぎわっており、宿場町もあちこちにある。昼食の時間に合わせてそんな町の一つに立ち寄るのは簡単だった。

　だが、ここで思いもしない出来事が待っていた。

　休きゆう憩けいを求める旅人で賑わう小さな宿場町。その入り口で、男の子が泣いていたのだ。年の頃ころはせいぜい七、八歳といったところだろう。

　誰だれもが夏の暑さにうんざりしながら一時の休憩を求めているときである。泣いている子供の世話をしている余よ裕ゆうはないらしく、人の往来はあるのに誰も子供を気遣う者はいなかった。

「ちっ。こんなときにうざってえな」

　コルネリウスは心底嫌そうに舌打ちして近づいた。

「おいガキ。どうした？」

「ひっ……うわあああああん！」

　コルネリウスの視線を向けられて平気でいられる人間の方が少ない。子供ならなおさらで、その男の子は火に油が注がれたように泣きわめいた。

「男だろ、いつまでも泣いてんじゃねえ！」

　幸いというべきか男の子は泣き止やんだ。もちろん泣くなと言われたから泣き止んだのではない。小さな子供ゆえの本能だった。逆らったら殺されるという生まれて初めて感じる感情──心からの恐きよう怖ふに駆かられ、涙なみだを流す代わりに硬こう直ちよくしていたのだ。

「よし、静かになったな。なにがあった？」

　だが男の子はひっくとしゃくりあげるだけで、声が出せなかった。

「もう、そんなやり方で話してくれるわけないじゃないですか！」

　ヘンリエッテが慌あわてて間に入ってくる。

「安心して、もう大だい丈じよう夫ぶだから。どうして泣いてるの？　迷子？」

「お、おか、お母さんと……はぐれちゃったの……」

　十一歳のヘンリエッテは切り込み隊長よりはるかに話しやすかったのだろう。男の子はようやく答えた。

「ちっ、やっぱりな。だったらとっとと捜さがすぞ」

　コルネリウスは男の子の両りよう脇わきに手を差し入れると、そのまま高く持ち上げ、自身の頭の後ろに座らせた。肩かた車ぐるまである。

　だが、もともとコルネリウスは小こ柄がらである。そのせいか、ヘンリエッテは言わずにいられなかったようだった。

「あんまり高くなってませんね」

「…………」

　コルネリウスは人を殺せそうな視線で睨にらみつけたが、ヘンリエッテはすでに背を向けて歩き出していたので無意味だった。

　もともと小さな宿場町である。しかも男の子が母親を捜していたように、母親もまた子を捜していた。それにコルネリウスの肩車は一応の効果があり、その後母と子はあっさりと対面を果たしたのだった。

「ありがとうございます！　ありがとうございます！」

　男の子同様に泣きながら礼を言おうとする母親への対応が、コルネリウスは心底面倒だった。男の子を半ば押しつけると、なにも言わずにその場を去る。

「あ、どうかこれからはお気をつけください」

　ヘンリエッテが場をまとめるようなことを親子に言って、慌てて付いてくる。

「コルネリウスさま、いくらなんでも冷たすぎます。挨あい拶さつぐらいしてあげてください」

「面倒だ、俺の勝手だろ」

「……そう仰おつしやるだろうとは思ってました」

　それから二人は宿場町に並んでいる屋台でパンや果物を買い求めようとした。だがそんなとき、まるで我が慢まんできなくなったと言いたげにヘンリエッテが口を開いた。

「あの。なんでコルネリウス切り込み隊長ともあろうお方が、迷子の子を助けてあげたんですか？　面倒ですし、関係ないことなのに」

「ああ？　ガキだからに決まってるだろう。ガキは大人に助けてもらう権利がある」

　コルネリウスは心底そう思っていたので、即そく答とうだった。

「そう……なんですか？　わたしも子供なんですけど」

「そうだ、だから護衛してやってるだろう。団長の命令だろうと、ガキじゃなかったらとっくの昔に放り出してたところだ」

「はあ……。じゃあわたしが〝お願い〟すれば助けてくれるんですか？」

「必要ならな」

　そんな何気ない会話が、ひとつのきっかけだった。

　より具体的な変化が生じたのは、昼食を終えて午後の旅路のことである。

「そういえば、わたしたちの呼び方を決めていませんでしたね」

　午前中の旅路では一言も口を開かなかったヘンリエッテが、そんな話をし始めたのだ。

「わたしたちは兄妹きようだいということにしましょう。人前ではわたしはコルネリウスさまのことを兄さんとでも呼びますので。それでいいですか？　お願いです、今のうちに決めさせてください」

「……好きにしろ」

　コルネリウスが一応その提案を受け入れたのは、確かにそれぐらいは決めておいてもいいと思ったからである。だが、コルネリウスが形だけでも返答し、会話が成立したことが更さらなるきっかけとなった。




「わたしは信徒として、祈り方から礼れい儀ぎまで心得ているつもりです。コルネリウスさまはご存じないことも多いと思いますが、そこはわたしがなんとかしますので従ってください」




「差し当たりわたしが〝兄の分まで礼儀正しい妹〟という形で補いますので、コルネリウスさまは普ふ段だん通りで結構です」




「今の時期は収しゆう穫かく期ですから農民の巡礼者はあまり多くありません。わたしたちの両親は商人ということにしましょう」




「この辺りは昔お父さまと旅したことがあります。道案内は任せてください」




　ヘンリエッテは今まで黙だまっていた分を取り返すかのように、事あるごとに口を開いた。

　コルネリウスにとっては面倒くさいことこの上なかった。だがコルネリウスが黙っていると、「お願いです、答えてください」などと反応を求めてくる。やむを得ず、「ああ」だの「好きにしろ」などと口にせざるを得なかった。

（ったく、そういや女ってのは年齢に関係なくおしゃべりだったな）

　このところ考えないようにしていた、ある少女のことが脳のう裏りをよぎる。かつてコルネリウスには妹がいた。それも記き憶おくにある妹は、ヘンリエッテと年齢が同じだった。
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　二人の旅は、一応は順調と言えるものではあった。しかしながら、二人の道中に問題が発生するのは必然ではあった。

　それは日が暮れ始めたときに生じた問題だった。

「野宿はしたくない。今日は宿に泊とまるぞ」

　折良く宿場町に辿たどり着いたコルネリウスは、すぐにそう決断した。

「大丈夫でしょうか？　町は見張られているかも……」

「問題ない、町中の方が戦いやすい」

　寝ねているところに矢でも射い掛かけられれば、コルネリウスと言えど対応は難しい。だが部屋に閉じ籠こもって鍵かぎをかければ、奇き襲しゆうだけは防げる。あとはどうとでも対応できるという自負があった。

　もう一つ、ヘンリエッテの疲労も考えないわけにはいかなかった。

　今日一日、ヘンリエッテはよく歩き続けた。だが顔に出していないだけで、疲労が溜たまっていることは容易に想像がつく。別にヘンリエッテを気き遣づかったわけではない。ただ道中でこの少女をおんぶするような事態だけは避さけたく、せめて夜は柔やわらかいベッドで寝るべきと考えたのだ。

　幸い、路銀はある。コルネリウスは適当な旅籠はたごを見つけるとさっさと中へ入った。

「二人だ。部屋はあるか？」

「いらっしゃい。ああ、あるよ」

　応対したのは、女主人と思おぼしき丸々と太った中年の女性だった。

「じゃあ頼たのむ。食事も部屋に持ってきてくれ」

　少々多めの銀貨を手て渡わたす。金持ちと思われたくはないが、ケチと思われても面めん倒どうだったからだ。

「あいよ。部屋は二階、右から三つ目を使っとくれ。しかし珍めずらしいね、兄妹で聖都巡じゆん礼れいかい？」

「はい、そうです」

　コルネリウスに話をさせていては印象が悪くなると思ったのか、ヘンリエッテが見たこともないような笑みを顔に張り付けて答える。

「そりゃいいことだ。女神さまの祝福がありますように」

「ありがとうございます。祝福がありますように」

　コルネリウスは無言で二階へ上がり、ヘンリエッテも慌ててそれに続く。

「お兄さまは愛想笑いの一つもできるようにすべきです」

「そいつは俺の仕事じゃない。それからもう誰だれも聞いてねえだろ、兄なんて呼ばなくていい」

　十一歳の少女相手にいささか乱暴な言い方だったか──と、コルネリウス自身いささか後こう悔かいしていたが、

「いえ、そういうわけにはいきません」

　ヘンリエッテが気にした様子はなかった。一日似たようなやり取りをして慣れたのかもしれなかった。

　ヘンリエッテが珍しく動どう揺ようしたのは、部屋に入ったときのことだった。

「あ、あの。もしかして、同じ部屋に泊まるんですか？」

「あ？　当たり前だろ、別々の部屋なんざ頼めば金持ちかと怪あやしまれるぞ」

「そ、そういうわけではありませんが……。その、実の兄妹であるならともかく、独身の男女が同じ部屋で寝るのは……」

「十一歳のガキがなにをマセたこと言ってるんだ？」

　コルネリウスは表情一つ変えることなく、心の底からの本ほん音ねを口にした。

「だ、だからって。修道士見習いだって八歳を迎むかえたら男女別々の寝しん所じよなのに……」

「知るかよ。まさか俺がおまえに手を出すとでも思ってるのか？」

　ヘンリエッテは途と端たんに顔を真っ赤にした。

「お、思ってません！　そんな不ふ埒らちなこと……」

「ならいいだろ。ほら、さっさと休め、明日に疲つかれを残すと面倒だぞ」

　コルネリウスはベッドにごろんと横になった。

　ヘンリエッテはなにかまだ不満があったのかもしれない。だがこれ以上言い争っても仕方ないと分かったのか、大人しく旅装を解き始めた。

　そのときだった。扉とびらの向こうに、誰かがやってきた気配を感じ、コルネリウスは瞬しゆん時じに細剣に手を伸のばして扉の方をにらみつけた。

「誰だ？」

「失礼するよ、湯を持ってきたんだ」

　先ほどの女主人だった。湯の入った桶おけを持ってきたらしい。

　すぐさま細剣を彼女から見えない位置に隠かくし直す。無む駄だに常人離ばなれした動きだった。

「これで体をぬぐっとくれ。足りなかったら自分で取りにくるんだよ」

　旅籠屋ではよくある接待である。さすがに湯ゆ浴あみなど軽々しくできはしないので、桶に入った湯と手ぬぐいで最低限の汚よごれを取るのだ。そうしないと宿の方が汚れる。

「ありがとうございます。嬉うれしいです」

「ああ、女の子は綺き麗れいじゃなくっちゃね。じゃ、ごゆっくり」

　嬉しそうに湯桶を受け取って女主人を見送ったヘンリエッテだったが、ある事実に気付いて硬こう直ちよくした。

「コルネリウスさま。お、お願いですから部屋を出ていてください」

「ああ？　馬ば鹿からしい、断る。それじゃなんのための護衛だ」

　ヘンリエッテに背を向ける形でベッドに横になる。別にコルネリウスに変な気持ちがあったわけではなく、今後彼女が湯を使う度たびに部屋を出ることになっては面倒だと心底思ったのだ。

　ヘンリエッテは不満そうではあったが、コルネリウスに動く気がないことを悟さとると諦あきらめたようだった。

「じゃ、じゃあ絶対こっち見ないでください！　絶対ですよ！」

「…………」

　面倒臭くさくなって無言で通す。ややあって、衣きぬ擦ずれの音がした。

　コルネリウスは約束した通り振ふり返ったりはしなかった。相手が十一歳のヘンリエッテではなく、妙みよう齢れいの美人であっても同じだっただろう。

　それは代だい償しようと言ってもよかった。若くして歴代最強の称しよう号ごうを手にし、毎日のように魔物グルエルや人間と死し闘とうを繰くり広げてきたのだ。そんな日々を生き抜ぬくことができたのは、ただ力があったからではない。日常のすべてを戦いに注ぎ込んできたからだ──という確信がコルネリウスにはあった。

　多くの傭よう兵へいは戦いが終われば儲もうけた金で酒を浴びるように飲むか、あるいは妻か女のところに駆かけ込む。だがコルネリウスはただ一人、酒も飲まなければ女も抱だかない。必要な食事を取った後は体を休め、暇ひまがあれば鍛たん錬れんを欠かさない。すべては魔物を一体でも多く斬きり殺すために。

　切り込み隊の隊員たちにコルネリウスの印象を聞けば、

『戦場では誰よりも信しん頼らいが置けるが、付き合いだけは悪い』

　と、百人が百人そう評するだろう。他の隊の大隊長であれば兵の指揮という仕事があるため、部下との交流は欠かせない。人望とて指揮官には必ひつ須すの才能なのだ。

　一方で切り込み隊長は、誰よりも早く敵てき陣じんに切り込むのが唯ゆい一いつにして最大の仕事であり、部下たちがもっとも求める行こう為いでもある。ただ先陣を切って突つっ込むことが部下からの信頼に繫がるのだ。

　そんなコルネリウスだからこそ、このような時間は異質だった。正直なところ、時間を持て余す。

（妹も生きてりゃ、そのうちベッドは別にしろとか言い出したんだろうな）

　妹が生きていたら──という、最近は滅めつ多たにしなかった意味のない仮定。コルネリウスは農家の出身であり、異性の裸はだかなんて物心つく前から自然と見慣れていた。一つのベッドで兄妹が全ぜん裸らになって寝ることがむしろ普通の環かん境きようなのだ。

「お、終わりました」

　再び衣擦れの音がしたのち、ヘンリエッテが言った。

「いちいち報告しなくていい」

「いえ、そうではなく。コルネリウスさまもどうぞ」

「面倒だ、俺は別にいい」

「なにを言ってるんです、それじゃ不潔です！」

　ヘンリエッテはコルネリウスに近寄ると強ごう引いんに身を起こさせた。

「さあ脱ぬいでください、上だけでも！」

「…………」

　面倒だったが抵てい抗こうするとさらに面倒になりそうだったので、もはやなすがままにされる。

「じゃあしばらくそのまま動かないでください」

　ヘンリエッテは妙みように気合いの入った声を出すと、コルネリウスの背中に回った。

「……なんだそりゃ。まさかおまえが拭ふく、なんて言い出さないだろうな？」

「一応はその……お世話になってますから、これぐらいさせてください。というかわたしがやらないと絶対適当にするでしょう？」

「ああ分かった、もう面倒だ、好きにしろ」

「そうします！」

　結局、ヘンリエッテが満足するまで上半身を拭かせる。

「……傷だらけ、ですね」

　時折ヘンリエッテの手が戸と惑まどったように止まるのは、背中に無数に残る傷きず跡あとに触ふれたせいだった。

「全部昔だ、最近のはない」

「……傷を負わなくなった、ということですか？」

「そうだ。おかげでまだ生きていられる」

　コルネリウスの激しい日常を垣かい間ま見みたのかもしれない。ヘンリエッテは黙だまり込んだ。コルネリウスにとっては幸いなことに。

　二人の夜は静かに更ふけていった。




　　　　　２




　それからしばらく、二人の旅は順調だった。コルネリウスにとって問題があるとすれば、ヘンリエッテにひたすら会話を求められることぐらいである。

　さすがに二、三日も経たてばヘンリエッテもコルネリウスの無愛想な反応に慣れたようで、コルネリウスの反応があろうがなかろうが話を続け、あるいは反応があるまで同じ質問を繰り返すのだ。コルネリウスとしてはもう辟へき易えきする他なかった。

[image: ]

　二人の旅路に影えい響きようがあるほどの問題が生じたのは、三日目の夜だった。この日、宿を探していた二人は、町中であるウワサを耳にすることとなる。町を行く旅人が誰一人として例外なく口にしていたそのウワサは、放っておいても耳に入ったのだ。

「大司教派と反大司教派の武力衝突がついに始まったらしい」

「アミマール平原じゃ血で血を洗う戦いが始まったらしいぞ」

「聖都アーレムは門を閉ざしたそうじゃ。これじゃ巡礼もできんわい……」

　当然ながら、その話を耳にしたヘンリエッテは平静ではいられなかった。あれだけおしゃべりだったにもかかわらず、それ以後ずっと黙り込んでいる。ふと見ると、泣きそうなほどに体を震ふるわせていることもあった。

「おい、大だい丈じよう夫ぶか？」

　さすがにコルネリウスも心配して声をかけたほどである。

「……大丈夫です」

「ウソをつけ」

　決して目を合わせず答えるヘンリエッテを、一言で断じる。

「ウ、ウソなんて言ってません。わたしは大丈夫ですから……」

「いいか、俺にもおまえと同じぐらいの年とし頃ごろの妹がいた。同じなんだよ、妹がやせ我が慢まんしてるときの素そ振ぶりが今のおまえとそっくりだ」

　言いながらコルネリウスは後悔していた。誰にも言うつもりがなかった妹の存在を、つい口にしてしまったからだ。だが言ってしまった以上、引っ込めることはできない。せめて話を変えようと質問を投げる。

「なにが嫌いやなんだ？　信徒同士で殺し合いが起こったことか？」

「そうです、当たり前でしょう！」

　初めてヘンリエッテは感情を露あらわにした。その目にはもう堪こらえきれないのだろう、涙なみだが浮うかんでいる。ああ、こいつも年相応に感情的になるんだな──といっそ感心する。

「だって、同じオルタナさまを信じる信徒同士なんですよ？　なんでそれが殺し合いなんて……。お父さまもこんな事態になることだけは避さけようとしてたのに……」

　本当にヘンリエッテが泣き出したので、コルネリウスはどうにか慰なぐさめる言葉を口にしなければならなかった。もちろん、それは決して気の利きいたものではなかったが。

「所しよ詮せん道みち端ばたで聞いたウワサだ、鵜う吞のみにする必要もないだろ。本当にそんな大事なことなら、女神が教えてくれそうなもんだ」

「オルタナさまはわたしが教えて欲しいことを教えてくださるわけじゃありません。ただ誰だれかにとって必要になる預言を与あたえてくださるだけです」

「よく分からねえが、どのみち俺たちがやることに変わりはねえ。とにかく聖都へ行くぞ。今、他のことを考える必要はねえよ」

「聖都へ行けば、解決するようなことなんですか!?」

「解決するだろ、そりゃ」

　声を荒あららげるヘンリエッテに、コルネリウスはさも当然のように言ってのける。さすがにヘンリエッテも感情を忘れたようにきょとんと目をしばたたかせた。

「こっちには団長が──アレンヘム公がいる。あいつが聖都へ行けと言ったんだから聖都へ行く。それだけのことだ、あとはあいつがなんとかするだろ」

「あの方を、そんなに信頼されているということですか？」

「さあな、信頼した覚えはない。だがあいつは俺と一対一で戦って殺せなかった男だ。なんでもうまくやってきたヤツだし、今度も多分そうだろ」

　偽いつわりのない本ほん音ねである。もともとコルネリウスにとって団長など誰でもよかった。強しいて言うなら、一体でも多くの魔物を斬り殺したいがゆえに、傭兵の指揮がうまい団長の方がいい──というぐらいの希望しかなかった。

　そして今までのところカレルはうまくやっている。一対一の決けつ闘とうで殺せなかったことなど未だに感心しているぐらいだ。そのカレルの言葉を疑う理由はない。

「でも、さっき聞いたウワサですと聖都へ入る門が閉ざされたって……」

「ウワサはウワサだろ、行ってみなけりゃ分かんねえよ。それに門が閉まってるなら開けて入りゃいいだけのことだろ」

　コルネリウスとしては本気だったその言葉を、ヘンリエッテは冗じよう談だんとして受け取った。

「……分かりました、仰おつしやる通りです」

　ヘンリエッテは一度だけくすりと笑うと、落ち着きを取り戻もどすのだった。

　それから二人は、何も言わずに宿探しに戻った。だが黙っていられなかったのだろう、ヘンリエッテはおずおずと口を開いた。

「そういえば、妹さんがいらっしゃるんですか？」

　コルネリウスとしては、もう誤ご魔ま化かすのが面めん倒どうだった。それになぜか、ヘンリエッテには知られてもいいのでは──という気もした。

「ああ。もう死んだがな」

「え!?　ど、どうして!?」

「聞かない方がいいぞ。寝ね覚ざめが悪くなる」

「いえ、教えてください。どうしても知りたいんです」

「なら教えてやる。魔物に喰くわれた」

　ヘンリエッテの足が止まったので、コルネリウスもまた足を止めて振ふり返らねばならなかった。

「おい、どうした？」

「だから……あなたは……」

　ヘンリエッテがなにを言おうとしているか、コルネリウスにも分かった。

　妹を魔物に喰い殺された。それも、自分の眼前で。だからこそコルネリウスは《狂嗤バルダー・の団ブリガーデ》に入り、魔物を殺して殺しまくる日々を送ってきたのだ。

　ヘンリエッテがまた嗚お咽えつを漏もらした。ぽろぽろと涙をこぼす。

「なんでまた泣く？」

「気にしないでください、気持ちの整理が必要なんです」

　本人が気にするなと言ったのだ。コルネリウスは遠えん慮りよなくその通りにした。なんと言葉をかけていいか分からないためでもあった。




　　　　◆




　この頃、ついに武力衝突が発生したことで、メルヒオール大司教の意識は完全に反大司教派へと向けられていた。まず反大司教派との戦いに勝利しなければ未来はないからだ。

　だがこのとき、メルヒオール大司教がある人物に下した命令はまだ生きていた。

「やれやれ、ようやく見つけた。やっぱり聖都へ向かっていたのか」

　メルヒオール大司教の懐ふところ刀がたなにしてフェルトフォルクのノルスである。彼は修道騎き士しを率いて密かにマルテン前大司教の子の足取りを追い続け、この宿場町でついにヘンリエッテを見つけるに至ったのである。

　二〇〇人の修道騎士という人手と、大司教の支し援えんがあったとしても、一つの国でたった数人の足取りを見つけ出すのは至難の業わざである。だがノルスはこうして手がかりを見つけた。ムステール司教区のフルソン司教から、ヘンリエッテとノルベルト、それにアレンヘム公が来たという情報提供があったことが幸いだった。

（ノルベルトとアレンヘム公はいないみたいだ。まあヘンリエッテを捕とらえて聞き出せばいい）

　もっとも、謀ぼう略りやくに長たけたノルスだったからこそ、より強大な不幸のことを察知せずにはいられなかった。ヘンリエッテの護衛と思おぼしき人物がたった一人で、しかもやたらと小こ柄がらだったのだ。

（誰だあれ？　多くの司教が血ち眼まなこになって探しているヘンリエッテの護衛があのやけに小柄な人間一人？　いや違ちがう！　あれは！　五フアイフ芒ステル・国ランデン最強の戦士といわれるコルネリウス切り込み隊長!?）




　　　　　３




　誰もが寝静まった深夜にコルネリウスがその気配に気付いたのは、必然であった。誰よりも激しい実戦に身を置いてきたコルネリウスである。その体には危険を察知する嗅きゆう覚かくのようなものが備わっていた。別に超ちよう常じよう的な力の類たぐいではなく、普ふ段だんとは違うわずかな変化を感じ取れなければ、毒を吐はき火を噴く魔ま物ものとは戦えない。

　武力衝突が始まったという情報を聞いたことで、コルネリウスの感覚はより鋭えい敏びんになっていた。戦いくさが始まった今こそ、もともと危険であったヘンリエッテに新たな危険が迫せまるのではないか──と。

（外を誰かがウロついていやがる）

　だからこそ深夜、部屋のベッドで横になりつつも、その気配に気付けた。

　ここが普通の町中であれば、誰かが走っていても気にもしなかっただろう。だがここは街道沿いに建てられた、行商人や巡じゆん礼れい者向けの宿場町であり、夜は早い。誰もが旅路に疲つかれ、明日の旅路に備えなければならないからだ。

「…………」

　窓から外を見ると、武装した何者かが松たい明まつを掲かかげて付近を歩いている。自警団の類には見えない。怪あやしむにはそれで充じゆう分ぶんだった。

　ふと隣となりのベッドの様子を見る。ヘンリエッテがすやすやと子供そのものの穏おだやかな寝ね息いきを立てているのがすぐ分かった。

（こいつが充分な睡すい眠みんを取らないと、明日充分に歩けなくなる）

　コルネリウスは考えた。ヘンリエッテを探している敵がいたとして、こちらの正確な居場所を特定できているだろうか。ここは宿場町だ、宿はたくさんある。しかも宿の中にはたくさんの部屋がある。

（この部屋を見つけているとは思えねえ。今俺が動けば奇き襲しゆうできるはずだ）

　決断すると、細剣けんを抱かかえてそっとベッドを降りる。敵に見つからないため──ではなく、ヘンリエッテを起こさないためだった。

　だがたまたま眠ねむりが浅かったのかもしれない。ヘンリエッテは少しだけ身を起こした。

「どこへ行くの？」

「……厠かわやだ」

「そうですか」

　昼間の疲ひ労ろうと眠気には勝てなかったのだろう。ヘンリエッテはそれ以上問い詰つめずにまた寝直してしまった。コルネリウスは安心して部屋を出ると、無人の廊ろう下かを進んだ。

（とりあえず何人か殺して、生き残りを締しめ上げて正体を確かめるか）

　コルネリウスとしては当然の判断だった。ここ数日は殺しをせずに過ごしていたが、その刃やいばが鈍にぶることはない。

　だが、コルネリウスにも一つだけ誤算があった。そっと宿の扉とびらを開けて外に出たときのことである。

（もう包囲してやがったか！）

　窓から見ただけでは分からなかったが、二人が泊とまっている宿の周囲には、すでに無数の修道騎士の姿があった。宿は他にもあるというのに、この宿一つだけを半ば囲んでいた。それは、すでに居場所を特定されていたことを意味する。

「誰か出てきたぞ！」

「例の護衛だ、捕らえろ！」

　当然ながら正面から出ていったコルネリウスはすぐ標的にされた。

「…………」

　一いつ瞬しゆんでコルネリウスの両目に殺気が宿る。夜の闇やみの中ゆえに、その目が見えなかった修道騎士たちはむしろ幸運だった。少なくとも恐きよう怖ふを感じなかったからだ。

　コルネリウスが地を駆かける。細剣を振り抜ぬく。一人の修道騎士の首筋が斬きり裂さかれる。

　その一いち撃げきは、実際のところ静脈を斬り裂いただけで、決して致ち命めい傷しようではない。だが首を斬り裂かれた人間にそんなことは分からない。静脈であろうと斬り裂かれれば血はだくだくと出るし、首の筋肉を断ち切られたことで体験したことのない痛みと麻ま痺ひが全身を走る。もう自分は死ぬんだという恐怖でのたうち回ることとなる。

　間かん髪はつ容いれず、コルネリウスは二人目の首に細剣を突つき立てた。

　コルネリウスが人間を相手にするとき、もっとも好んで攻こう撃げきするのは首だった。心臓は一撃で相手を即そく死しさせられるが、肋ろつ骨こつと硬かたい筋肉に守られているので、貫つらぬくにはかなりの労力が必要になる。みぞおちも効果的だとは知っていたが、大体の場合、防具で守られている。脇わきの下や脇腹、膝ひざなどを攻撃してもよかったが、相手を即そく座ざに戦せん闘とう不能にできないところが難点だった。

　激しい戦闘中に小さな的まとである首筋を斬り、あるいは貫くのは困難だが、それは常人に限ってのことである。コルネリウスの細剣は針の穴をも通す精密さで繰くり出され、正確無比に急所を貫いていく。

　その際、素手となっているコルネリウスの左手が重要な働きをする。その左手は時に相手の顔に拳こぶしとなって叩たたき込まれ、あるいは敵の斬撃を受け流すときに使われる。敵がコルネリウス目め掛がけて剣を振ろうとしたその瞬間、素早く突き出されたコルネリウスの左手が、敵の手首や腕うでをいともたやすく左右に払はらってしまうのだ。

「な、なんて強さだ！」

「誰だれか手を貸せ！　一人じゃ無理だ！」

　修道騎士たちはどうにか数の利を活かそうとするが、連れん携けいを取る時間など与あたえられるはずもない。それでも修道騎士たちは皆みな、長い間修練を積んだ者ばかりだ。彼らは持っていた松明を地面に投げ捨てて明かりを確保すると、果か敢かんに戦ってコルネリウスを制圧しようとした。

　だが薄うす暗ぐらい闇の中、彼ら修道騎士の常識を超こえた神速で動き回るコルネリウスと切り結ぶなど無理な話だった。しかも周囲すべてが敵という、本来なら絶望的なこの状じよう況きようは、コルネリウスにしてみれば好都合ですらあった。とにかく全員斬り捨てればいいのだから。もしこの場にただの通行人がいれば、間違いなくついでに斬り殺していただろう。

　二〇人ほどいたはずの修道騎士や従者の半分が倒たおれ伏ふすまでにかかった時間はわずかだった。厠へ行く方がよほど長くかかっただろう。

　コルネリウスの強さを目まの当たりにして、なおも挑いどみかかろうとする者はいない。だが、勝敗はまだ決していなかった。コルネリウスのたった一つの誤算は、敵がこれだけではなかったことである。

「信じられん、これが五芒国最強か……！」

「逃にげろ！　援えん軍ぐんを呼んでくるんだ！」

　残った一〇人ほどの修道騎士たちは、戦うことを早々に断念して逃げ出したのだ。それも連携の取れていない逃げ方がかえって幸いした。彼らは蜘く蛛もの子を散らすように逃げ出したため、コルネリウスといえどそのすべてを斬り殺すことができなかったのだ。

「ちっ。面倒くさいことになったな」

　闇の中に逃げ込まれればもはや捕ほ捉そくできない。それに彼らの叫さけび声を聞いた限りでは、まだ他に敵がいることは間違いない。その居場所が分かるのなら殺しに行くが、そうでない以上後手に回るしかなかった。

（移動するしかない）

　敵は意図的にこの宿を取り囲み、攻撃を仕し掛かけてきた。どのような手段を用いられたのかは分からないが、こちらの居場所がバレていたのだ。となると自分が囮おとりになってもその間にヘンリエッテを奪うばわれるかもしれない。こうなってはひとまず逃げるしかなかった。

　コルネリウスは宿に駆け込むと部屋に飛び込んだ。

「ヘンリエッテ。起きろ、敵てき襲しゆうだ」

「ほへ……？」

　まだ眠かったのだろう、かつて聞いたことがないようなとぼけた声がした。

「寝ぼけてるんじゃない、敵だ。逃げるぞ」

「敵……」

　ようやくヘンリエッテは意識を取り戻もどしたようだった。

「ああ!?　どうしたんですコルネリウスさま、お怪け我がを！」

「返り血だ。いいから今すぐ旅支じ度たくを済ませろ、遅おそけりゃ担かついでいくぞ」

　赤い血を見て尋じん常じような事態ではないと悟さとったのだろう、ヘンリエッテは慌あわただしく身支度を調ととのえた。

「できました、いけます」

「よし」

　二人は宿を出た。旅支度を迅速に終えたヘンリエッテだったが、その足が止まったのはこのときである。

「ひっ……」

　宿の前に倒れているたくさんの死体を見たためだ。

「し、死んでるんですか？」

「そうだ。まさか同情してるんじゃないだろうな？　やらなきゃやられる、護衛をやめろと言うならそうするが」

「……覚かく悟ごはしています。わたしは大司教にならなければなりませんから」

「ならいい。行くぞ」

　ヘンリエッテを先導する形で夜の宿場町を走る。あれだけ激しい殺し合いが行われたというのに、人の気配はなかった。殺し合いがあっという間に終わったせいか、あるいは夜の揉もめ事に顔を出すことがどれだけ危険か分かっているのだろう。国民が宗教で繫つながった国であろうと、この辺りの考え方はどの国も変わりはない。

　ひとまず宿場町を抜けようと試みる。とはいえ街道沿いに作られた小さな宿場町だ、その出口付近は当然見張られているだろう。幸い、この小さな宿場町に大きな城壁へきなどはなく、せいぜい野生動物を遠ざけるための柵さくがあるだけで、町を出ようとすればどこからでも出られる。ひとまず適当な場所から町を出ようとする。

　コルネリウス一人なら容易なことだっただろう。だが、いかんせんヘンリエッテの足は十一歳の少女として標準よりやや速い程度で、特に柵を乗り越えるときに時間が必要だった。

「いたぞ、奴やつらだ！」

　町を出ようという意図が見み抜ぬかれていたのかもしれない。修道騎き士しが柵の向こう側で待ち伏ぶせていたのだ。その数は一人だが、声に気付いて二人、三人と寄ってくる。

「おい。人が死ぬところを見たいか？」

　ヘンリエッテに言いながら細剣を抜く。

「そんなの、見たいわけありません……」

「なら俺がいいと言うまで目を瞑つぶってろ」

　これからなにが起こるのか悟ったのだろう。ヘンリエッテは戸と惑まどった様子だったが、やがて覚悟を決めたように目を見開いた。目を逸そらすのではなく、見届けるつもりなのだ。

　さすがに少しだけ感心してコルネリウスは唇くちびるの端はしを曲げた。

「よし、死ね」

　コルネリウスが地を蹴ける。速さは力である。コルネリウスの人知を超えた攻撃速度は、相手に対応させる時間を与えない。そして怖おじ気けづいた敵を片っ端から殺していくことこそが自分にもっとも有利な戦い方であると、コルネリウスは本能的に学んでいた。

　それに敵は町を包囲していたため、分散していた。コルネリウスに対し、バラバラに攻せめかかるのは愚の骨頂だった。

「くっ、強い！」

「ならヘンリエッテだ！　彼女を奪えばこいつに用はない！」

　コルネリウスに勝てないとなれば、修道騎士たちがその結論へ行き着くのは当然だった。だがヘンリエッテの方へ意識を向けるということは、コルネリウスに無む謀ぼうな背中を見せることでもある。彼らはヘンリエッテに辿たどり着くこともできず、背中から首や心臓を貫かれていくのだった。

「ひっ……」

　厄やつ介かいだったのはむしろ、ヘンリエッテに間近で人が死ぬのを見せつけることだった。だがここで躊ちゆう躇ちよするわけにはいかない。

「こいつは生き残りそうだな」

　コルネリウスは傷口を必死に押さえている生き残りに容よう赦しやなく刃はを突き立てた。悲鳴を上げる間もなく、くぐもった息を吐はき出し動かなくなる。

「ひ、ひどい！」

「あ？　なにがだ？」

「だって今の人はもう動けなかったんです。とどめを刺さす必要なんて……」

　コルネリウスにとっては反応するのも馬ば鹿か馬ば鹿かしい感想だった。

　だが、ふと興味を抱いだき、話を続ける。

「俺たちが生き延びたことを知られればまた敵が襲おそってくるんだぞ。そうすればまた殺すことにもなる。こいつ一人の犠ぎ牲せいで済めば安いもんだろ？」

　この場に留とどまれば、いつまた次の敵がやってくるか分からない。それでも、この問いかけに対するヘンリエッテの答えに興味があった。もし綺き麗れい事だけを言って「誰も殺したくない、でもみんなの力で大司教を目指したい」とでも言おうものなら、興ざめもいいところだった。

「だからって！　その人にもご両親やお子さんがいたかもしれないはずです！」

「それがどうした？　そりゃ誰にだって両親はいるだろ」

「そっ……そういうことを言っているのではありません、人が死ねば多くの人が悲しむと言っているんです！」

「なぜ会ったことも見たこともないヤツが悲しむと分かる？」

「ち、父親を殺されて悲しまない子供なんていません！」

「家族に暴力振ふるう父親なんて珍めずらしくもない。俺が誰かを殺したことで喜んでいる家族がいないとなぜ分かる？」

「そ、それは……」

　柄がらにもなくコルネリウスはしゃべり続けた。

「ま、中には家族を殺されて悲しむヤツはいるだろうよ。それで俺に復ふく讐しゆうしたくなったとしても別に構わないだろ、個人の自由だ。だがそれは俺やおまえが決めることでも、気にすることでもない。違ちがうか？」

　ヘンリエッテは回答できなかった。女神の預言者だろうが、十一歳の少女に要求するには酷こくな質問というべきだった。

「大体、おまえはこいつらの一派に父親を殺されたわけだろ？　仇かたき討うちができたと思えば胸もすくだろう」

「そんなことありません！　お父さまは……仇討ちなど決して望みません、そんな人でした」

「馬鹿かおまえは」

「……今なんて言ったんです？」

「おまえは本ほん音ねを隠かくしてそんな綺麗事ばかり口にしてる。だから馬鹿だと言ったんだ」

　コルネリウスにはずっと思っていたことがあった。ヘンリエッテはまだ本音を隠しているという確信だ。父のような大司教になりたい、それはいい。だがその道は平へい坦たんではあり得ない。人の血も流れるはずだ。そこまで覚悟をもって大司教を目指す理由が、父と同じことがしたいだの、父の無念を晴らしたいだのということでは釣つり合わない。

「おまえは父親を殺されたんだろう。仇を討ちたいと思うのが普ふ通つうに決まってる。父親も女神も関係ねえ、おまえ個人が一番やりたいことはなんだ？」

　ヘンリエッテが言葉に詰つまった。凍こおり付いたように動かない。

　と、そのときだ。いつまでもこの場に残っていたことへの当然の報むくいが訪れた。

「そこまでだ、できれば動かないで欲しい」

　声の方を見ずともコルネリウスには分かった。敵だ。だがどうでもよかった。どうせ敵はヘンリエッテを殺すつもりはない。そして自分一人なら敵が何百人いようと逃げ延のびられる自信がある。

　幸い、暗闇で分かり辛づらいが敵の数はせいぜい数十人といったところだった。この程度の包囲を抜ぬけることは造作もない。

　一つ驚おどろいたことは、この敵を率いている首領が、子供だったことだ。

　それが意味することは一つしかない。フェルトフォルクだ。王家をも脅おびやかした謀ぼう略りやくの種族。もっとも、コルネリウスには誰だれが敵であろうと関係なかった。

「コルネリウス切り込み隊長とお見受けするよ。その少女を渡わたして欲しい」

「断る」

「なぜ？　こっちはこの人数だ、そんな子供一人のために命を賭かけることはないだろう」

「馬鹿か。おまえらと戦うことがなんで俺の命を賭けることになる？　その程度の人数で俺をやれると思ってるのか？　大体、このガキを守るにせよ見捨てるにせよ、俺が決めることだ。他人に指図されるいわれはねえよ」

　これだけの人数に囲まれているというのに、顔色一つ変えないコルネリウスである。周囲の修道騎士たちは、嘲あざけられたと憤ふん慨がいしていい場面だったが、むしろ動どう揺ようしていた。事実、コルネリウスたった一人にすでに多くの仲間が殺されているのだ。

「なるほど、さすがは彼かの切り込み隊長、実に雄ゆう弁べんだ。だからこっちも別の手を考えておいたよ」

　フェルトフォルクが合図すると、修道騎士が一人進み出た。そして、縛しばり上げられた旅人らしき若い男に剣けんを突つきつけたのだ。

「そ、そこの方！　どうか助けてください！　いきなりこいつらに捕つかまって……」

「あ？」

　一いつ瞬しゆん、コルネリウスは何が起こっているか分からなかった。どうやら見ず知らずの通りすがりを人ひと質じちにしているらしい。だが、なぜ自分に見ず知らずの人質が有効と考えたのかが分からない。

「おまえら本当に馬鹿か？　そんな名前も知らねえ男がどうなろうと知ったことか」

「もちろんあの有名な切り込み隊長に通用するとは思ってない。でもキミの護衛対象はそうでもないと思ったんだ」

「なに？」

　言われてヘンリエッテを見る。かつて見たことがないほどに、がくがくと震ふるえていた。

「ヘンリエッテ、時間は充じゆう分ぶんにあげよう。よく考えて、そして投降して欲しい。そうすればこの人は助かる。でなければ殺すことになる。今キミの目の前で、キミのせいでね」

「お、お助けください！　私には妻と子供が……！」

　捕とらえられた男は必死に叫さけんだ。コルネリウスには、それが演技に見えた。どうやら連中はこの国の修道騎士だという。仮にも騎士が、人質を取ることを是ぜとするだろうか。貧びん乏ぼうクジを引かされた誰かが人質役をやらされていると考える方がよほど合が点てんがいく。

　だが、ヘンリエッテにはそうではなかった。

「コルネリウスさま、もう諦あきらめます」

「あ？　なんだって？」

「あなたの仰おつしやる通りです。確かにわたしにはあります、やりたいことが。わたしは……メルヒオール大司教を恨うらんでいます。わたしからお父さまを奪うばったあの人を。その命令を実行した人たちを、お父さまの死を容認した人たちを許せないんです」

　ヘンリエッテは絞しぼり出すように、それでいて押しとどめていたものが溢あふれだすかのように、言葉を紡つむぎ続けた。

「そうか。それで？」

「女神さまのお言葉をみんなに伝える、お父さまのような立派な大司教になる。それがわたしに与あたえられた使命なのかもしれません。でも、そんなこと建たて前まえです。わたしはお父さまの死に関連した人に復讐したいんです。そのために大司教になりたかったんです。分かってます、異常ですよね、こんなの」

「いや別に普通だろ」

　コルネリウスの言葉は、本心だった。

「家族を殺されたんだ、仇討ちは当然だ。向こうも復讐されるのを覚かく悟ごしてやってるはずだ。あとはやるかやらないかだろう」

　即そく座ざに肯こう定ていされたことにヘンリエッテは驚きを隠さなかった。だが、すぐ冷静になる。

「そうかもしれません。でも、わたしは子供です。誰かの助力がなければ、人一人殺せない。無関係の人まで巻き込んでしまっては、メルヒオール大司教を非難する資格もありません。なにより、わたしが原因でコルネリウスさまが危険にさらされるようなことは耐たえられないんです。だから……もう諦めます」

「馬鹿か」

　コルネリウスのその返答も、本心だった。

「俺がいつ危険にさらされた？　この程度の敵、蹴け散ちらすのは簡単だ。ようは人質を救った上でこの窮きゆう地ちを切り抜けてくれってことだろ？　なら話は簡単だ」

　コルネリウスはヘンリエッテをその場に置いて数歩前に出た。

「おい、結論が出たぞ。俺たちは投降する。いいな？」

　コルネリウスの宣言に、周囲の修道騎き士したちは明らかに安あん堵どした。ただ一人警けい戒かいを崩くずさなかったのはフェルトフォルクだけである。

「では切り込み隊長、武器を捨てて欲しい。あなたは他国の要人だ、命は保障する」

「分かった、投げるぞ」

　コルネリウスは唯ゆい一いつの武器であるところの細剣を空に放り投げた。あくまで自然な動作で、やや強めに。人の目は動くものに自然と注目してしまう。まして松たい明まつと月明かりしかない暗くら闇やみの中では、よく見ていないと細剣がどこへ飛んでいったのかも分からない。

　だからこそ、コルネリウスの動きに誰も気付けなかった。投げられた細剣が地面に突き立つよりも先に、コルネリウスは風の速さで地を蹴けり──見知らぬ男を人質にしていた修道騎士に、跳とび蹴りを食らわせていた。

「あがっ」

　鈍にぶい音と、どこか間の抜けた悲鳴が響ひびき渡った。

　普通の人間が跳び蹴りをすれば、自然の理ことわりによって放物線を描えがく軌き道どうになる。だがコルネリウスの人間離ばなれした助走から繰くり出される跳び蹴りは、およそ標的にぶつかる瞬間まで真っ直すぐに飛ぶ。後にカレルが〝流星の如ごとき〟と形容するコルネリウスにしかできない跳び蹴りだった。

　コルネリウスが投げた細剣に注目していたせいで、修道騎士が派手に吹ふき飛ぶその瞬間まで何が起こったか誰も気がつかなかった。蹴られた当人でさえだ。

　彼らが状じよう況きようを察したときには、コルネリウスは次の手に出ている。自分の細剣は投げ捨てた。ならば次の武器を手に取ればいいだけ。幸い、それはまだコルネリウスの傍そばに浮ういていた。さっきまで人質に突きつけられていた剣だ。

「遅おせえんだよ」

　空中でそれを拾うと、傍にいた別の修道騎士に斬きりかかる。ただし、それは細剣ではなく、広ひろ刃ばの直剣だ。小柄なコルネリウスが使うには重すぎる。素早く振り回したところで重さゆえに制せい御ぎよすらできないだろう。

　だからコルネリウスは直剣を制御するような戦い方をしなかった。広刃の直剣をただ次の敵に叩たたきつける。ほとんど投げつけるといってもよかったかもしれない。その一いち撃げきが致ち命めい傷しようになればよし、たとえならなくても敵は避よけるか防ぐしかない。その隙すきに近づいたコルネリウスは、敵の顔面を全身の力の乗った右拳こぶしで殴なぐりつける。

　投げつけられた剣を防ぐだけで手一いつ杯ぱいだった敵にかわす術すべなどない。二人目が吹っ飛んだところで同時にまた武器を奪い、三人目に斬りかかる。

「と、取り囲むんだ！　急いで！」

　フェルトフォルクが指揮しようとするが、それを許すコルネリウスではない。敵に態勢を整える時間など与えるわけがない。

「ははははは！　はっはっはっはっは！」

《狂嗤の団》として染みついた戦い方を実じつ践せんする。気が狂くるったかのような笑い声を上げながら闇の中を疾しつ走そう、松明の明かりの下へと飛び込み、前から後ろから修道騎士たちに斬りかかり、あるいは跳び蹴りを浴びせる。卑ひ怯きような──と嘲る暇ひますら与えなかった。修道騎士たちは自分の周囲を警戒するのが精一杯で、暗闇の中からコルネリウスの笑い声が聞こえただけで、あるいは松明の明かりにコルネリウスが照らされただけで腰こしを抜かす有様だった。
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「駄だ目めだ、退たい却きやく！　明かりを捨てて逃にげるんだ！」

　フェルトフォルクがそう判断するまでに大した時間はかからなかった。修道騎士たちは許しが出たとばかり、目の前の恐きよう怖ふから逃げようと松明も武器もかなぐり捨てて逃げ出した。

「ちっ、判断の速い連中だ」

　これでヘンリエッテを諦めてくれるというならともかく、恐おそらくそうはならない。もっと一人でも多くの敵を討ち取っておきたかったが、さすがに夜間、散り散りに逃げた敵を追いかけるのは困難だった。ふと見れば人質だった男もいつの間にかいなくなっている。これ以上揉もめ事に巻き込まれたくないと逃げた──と考えるより、やはりグルだったと考えるのが自然だった。

「まあいい。ヘンリエッテ、とにかく人質を救っておまえの敵をある程度殺してやった。どうだ？」

「……分かってましたけど、最悪の気分です」

　ヘンリエッテは眼前に転がる死体から目を背そむけはしなかった。

「ま、そうだろうな。どうする、もうやめるか？」

　意地悪だと分かっていても、問わずにはいられなかった。

「いえ、ここでやめてはすべてが無む駄だになってしまいます。でも、せめて犠ぎ牲せいは少なくしたいです」

「ハッキリ言え。殺すのは大司教一人にしたいと、そういうことだな？」

「……そうです。手伝ってくれるんですか？　分かってます、これがひどいワガママだって。それに、わたしにはなにもしてあげられません。でもこの借りはどんなことをしてでも一生かけて返しますから」

「馬ば鹿かか、おまえは」

　例によって、コルネリウスは言い捨てた。

「何度も言わせるな、子供はただワガママ言ってりゃいいんだ。それを聞くか聞かないかは大人の判断ってもんだろ。借りもクソもあるかよ」
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　翌朝、コルネリウスとヘンリエッテの姿は、聖都アーレムへ向かう街道にあった。

（だが面めん倒どうなことになったな）

　コルネリウスもヘンリエッテも、当然ながら昨晩はほとんど寝ねていない。かといって昨晩、自分たちの泊とまっている宿がどう特定されたのかが分からない以上、次の宿を取るのも決して安全ではない。

（フェルトフォルクと言えば意地が悪いと決まっている。もし持久戦で来られたら……疲つかれそうだな）

　こうしている間にも尾び行こうされているかもしれない。さすがのコルネリウスも、夏の暑さが残るこの季節に丸一日気を張り続ければ、疲ひ労ろうを感じざるを得なかった。

「あの、大だい丈じよう夫ぶですか？」

　ヘンリエッテがコルネリウスの顔を見上げた。

　思わず驚おどろき、そして笑ってしまった。歴代ウエールガロゼ最強・クライガーを謳うたわれた自分が、十一歳のガキに心配されているのだと気がついて。

「ふん、この程度大したことねえよ」

「そうですか。それにしても、コルネリウスさまの笑顔を初めて見ました。怖こわいです」

「…………」

　確かに妹が殺されたあの日から、笑ったことなど一度もなかった。

　だが、コルネリウスがそれ以上感かん慨がいに浸ひたることはできなかった。

　間もなく、昨日よりはるかに多い修道騎士が現れたためである。




　疲労もあったことから、通りがかりの宿場町で休きゆう憩けいしようと近づいたときのことだった。

「来たぞ！　ヤツだ！」

　あっという間の出来事だった。逃げる暇もなかった。塀へいの裏にでも隠かくれていたのか、宿場町から一いつ斉せいに修道騎士が出てきてコルネリウスたちを取り囲み始めたのである。その数は一〇〇人以上だ。

　揉め事を嫌きらってか、たちまち周囲の巡じゆん礼れい者や商人たちが逃げ出す。

（ちっ、待ち伏ぶせか！）

　さすがのコルネリウスも、咄とつ嗟さにどうすべきか判断できなかった。この連中を斬り捨てるのは構わない。だがヘンリエッテを庇かばいながら戦うのは限界がある。ノルベルトのような巨きよ漢かんならともかく、コルネリウスにはヘンリエッテを担かついで走れるほどの膂りよ力りよくはない。他の巡礼者に紛まぎれて後方へ逃げるにせよ、包ほう囲い網もうを切り崩して逃げるにせよ、ヘンリエッテを狙ねらわれれば庇いきれる自信はない。

（となれば、皆みな殺ごろししかないな）

　コルネリウスの目に殺気が宿る。敵がこちらを包囲したいというのならさせてやるべきだった。

「やあ、また会ったね」

　包囲が完成したところで出てきたのは、例のフェルトフォルクだった。

「てめえ……。懲こりずにまたやってきやがったのか」

「うん。でももちろん勝算はあるさ。キミは昨晩から今の今まで歩き詰づめだったんだろう？　さぞ疲れてると思ってね」

「心配は無用だ。おまえら全員殺す程度の体力は残ってる」

「かもしれないね。だから言っておくよ。襲しゆう撃げきは今回だけじゃない、僕は大司教猊げい下かの命令で動いてるんだ、いくらでも修道騎士を用意できるんだよ。あと何回の襲撃なら耐えられるかな？」

「じゃあとっとと千人でも一万人でも連れてきてみろよ、皆殺しにしてやる。百人二百人で何度も襲撃してきやがって、面倒くせえんだよおまえらは」

　コルネリウスの言葉は本ほん音ねだった。むしろフェルトフォルクや修道騎士の方が怯ひるんだほどである。

「コルネリウスさま……」

　だが、背後に庇っていたヘンリエッテは不安を隠せないようだった。ぎゅっとコルネリウスの服の裾すそを握にぎってくる。震ふるえた手で。

「安心しろ、この程度すぐ終わる。降こう伏ふくしろなんて言うな、おまえはただ俺を信じてりゃいい」

「分かり……ました。もう迷いません、あなたを信じます」

　上等だ──とまた笑ってコルネリウスは切り込もうとした。

　女神の加護があったとすれば、このときだった。

「なんだこいつら、揉め事か？」

「邪じや魔まだぞてめえら！　道塞ふさいでるんじゃねえ！　通れねえだろうが！」

「おいケンカか、ケンカなのか？　だったらわしも混ぜろ！」

　後方から、無駄に声量の大きな罵ば声せいがいくつも聞こえてきた。その上、包囲していた修道騎き士しと勝手に揉め始めたのである。

（なんだ？　そんなにガラの悪い巡礼者がいるのか？）

　ここには武装した一〇〇人以上の修道騎士がいるのだ。普ふ通つうの巡礼者なら、何事かと怖がって近づかないだろう。事実、多くの通行人は逃げ去っている。

　だがコルネリウスには、後ろから聞こえてくる罵声に聞き覚えがあった。常つね日ひ頃ごろからこんな乱暴な言葉ばかり口にしている連中を、よく知っていたのだ。

（まさか……ここは司教領だぞ？）

　罵声がする方をよく見る。

　後方から何台もの馬車がやってきていた。各馬車にはやたらと暑苦しい男たちが山と詰め込まれていた。

「おまえたち、引っ込んでいろ！　邪魔するなら切るぞ！」

「おいおい、聞いたか。この騎士様俺たちを切るってよ！」

「やれるもんならやってみやがれってんだ、なあみんな！」

　修道騎士たちと暑苦くるしい男たちの対立は次第に深まっていき、騒さわぎはいよいよ大きくなっていった。修道騎士たちの人数は多いが、男たちもまた人数が多い。次から次へと馬車がやってくる。

「どうしたんだ？　一体なにごと？」

　さすがのフェルトフォルクも事の成り行きに戸と惑まどっている。

「……マジかよ」

　ここに至って、ようやくコルネリウスは男たちの正体に気付いた。よくよく見れば、どことなく見覚えのあるむさ苦しい顔つきばかりである。しかも中には、ドワーフらしい背せ丈たけの者もいる。

「お？　おい見ろよあれ！　隊長がいるぜ！」

　男の一人がコルネリウスに気付いて声をあげた。

「お、ホントだ！　置いてきぼりとはひどいですぜ隊長！」

「そうだ、俺たちも混ぜてもらわねえと！」

　切り込み隊の顔見知りたちが、次々声をあげる。その野太い声にヘンリエッテは明らかに引いていた。確かに見た目だけなら修道騎士の方がよほど正義の味方のように見える。

（そういや、団長が言ってたな。切り込み隊の連中を呼んだとか）

　もともと合流すべく同じ方向に向かっていた上に、切り込み隊は馬車、対してこちらは子供連れの足。両者が合流するのは必然だったのかもしれない。

　とにかく、これで面倒事がいくつか解消できる。コルネリウスは一度大きく息を吐はき、そして怒ど鳴なりつけた。

「うるせえぞおまえら！　体力余ってんなら手伝え、この騎士どもが俺にケンカ売ってんだよ！」

　部下たちが一斉に歓かん声せいをあげた。

「聞いたかおい、久しぶりのケンカだ！　しかも騎士様が相手だってよ！」

「なんか悪いな、俺たちみたいな品のない連中が相手でよ！」

「馬車旅は体が痛くてかなわん。少し体を動かさんとな！」

　ドワーフの混じった一〇〇人以上の傭よう兵へいが、おのおの武器を構えながら馬車を降りていく。その異様な光景に、包囲していた修道騎士たちは後ずさり、自然と後退していった。あのフェルトフォルクでさえ、顔色を変えている。

「よし。いいかおまえら、この暑い中で暴れ回るのは面倒だ、すぐ終わらせるぞ！　切り込み隊、続けぇ！」

　怒ど声せいのような喊声が、雷らい鳴めいのごとくあたりに轟とどろいた。
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　フェルトフォルクのノルスは、命からがら宿場町の裏道へと逃にげ込んでいた。

「一体なんなんだあの連中は!?　切り込み隊長一人でも大変だってのに、あんなごつい連中に味方されればどうしようもないぞ！」

　昨晩、ヘンリエッテとコルネリウスを発見したノルスは、間かん髪はつ容いれず夜や襲しゆうをしかけた。そして失敗した。伝え聞いていた情報以上にコルネリウスが強すぎたからだ。ノルスが逃げおおせたのは夜だったおかげである。穴の中で暮らすドワーフほどではないが、フェルトフォルクも多少は夜目が利きくのだ。

　だがコルネリウスも所しよ詮せんは人間、不ふ眠みん不ふ休きゆうを強しいれば勝利は造作もないと考え、今日また襲撃をしかけたのだ。ところがコルネリウスの部下らしい傭兵たちが現れ、あえなく再びの敗北を喫きつしたのである。

「大体、あいつら一体どこから現れたんだ？　少数とはいえ、他国の軍勢が国境を越こえれば耳に入らないはずがないのに」

「それはね、僕が手配したからだよ」

　いきなり建物の陰かげから見知らぬ誰だれかの声が聞こえ、ノルスは身構えた。

「誰だ!?」

「警けい戒かいしなくていい、同どう胞ほうだよ」

　姿を現したのは、確かに子供のような外見の同胞フエルトフオルクだった。

「……何者だ？　なぜこんなところで私に声をかけた？」

「そりゃキミを追ってきたからだよ。いや、さっきは見事な逃げっぷりだったね。部下の修道騎士を置いてすたこらさっさと、まさにフェルトフォルクの鑑かがみのような逃げ方だった」

「あれを見ていたのか？　一体何者だ、ただの同胞とは思えん」

「だから言ったでしょ？　さっきの傭兵たちをここまで連れてくる手配をしたのが僕なんだ」

　つまりこのフェルトフォルクは、コルネリウス切り込み隊長の味方。敵対する立場にあるのだ。ノルスは距きよ離りを取ろうとした。

「なるほどな。確かに有能な同胞なら、二〇〇人程度の国境越えなど容易だろう。ただでさえ今は他国の軍勢など気にしていられる余よ裕ゆうはなかった」

「ああ、警戒しないで、まあ落ち着いて。お互たがい立場は違ちがうかもしれないけど、それは今までの話だよ。僕の名前はホルサ……と言えば分かるかな？」

　その名を聞いた瞬しゆん間かん、ノルスは雷かみなりに打たれたかのように体を硬こう直ちよくさせた。

「そうか、賢けん者じや会の使い、〝多面のホルサ〟か。してみるとこの国の担当か？」

「そんなところだよ、時々アレンヘム公国にも行くんだけどね。まあ本題に入ろう、キミにはここで手を引いて欲しいんだ。コルネリウス切り込み隊長は僕たちの未来に必要な人間だからね」

　ノルスは衝しよう撃げきを受けた。この瞬間、ノルスはメルヒオール大司教との契けい約やくを一方的に破は棄きすることが決定したからだ。

「なぜだ？　なぜ人間の傭兵如ごときのために賢者会が動いている？」

「愚ぐ問もんだね、そう判断すべき情報が集まってるからさ。とにかく伝えたよ、キミの立場は尊重したいけど賢者会の判断はすべてに優先する。だろう？」

　ホルサはあくまで子供のように話したが、ノルスにとっては脅きよう迫はく同然だった。

「やむを得ん、ちょうど二度も敗北を喫したところだ、このまま逃げ去ったことにしておこう。ただ意外だな、この国の現状に今いま更さら賢者会が口を出すとは思わなかった」

「うん、まあキミがどう思うかは自由だよ」

　結局ホルサという同胞は、要求するだけでなに一つ情報を提示するつもりはなさそうだった。恐おそらくこれ以上話をしても無む駄だだろう。ただ、ノルスとしても唯い々い諾だく々だくと引き下がるのは嫌いやだった。純じゆん粋すいに損なのだ。これまでメルヒオール大司教の下で様々な調査を行い、謀ぼう略りやくを仕し掛かけてきたというのに。

「メルヒオール大司教についていくつか情報がある。買うか？」

「その姿勢は素晴らしいね。いいとも、賢者会への貸しとして受け取るよ」

「では、マルテン前大司教を殺したのがメルヒオール大司教の命令だったということは知っているか？」

「まあそうだとは思ってたよ。証しよう拠こがあるなら高く買うけど？」

「ない、私が注意深く処分したからな。まあ金額次第では証言してやってもいいが」

「うーん、一人のフェルトフォルクの証言じゃ信用されないだろうなあ。どうせいざとなればヴェッセル摂せつ政しよう殿でん下かが出張ってくるだろうし」

　その通りだった。王家には《魔王デ・レウの左腕フエンケネル》がある。マルテン前大司教の殺人を始めとして、メルヒオール大司教が犯した多くの罪は、王家がその気になった瞬間に露ろ呈ていし、女王に裁かれることになるだろう。

「でもよく考えたら不思議だね、メルヒオール大司教も《魔王の左腕》で審しん問もんにかけられたら人生終わりだってことぐらい分かるだろうに。よく逃げないもんだ」

　そのことに気付かない同胞ではないらしい。ノルスはニヤリと笑った。

「どうやらもう一つの情報は高く売れそうだな。ではメルヒオール大司教がマルテン前大司教の子とされる人物を探していることは知っているな？」

「ヘンリエッテのことでしょう？　大司教だけじゃなくて各地の司教も確保しようとしてるっていう」

「いや、違う。マルテン前大司教がニコラウス司教に預けた子は一人ではない、ヘンリエッテの他にノルベルトという男がいる。メルヒオール大司教が探しているのは彼の方だ」

　珍めずらしくホルサが呆あつ気けに取られた顔をしたので、ノルスはほくそ笑んだ。これは高く売れそうだ──と。

「どういうこと？　メルヒオール大司教はヘンリエッテを探すために、自ら軍勢を率いてルダム司教区とかいう田舎いなかまで遠えん征せいしたんじゃないの？」

「違う。まあ知らないだろうな、ノルベルトの出しゆつ自じは。そもそも私がメルヒオール大司教に雇やとわれたのは、《魔王の左腕》の追及を逃のがれる術すべを探し出すためだったのだ」

　せっかくの仕事を投げ出すことになったのだ。その原因を作った賢者会の使者を驚おどろかせるのは気持ちよかった。

（あれは今思い出しても残念だった。メルヒオール大司教と共にルダム司教区へ遠征したあの日、隊長を名乗って現れた若造がノルベルトだったとは。あの司教区の隊長は四、五〇歳だと聞いていたし、まさかその隊長が急死して二〇歳のノルベルトがその後任になるとは……）
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　ノルベルトはアレンヘム公カレルを感心しながら見ていた。

「急げ、もっと急げ！　資材を運ぶだけで勝てるなら安いものだ！　懸かかっているのはおまえたちの命だぞ！」

　反大司教派の本ほん拠きよ地ちとなっているゼリア村では、カレルの命令のもと、修道騎き士しや兵士たちが身分の差なく動き回っている。

　アレンヘム公は他国の公こう爵しやくだ。それがいきなり自分たちの指揮官になったというのだから、末まつ端たんの兵士たちも戸と惑まどいそうなものだ。

　だがアレンヘム公はまず命令を出し慣れていた。アレンヘム公の出しゆつ自じはどうやら傭よう兵へいであり、遍歴商人マルスクラームルのもとで丁稚でつち奉ぼう公こうしていたという。生まれついての貴族ではないが、その分人の動かし方をよく知っているのだ。やるべきことを明確に伝え、それがそれほど難しい行こう為いではないにもかかわらず、自分たちの命を救うことに繫つながると訴うつたえた。物を運ぶだけで命が救われるならと、兵士たちは多少の戸惑いはあっても従った。

（本当にこの人を頼たよってよかった）

　ただの結果論だが、今は心底そう思う。だがそれ以上感かん慨がいに浸ひたっている時間はなかった。ノルベルトとてやることがあったからだ。

「閣下、報告します」

「ん、ノルベルトか。どうした？」

「家財の移動はほぼ終わりました。あとは資材の移動だけです」

「分かった、なら頼たのみたいことがある」

「は、なんなりと」

「村の周辺を見回って欲しいんだ。外から間かん者じやに侵しん入にゆうされるのもまずいが、この村の兵士を斥せつ候こうに出してそのまま逃にげられるのも怖こわい。頼めるのは唯ゆい一いつ信しん頼らいできるおまえだけだ、やってくれるな？」

「は、喜んで」

　ノルベルトは馬を探して拝借すると、早速斥候に出た。アレンヘム公から信頼されていることが純粋に嬉うれしかった。ヘンリエッテの件が一息ついたあとは《狂嗤バルダー・の団ブリガーデ》に入るという話をしたが、どうやら撤てつ回かいする必要はなさそうだった。自分のような剣けんを振ふるうしか能のない男は、アレンヘム公やコルネリウス切り込み隊長の傍そばにこそいるべきなのだ。

　この辺りは平野で、畑も収しゆう穫かくが終わった後であったため、馬上からなら見晴らしがいい。しっかりと巡じゆん回かいすれば、逃とう亡ぼう兵や間者を見つけ出すことはたやすかった。

　事実、ノルベルトは間もなく怪あやしい人物を見つけることとなる。

（子供？）

　外から村に向かってきている子供がいた。とても間者には見えない。この辺りの村々は混乱しているから迷子かもしれなかった。いずれにせよ、放置はできない。

「そこの子供、止まりなさい」

　ところがその子供は、子供ではなかった。それどころか顔見知りですらあった。

「あれ？　よかった、ノルベルトだ！　生きてたんだね、もし死んでたらどうしようかと思ったよ。ということはカレルもここにいるのかな？　ならちょうどいいんだけど」

　フェルトフォルクのホルサであった。
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　この頃ころ、武力衝突が発生し、血みどろの戦いが始まったというのに、メルヒオール大司教は上じよう機き嫌げんだった。

「よくぞやった、マティアス団長。信徒の結束を乱そうとするドミニクス司教らもこれで思い知っただろう。その戦功に報むくいてここに金貨を下か賜しするものとする」

「は、ありがとうございます」

　修道騎士や兵士たちの前で、腹心の部下であるマティアス騎士団長に美び辞じ麗れい句くを浴びせ、恩賞を与あたえる。この辺り、大司教という肩かた書がきに関係なく、主従として気前のいいところを見せなければならなかった。実際その効果は充じゆう分ぶんで、見守っていた周囲の修道騎士たちは歓かん声せいを上げた。

（それにしてもドミニクス司教め！　反大司教派などと偉えらそうに名乗り、こちらに内応すると見せかけ私から散々金品を巻き上げた挙げ句、この体ていたらくとはな！　ざまあみろだ！）

　反大司教派を立ち上げたドミニクス司教は相当な悪党だった。彼は大司教討とう伐ばつを叫さけぶ裏で、メルヒオール大司教の誘さそいに乗って反大司教派を裏切る寸前だったのだ。結果的に思いもしなかった形で戦いが始まったため、ドミニクス司教は金品を受け取る一方で、裏切りには応じないというとんでもない悪党ぶりを発揮することになったのだ。

　だがもはやどうでもいい。アミマール平原の村をめぐる攻こう防ぼう戦せんで、マティアス率いる修道騎士団が勝利した。反大司教派は劣れつ勢せいに陥ったのだ。これ以上ドミニクス司教には銅貨の一枚もやる必要はない。もし今いま更さら裏切りに同意すると言い出したら、これまでに支し払はらった金銀に利息を付けて返へん還かんしてもらうぐらいのことを要求してもいい。

　それが分かっていたからこそ、メルヒオール大司教も慌あわてて聖都アーレムの大聖堂を飛び出してここに来たのだった。表向き勝利した修道騎士団をねぎらい恩賞を与えるためであったが、もう一つ目もく論ろ見みがあった。修道騎士団の総大将として前線に居座り、指揮を取るためである。

　もちろんそれは総大将として戦勝の功を上げるためだった。来年に〝選定の儀ぎ〟が控ひかえている以上、指導力があるところを見せびらかし、実績を作る機会は見み逃のがせなかったのだ。

「それでマティアスよ。今後はどうやって反大司教派どもを殲せん滅めつするのだ？」

　表ひよう彰しようを終えた後、メルヒオール大司教はマティアスと共に陣じん地ちを歩きながら訊たずねた。

「は。奴やつらも緒しよ戦せんの敗退でかなり慎しん重ちようになったようです。敵はこの平原に点在する反大司教派の村々に兵を集めつつありますが、積極的に動く様子はありません。ですがかなり士気に影えい響きようが出ているのでしょう、我々に投降する者が後を絶ちません」

「はははっ、愚おろかなことだ。尋じん問もんはできたのか？　反大司教派の連中は今どうしている？」

「はい。なんでも急ぎ兵を集めたため、必要な兵ひよう糧ろうを集めることに苦労している様子。兵士たちは農民たちから食しよく糧りようを徴ちよう発はつし、どうにか食いつないでいるとのことです。当然、農民たちの反発は強いようですが」

「愚かな。いや、結構なことだ。反大司教派の名はこれで一気に地に堕おちるというもの」

「ですが問題もあります。まず、我々も急ぎ兵を集めたため、兵へい站たんが調ととのっておりませぬ。幸い背後に聖都がありますので反大司教派よりはマシでしょうが、時間がかかると我々もどのような問題を抱かかえることになるか。さらにもう一つ、にわかには信じられぬ情報があります。反大司教派はあのアレンヘム公爵を総大将に据すえ、兵権を預けたとか」

「なに……？　な、なにい!?」

　メルヒオール大司教の反応が奇き妙みようだったのは、あまりに予想外の名前に考えが追いつかなかったためである。

「わけが分からん、どういうことだ!?　アレンヘム公の名は知っておる、一国の公爵だからな。だがなぜそんな大物が反大司教派に加わっている!?」

「一応理由は聞いております。ですが、その……真に申し上げにくいのですが……」

「なんだ、躊ちゆう躇ちよせずともよい、一体どんな理由があるというのだ？」

「は。その、大司教には一国を治める資質がなく、武力を用いてでも退位させるという反大司教派の主張に賛同し、急きゆう遽きよ合流した──とのことです」

「なんと生意気な小こ僧ぞうめ！」

　怒いかりのあまり、メルヒオール大司教は地じ団だん駄だを踏ふんだ。

「それで、軍勢はどれぐらい連れているのだ!?　もし他国の軍勢がやってきたとなればもはや内戦どころか戦争だぞ！」

「それがどうやら、軍勢は連れてきていない様子なのです。単身やってきて反大司教派に加わったようで……」

　ようやくメルヒオール大司教は溜りゆう飲いんを下げた。

「なるほど、さては反大司教派が劣勢になったことで慌てて表に出ざるを得なくなったのだな。ならば今のうちだ、直ちに全面攻こう勢せいに打って出よ。時間を置けばアレンヘム公の軍勢がやってくるぞ、反大司教派を援えん助じよすると言ってな。早急に反大司教派どもを打ち砕くだき、アレンヘム公が居座る理由をなくしてしまえ」

「承知しました。この状じよう況きようならば問題なく勝てましょう」

　こうしてメルヒオール大司教は、自身の大司教という肩書きのもと、騎士たちに全面攻勢を命令する。時に討ナ・デ伐・フイク暦トーリ一九八年秋の月ヘルフストマーント（九月）九日のことであった。
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　翌一〇日、メルヒオール大司教率いる軍勢は予定通り全面攻勢に出た。

　その軍勢はおよそ二〇〇〇にものぼった。対する反大司教派の軍勢は、事前の調査と斥候の報告、投降兵の報告から、およそ一二〇〇ほどと見られていた。実際のところこの数値は当たっており、数の上でも大司教派は完全に優位に立っていた。

　また、反大司教派はこの平原の四箇か所の村に分散していることが分かっていた。そのうち一番聖都から遠いゼリア村を本拠地とし、兵を指揮しているという。

　そこで大司教派の軍勢も四〇〇ずつの部隊に分け、手始めに三つの村を一いつ斉せいに攻こう撃げきする手はずになっていた。兵力分散の愚ぐを冒おかすことは修道騎士団のマティアス団長も覚かく悟ごしていたが、敵もまた兵力を分散している最中であれば話は変わる。むしろ攻撃を急ぐことで敵にも兵力を一箇所にまとめる時間を与えないという意味合いが強かった。兵站の不安やアレンヘム公の存在という要素もあり、もともと短期決戦は大司教派が望むところでもあった。

「全軍進め！」

　メルヒオール大司教の号令に、各部隊は進んで従い、進しん撃げきを開始した。

〝私利私し欲よくを律し、他者への奉ほう仕しに喜びを見いだせ〟というのが彼らが共通して信じている教義である。それは本来であれば同胞同士で殺し合うこととは相反する教義だ。だがこのようなとき、人は自分に都合のいいように解かい釈しやくを変える。自らが仕つかえる領主──司教の利益を守ることこそが教義を守ることに繫がると信じ、反大司教派は悪であるがゆえに討伐もやむを得ない。修道騎き士したちの多くはそう考え、進んで命令に従った。

　一いつ般ぱんの信徒たちから徴ちよう募ぼされた兵士たちも、考え方は似たようなものである。敵を殺し、あわよくば略りやく奪だつに加わることで大司教に奉公できるとあれば、意気も盛んになるというものだった。

　こうして大司教派の三つの部隊は迅じん速そくに進軍し、正午までには目的の村に到とう着ちやくした。

　反大司教派の軍勢は、村という拠きよ点てんに籠こもってはいるものの、もともと平原の村ということもあって、柵さくすらない。資材を運んで要よう塞さい化する余よ裕ゆうもなかったようで、三つの村は遠目に見る限り完全に無防備だった。人ひと影かげすらまったく見えないほどである。

「これはすでに不利を悟さとって撤てつ退たいした後なのでは？」

　三つの部隊の指揮官はそれぞれそう判断せざるを得なかった。いずれにせよ、拠点を奪だつ取しゆできるならそれでいい。三つの部隊はそれぞれ警けい戒かいしながら村々に攻め入った。

　しかし、村は完全に無人だった。昨日までは存在が確認されていた数百人の兵士はもちろん、村人すらどこにもいない。恐おそらく昨晩のうちに逃にげたと思われた。事実、三つの村には慌てて逃げ出したような痕こん跡せきが多数あった。

　物資が置き去りだったのだ。武器はもちろん、農民たちの家財も家か畜ちくも食糧も置き去りだった。

　一二〇〇人の兵士たちは狂きよう喜きした。彼らは先を争うようにして略奪を行い、朗報をメルヒオール大司教のもとへ届けた。

「反大司教派は慌ただしく三つの村を放ほう棄き、村々に残された兵糧や財貨を確保することに成功しました」

　その報告に狂きよう喜き乱らん舞ぶしたのはメルヒオール大司教である。

「はっはっは、ドミニクスめ、アレンヘム公め！　我々に怖おじ気けづいて逃げ出したか！　賢けん明めいだとほめてやるべきだろうな！　とはいえこのまま逃げられて時間を稼かせがれても面めん倒どうだ。マティアス、進撃を続行せよ。反大司教派の本ほん拠きよ地ち、ゼリア村とやらを一気に落とすのだ！」

「承知しました。今や兵士たちの士気は天を突つくほど。それにこの平原部では奇き襲しゆうや伏ふく兵へいを心配する必要もありません。一気に攻撃することには賛成です、ただ一つだけ懸け念ねんがあります」

「ん？　なんだ？」

「敵は分散していた兵力を恐らくゼリア村にまとめているはず。すると今や一二〇〇人。対してこちらの前線兵力は四〇〇人の部隊が三つ。いささか足りないかと」

　前線の兵力が不足している理由は、メルヒオール大司教が一番よく知っていた。自分の守りを固めるため、八〇〇の兵を本ほん陣じんに残していたからだ。

「まあここに至ってはやむを得ん。我々も前進だ。二〇〇〇の全軍をもって反大司教派を殲滅する。それでよかろう」

「承知しました。本陣の兵士たちも略奪に加わろうと士気は盛んです。今ならばやれるでしょう」




　　　　　４




　一方その頃ころ、ゼリア村──カレルたちのいる反大司教派の本陣では、着々と迎げい撃げきの準備が整えられていた。ただし、別に柵や壕ごうを作っていたわけではない。兵士を総動員してやっていることといえば、村々に隠かくれ場所を作ることぐらいであった。

「報告します！　今、最後の部隊が到着しました。村人を含ふくめ、全員無事です」

　伝令兵がカレルのもとへやってくる。

「よし、指示通り配置につかせてくれ。隊長には指示がある、ここへ呼んでくれ」

　今や劣勢ということが分かっているからだろう、カレルの指示はすぐさま忠実に実行された。間もなく三人の司教を始めとする指揮官たちが教会に集められると、カレルは次の命令を発した。

「全員集まったな。いいか、間もなく決戦が始まる。敵は二〇〇〇人、こちらは一二〇〇人、正面から戦えば勝ち目はない。敵は分散しているが、この見晴らしのいい平原で各個撃げき破はを狙ねらって攻撃したところで逃げられるだけだ。だが大司教派の軍勢は、三つの村を無傷で占せん領りようし、略奪の限りを尽つくした連中だ。今なら確実に罠わなに嵌はめられる。各自、確実に命令に従ってくれ」

「公こう爵しやく閣下、一つよろしいでしょうか」疑問を呈ていしたのは、三人の司教のうち、もっとも高こう齢れいで慎重なマウリッツ司教だった。「策の内容はさすがです。確かに閣下の戦い方であれば負けないかもしれません。ですが……この戦いは詰つまるところ防衛。メルヒオール大司教を討ち取ることは難しいのでは？　もしこの戦いくさで勝利しても、大司教が聖都へ逃げ戻もどれば再起可能でしょう」

「いい疑問だ、だが問題はない。大司教は聖都を出てこの平原にやってきた。この時点で俺たちの勝利はすでに決まっているも同然なんだ。後は任せてくれ」

　具体的な説明がなかったので司教たちの懸念が解決したとは言えなかった。だが、あのアレンヘム公がそこまで自信満々に言うのであればと、これ以上疑問を差し挟はさむことはできなかった。

　ただ彼らは、共通してもう一つの疑問を抱いだいていた。このとき、カレルの後ろには子供が控ひかえていたのだ。なぜこんなところに子供が──という疑問は、結局誰だれも口にできなかった。

　司教たちは知る由もない。その子供はフェルトフォルクのホルサであった。彼と連れん絡らくが取れたのが、そして敵が居場所をつかんでいない《狂嗤の団》の軍勢を密かに移動させられたことが全てだった。この戦がすでに決しているというカレルの言葉は、虚きよ偽ぎでも誇こ張ちようでもなく、純然たる事実であった。
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　このとき大司教派の部隊の一つを率いていたコーバス隊長は、上じよう機き嫌げんだった。彼らは数十年以上もこの地で暮らしてきた農民たちの村を略奪したのだ。相手は大司教猊げい下かに逆らう愚おろかな信徒たちであり、躊躇の必要もなく、懐ふところに入れることのできた財貨は少なくない。問題があるとすれば、四〇〇人の兵士全員を満足させられるほどの量ではないということだ。

（できることならもう少し略奪したいものだ）

　彼らは略奪という甘美な行こう為いに味を占しめていた。だからこそ、次の略奪の機会を決して逃のがすまいと、他の部隊に先を越こされてはたまらないと、ゼリア村への行軍は非常に迅速に行われた。

「コーバス隊長！　ゼリア村が見えてきました」

　太陽が傾かたむき始めた頃ころ、彼らは目的の村を視認した。ゼリア村は反大司教派が本拠地に選せん択たくするだけあって、他の農村よりは大きい。

　このときもしそこに反大司教派の軍勢がたむろしているのが分かれば、コーバス隊長は進んで危険を冒おかすような愚は冒さなかっただろう。だが、ゼリア村には見たところ誰もいなかった。今日略奪した他の農村とまったく同じだった。

（もしや、ここも逃げたのか？　反大司教派は劣れつ勢せいだ、こんな小さな農村で戦うことは避さけ、どこか大きな教会にまで逃げ戻ったのでは？）

　今日の成功体験が、コーバス隊長の判断を鈍にぶらせた。

「隊長、南に味方の部隊がおります」

「なに？　あれは……スヴェン隊長の部隊か」

　見晴らしのいいことが幸いし、ゼリア村に接近中の味方部隊を発見する。だがそれは不幸でもあった。他の部隊が先行して略奪場所に向かっているという事実が、多くの兵士たちを動どう揺ようさせることになったのだ。

「隊長、我々も続きましょう！」

「そうです、他の部隊に先を越されてはなにも得るものがなくなってしまいます！」

　兵士たちが、一様に同様の懇こん願がんをしてくる。なにより略奪をし足りないのはコーバスも同様であった。

「分かった。全軍突とつ撃げきだ、他の隊に後おくれを取るな！」

　こうして彼らもまたゼリア村に進軍──というより殺さつ到とうした。もしこのとき彼らが略奪を選択せず、遠くから火矢を放って村を焼き払はらうという選択をしていれば、未来は変わっていただろう。だが略奪の味を占めたばかりの彼らに、そんな選択は不可能だった。

　四〇〇人の部隊が村に押し入る。入り口傍そばの家に押し入る兵もいたが、少数派だった。もっとも多くの財があるのは村の中心、教会やその付近の家々だということを彼らは前の経験から知っていたからだ。他の部隊に遅おくれては意味がないとばかり、彼らは村の中央目指してひた走った。

　だが、二つの部隊、計八〇〇人が怒ど濤とうのように中央へ到とう達たつしようとしたそのときだった。

　角つの笛ぶえの低い音が村中に響ひびき渡わたった。なんの音か、と確かめる間もなく、家の中から、屋根の上から、積み上げられた藁わらの中から、ありとあらゆる場所に隠れていた兵士たちが一いつ斉せいに姿を現し、矢を放ったのだ。

　八〇〇人は一いつ瞬しゆんで大混乱に陥おちいった。

「隊長、伏兵です！」

「しまった、罠だ！　退たい却きやくしろ、退却だ！」

　だが彼らは敵の拠点に侵しん入にゆうしたところを四方八方から攻こう撃げきされたのだ。コーバス隊長の命令は喊かん声せいと悲鳴によって打ち消され、部隊全体に伝わることはなかった。
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「報告いたします！　先行して村に攻撃を仕し掛かけたコーバス隊長、およびスヴェン隊長率いる二つの部隊が敵の伏兵に遭あって交戦中です！」

「なんだと、馬ば鹿かな！」

　その報告に、メルヒオール大司教と共に進軍を続けていたマティアス団長は冷静さをかなぐり捨てて半ば絶ぜつ叫きようした。

「なぜ我々の到とう着ちやくを待たなかった!?　ええい、このままでは個別に撃破されるだけだ、全軍突撃せよ！　二部隊を救きゆう援えんし、その勢いでゼリア村を制圧する！」

　命令は直ちに実行され、残る大司教派の軍勢一二〇〇人はゼリア村への接近を急いだ。

「マ、マティアス。大だい丈じよう夫ぶなのか？」

　さすがに不安に駆かられ、メルヒオール大司教はそう問わずにいられなかった。

「先走った二つの部隊は大きく打だ撃げきを受けましょう。ですが未だ総兵力で我が軍は上回っております、全軍を投入すれば勝利は間ま違ちがいありません」

「そ、そうか。それはよかった」

　だが、最悪の一報が斥せつ候こうから届けられたのはそのときである。

「猊下！　大変です、後方に二〇〇人ほどの軍勢が現れました、真っ直すぐこちらに向かってきています！」

「な、なに!?　馬鹿な、一体どこの軍勢だ!?」

　再びマティアス団長は声を張り上げ、メルヒオール大司教を不安がらせることとなる。

「素す性じようは不明です、まるで山さん賊ぞくのような集団で武具にも統一感のない粗そ野やな連中でした！」

「なんだそれは!?　とにかく敵は二〇〇程度なのだろう。村への突とつ入にゆうはトゥーニスの部隊に任せよ、四〇〇の兵で迎むかえ撃うつぞ！」

　マティアスは即そく座ざに判断をくだした。本隊八〇〇のうち、四〇〇を村へ突入させ、残り半数で後方の敵にあたる。村の敵に対しても、後方の敵に対しても、まだまだ数の優位を保持している計算だ。

　だが、ついに自分の周囲が戦場になろうとしているのだ。メルヒオール大司教の落ち着きのなさは極きよく致ちに達していた。

　幸か不幸か、間もなく彼らは敵の正体に気付くこととなる。

「なんだ？　変な笑い声が聞こえてくるぞ？」

　後方からやってくるという敵がついにメルヒオール大司教の視界に入った。同時に、風に乗って気が狂くるったような笑い声が届き始めたのである。

「ま、まさか！」

　反大司教派に付いたというアレンヘム公の存在。そして──後方から聞こえてくる、狂ったような笑い声。両者を結びつける、ある傭よう兵へい団の名声は、このヴィエレヒト司教領にも届いていたのだ。

「あ、あれはまさか……《狂嗤の団》ではないのか!?」

　メルヒオール大司教の見立ては間違っていなかった。




　　　　◆




「切り込み隊、続けぇ！」

《狂嗤の団》の先頭に立つのは、当然ながらコルネリウス切り込み隊長である。

　コルネリウスの俊しゆん足そくならば、自然と誰よりも先に立つことになる。あとはそのまま敵へ突つっ込むだけだった。コルネリウス自身が意図していたわけではないが、それは敵の目を自分一人に引きつける意味もあった。

　大司教がいるという敵の本隊から、迎撃の矢が飛んでくる。だが、コルネリウスの神速を捉とらえて矢を放つのはそれだけでも困難だ。多くの矢は放っておいても当たらなかった。真正面から飛んできた矢はさすがに避よけなければならないが、数本の矢をかわすなどコルネリウスにとって造作もない。

　敵──大司教派も決して動きが悪かったわけではない。修道騎き士し団のマティアス団長によって的確な迎げい撃げき命令が出され続け、中級指揮官たる修道騎士が配下の従者や兵士に実行させる。槍やり兵が隊列を組み、《狂嗤の団》を待ち構えた。

　だが、相手が悪すぎた。今日が初めての実戦という者が多い中、彼らが敵にしているのは五フアイフ芒ステル・国ランデン最強を謳うたわれる戦士なのだ。あっという間に槍兵の戦列へと到達する。

「今だ、刺さし殺せ！」

　敵指揮官の号令で、コルネリウスに向かって数本の槍が一斉に突き出される。

　だがコルネリウスは、突き出された槍の寸前で急停止してから一気に地を蹴けって斬きりかかるという、単純だが常人には不可能な離はなれ業わざをやってのけた。

　槍兵が一度突くという動作を行えば、次は槍を引き戻すという動作を行わざるを得ない。そこにコルネリウスはつけこんだ。一気に距きよ離りを詰め、槍の間合いの内側に入る。

　あとは一方的な蹂じゆう躙りんが始まるだけだった。コルネリウスの細剣が抵てい抗こうできない敵の首筋を斬り裂さき、ありとあらゆる人体の急所を貫つらぬいていく。さらにコルネリウスはそのまま戦線を真っ直ぐに突とつ破ぱするのではなく、まるで草でも刈かり取るかのごとく横へと突き進んだ。真正面に対しては無敵の槍兵も、隊列の内側から横向きに打ち崩くずされては槍の切っ先を向けることすらできない。

　コルネリウスが戦列を打ち崩したところに《狂嗤の団》の精鋭が襲おそい掛かかった。勇ましさだけならコルネリウスにも劣おとらぬ命知らずの傭兵たちによる攻撃は、まさに蹂躙である。コルネリウスが広げた穴は瞬またたく間に拡大し、戦線はあっという間に崩ほう壊かいした。

　そのときにはコルネリウスの標的はもう変へん更こうされている。コルネリウスは奥へ奥へと突き進んだ。目の前に立ち塞ふさがる──というよりは眼前にたまたま立っていた兵士を次々斬り殺す。傭兵たちもそれに続いた。一度隊列が崩れれば、あとは兵士たちが力の限り戦うだけだ。それは《狂嗤の団》の優位が確立することを意味してもいた。兵力差などまったく関係がない。兵力差を活かす暇ひまを、コルネリウスたちは一切与あたえなかった。彼らが武器を一ひと振ふりするごとに勝利は近づいていった。




　　　　◆




　剣戟の音が近づいたことを悟さとり、マティアス団長は判断を決した。

「猊下、お逃にげください！　もはやこれまで、聖都へお戻もどりください！」

「ええい、なんという役立たずどもだ！　分かっておるな、私を守れ！　私が聖都へ戻れればいくらでも再起は可能だ！」

　メルヒオール大司教は慌てて馬に飛び乗り、どうにか逃げだそうとした。その後ろを忠実な修道騎士の精せい鋭えいが守ろうとする。

　だが、彼らは軍勢は阻はばめても、一いち陣じんの風を防ぐことはできなかった。

　乱戦となった戦場から何者かが飛び出し、彼らの隙すき間まをすり抜ぬけ、馬よりも速く地を駆けメルヒオール大司教に追いつくと、馬の足を切りつけたのだ。

「うわああああああ!?」

　大司教は無様な悲鳴を上げ、地面に投げ出される。

　そして大司教の眼前に刃はが突きつけられた。細い剣だ。恐おそる恐る、その持ち主を見上げる。

　全身に返り血を浴びた、悪あつ鬼きの如ごとき目つきの小こ柄がらな男が立っていた。

「おまえは知らないだろうが、実は色々と縁えんがあってな。とりあえず殺しにきた」

　男は静かな声で呟つぶやいた。彼が本気になれば、簡単に殺されることだけは大司教も理解せざるを得なかった。その目つき、その全身の返り血が彼の強さを示していた。

「こ、降こう伏ふくする！　命だけは助けてくれ！」

「ああいいぜ、別に殺すのはいつでもいいからな。とりあえず降伏してこの戦いを止やめさせろ。話はそれからだ」

　自分の命がかかっているのだ。大司教は残った気力を総動員して戦いの中止を叫さけんだ。

　かくして、ヴィエレヒト司教領の内戦は終結することとなる。








第七章　王家の血筋
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　カレルたちは聖都アーレムに入った。

　メルヒオール大司教を捕とらえた他国の公こう爵しやくが聖都に入ったのである。他の司教たちが一いつ緒しよだったとはいえ、聖都の民衆たちがその光景を受け入れるのに時間が必要だったようで、歓声もない代わりに罵ば声せいもないという静かな入城だった。

　そのまま国主の居城たる大聖堂へ向かった。どこかで大司教派残党の抵抗があるかと思われたが、すでに彼らの主力はアミマール平原で壊かい滅めつしている。事ここに至って抵抗しても意味はないと考えたのか、戦せん闘とうになることはなかった。後から分かったことだが、すでに大司教派の司教たちは聖都を逃げ出していたという。

　そして夕刻、カレルは大聖堂の大広間に主おも立だった人々を集めた。夕刻を待ったのは、表向き大聖堂とその周辺の制圧のためだったが、実際は月が出るのを待っていたためである。

　反大司教派の司教三人、大聖堂に残っていた司祭、コルネリウスや《狂嗤バルダー・の団ブリガーデ》の傭よう兵へいたち。そして彼らの前で、メルヒオール大司教を引き出させたのである。

「会うのは初めてだな、メルヒオール大司教」

　その審しん問もんは、カレルのそんな言葉から始まった。

「ふん、おまえがアレンヘム公爵か。まさかこのような形で会うとはな」

　コルネリウスに捕らえられた当初は泣きわめきながら助命を請こうていた大司教であったが、このときに至って開き直っていた。

「これは不当な内政干かん渉しようだ。他国の指導者が武力を用いて私を大司教の座から引きずり降ろそうとするなど、不当以外の何物でもない」

　彼の立場からすればもっともな抗こう弁べんである。この期ごに及およんでそういった主張をするとは思わず、カレルは呆あつ気けに取られたほどだった。

「違ちがうな、大司教。あなたにはいくつもの罪がある。俺はその罪を裁こうという人々を助力したに過ぎない。内政干渉などという非難こそ不当だ」

「ほう、私にどんな罪があるというのだ。よそ者のおまえになにが分かる！」

「俺が罪を宣告するつもりはない。その役目は、適任者がいるからな」

　カレルはドミニクス司教に視線を送った。その意を受けて、ドミニクス司教がメルヒオール大司教の前に立つ。

「貴様！　よく私の前に顔を出せたものだな！　散々私から金品を受け取り、内応する素そ振ぶりを見せながらまんまと裏切りおって……！」

　大司教の言葉に一いつ瞬しゆんざわめきかけた大聖堂だったが、

「その通り、あなたからの金品はありがたく頂ちよう戴だいした。あなたの財力を消しよう耗もうさせるために。ただし銅貨の一枚も手を付けておらぬ、せいぜい人々のために使わせてもらうとしよう」

　ドミニクス司教の間かん髪はつ容いれない自己弁護によってすぐに静かになった。カレルとしても、彼が本気で反大司教派を裏切りかけていたことは、今更バラす気にはなれなかった。

「大司教猊げい下か。あなたにはいくつもの罪がある。一つ、政治を誤り国力を損そこない、民たみを害した。二つ、酒しゆ色しよくにふけり、大司教としての責務を疎おろそかにした。三つ、免めん罪ざい符ふなるものを売りつけ不当に財をなし、民を苦しめた。これだけでもあなたに大司教たる資格がないことは明らか。よって我らは武力をもってあなたから大司教の座を奪うばおうとした。アレンヘム公はその手助けをしてくださったに過ぎない」

「ふん、大口を叩たたきおって。政治を誤ったとは誰だれの評価だ？　政治とは結果論でしか成否は語れぬ。貴様は今後も大司教が失政をする度たび、任期の途と中ちゆうであろうと武力をもって解任させるというのか？」

　もっともな抗弁だった。

「酒色にふけったとは言いがかりも甚はなはだしい。大司教は激務だ、激務の合間に休息を取ってなにが悪い？　それともこれまでの大司教に気晴らしをしなかった者がいるとでも？　免罪符とて同様だ、民が欲ほつしているものを大司教が売り出してどんな罪になるというのだ？」

　大司教という国主の座を得た男が、ただの無能であるはずがない。それを証明するかのように、メルヒオール大司教は訴うつたえ続けた。ドミニクス司教の方が圧あつ倒とうされているようにさえ見えた。

「だ、だがあなたにはもう一つ容疑がある。マルテン前大司教の殺害を指示した容疑だ」

「はっ、ますます言いがかりじみてきたな。なるほどマルテン前大司教は私の立場から見れば邪じや魔まであったことは間違いない。だが──」メルヒオール大司教は声を荒あららげた。「罪があるというのならそれを暴いて見せよ！　信徒たちの前に証しよう拠こを提示して見せよ！　もしそれができぬとあれば、誤った事実に基づいて武装蜂ほう起きを行ったのだとおまえの罪を認め、信徒同士を争わせた罪を償つぐなってくれるのであろうな？」

　見事な論法であった。ドミニクス司教は咄とつ嗟さになにも言い返せず、コルネリウスなどは我が慢まんができなかったようで、カレルに次のように囁ささやいたほどである。

「よく分からんが、とっとと殺せば済む話じゃないのか？」

「そうなんだが、まあ待ってくれ」

　メルヒオール大司教に弁明の機会を与えたばかりにおかしな流れになっている。

　だができる限り正当に、衆しゆう人じん環かん視しのもとでメルヒオール大司教の罪を明白なものとし、その罪によって彼を裁くべきなのだ。それでこそこの国は〝選定の儀ぎ〟を待たずして新たな大司教のもとで秩ちつ序じよを取り戻すことができるだろう。

　誰もがまったく予想しない人物が登場したのは、そのときだった。

「お困りのようだな、諸君。女王陛下の名の下もとに、助力しよう」

　若い男の声が、大聖堂の中に響ひびいた。

「ま、まさか……」

　これにはカレルも心底驚おどろかされることになる。

「摂せつ政しよう殿でん下か……!?　それに、ミーリエル!?　なぜここに……!?」

　ヴェッセルがいた。護衛の騎き士し、そして幼おさな馴な染じみのエルフと共に。

「ようやく会えたわ。もう、あんたはあっちこっち飛び回り過ぎよ、合流できないじゃない」

　ミーリエルは真っ直すぐカレルのもとへ来ると、早さつ速そく文句を言った。
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「まあ積もる話はあるけど、後回しよ。今はもっと大事なことがあるんでしょ？」

「そ、そうだな」

　カレルはひとまず、ヴェッセルに意識を戻した。




　　　　◆




　ヴェッセルは人々の視線が自分に集中していることに、快感すら感じていた。

（さすがのカレルもいい表情をしている。ここで私が出てくるとは予想できなかっただろうな）

　まだ夏の暑さが残るこの季節に、早馬を飛ばすこと五日。普ふ段だんのヴェッセルであれば絶対にやらない面めん倒どうな旅路を、今回だけはやり遂とげていた。ひとえに、いいところだけをかっさらうために。

　カレルに任せていたヴィエレヒビツスドム・ト司教領ヴイエレヒトの平定だが、それは当然ながらカレルの手て柄がらになる。これ以上カレルに手柄と名声を立てさせることは、将来への禍か根こんになりかねない。今でこそカレルは王家の味方だが、数十年後に余計な野心を抱いだかないという保証はどこにもないのだ。

　それゆえヴェッセルは、カレルを派は遣けんする前から聖都アーレムに赴おもむくことを決めていた。メルヒオール大司教がマルテン前大司教の殺害を指示した疑いがある──という情報を耳にしたそのときから。

（疑いで人は裁けぬ。そしてメルヒオール大司教も、殺害指示の証拠を残すほどの間ま抜ぬけではあるまい。だが《魔王デ・レウの左腕フエンケネル》の力があれば別だ。ヴィエレヒト司教領の平定は王家の功績となるわけだ）

　カレルを派遣する前から王家が動くわけにはいかなかった。《魔王の左腕》が出てくれば自分の罪が明らかになると、メルヒオール大司教は知っていただろう。間違いなく死力を尽つくした抵てい抗こうを受け、国と国との争いになりかねない。

　だからこそ、まずカレルとコルネリウスという少数を派遣した。そして予想通り、カレルによってメルヒオール大司教は力を失った。そのときこそ王家の出番というわけである。

　幸い、灰グライズエルフとの戦線は安定しており、前線から抜けられる時間もある。それどころか、ヴィエレヒト司教領一国に恩が売れるなら、多少灰エルフとの戦いで不利になってもいいのでは──と思ったほどだ。

　ヴェッセルは人々の視線を一身に集めながらゆうゆうとメルヒオール大司教のもとへと辿たどり着いた。そして持ってきた《魔王の左腕》を掲かかげて見せる。

「さて、メルヒオール大司教。大司教に就任した際、王都で使われた覚えはあるだろう？　これが《魔王の左腕》だ。これを持った王家の前で噓うそ偽いつわりは通用せぬ。訊たずねるぞ。マルテン前大司教を殺害すべく命令したのはおまえだな？」

「う……」

　口には出さなかった。だが、心の声は垂れ流しになる。

〔殺した。確かに殺した。修道騎士たちに盗とう賊ぞくを装わせ、殺したのは私だ。だがそれを知られるわけにはいかん！〕

〔聞こえているぞ、大司教〕

　それは半ば悪戯いたずら心だった。相手の心にそう声をかけた瞬間、ビクリとメルヒオール大司教は飛び上がった。そしてがっくりと肩かたを落とす。

〔ついでだから聞いておくが、動機はなんだ？　大司教の地位に執しゆう着ちやくするあまり、邪じや魔ま者ものを消したわけか？〕

〔そ、そうだ……！　ああそうとも、私は失政続きだ、信徒たちに負担を強しいて私腹を肥やした！　もしマルテンが〝選定の儀〟に出てくれば勝ち目はない！　だから殺した！〕

「認めたな。では王家の名において裁定しよう。メルヒオール大司教、おまえは大司教という地位に固こ執しゆうするあまり、邪魔者となったマルテン前大司教を殺害した。その罪、大司教といえど見み逃のがすわけにはいかん。五フアイフ芒ステル・国ランデンの統治者にして支配者たる女王陛下の代理として、大司教の地位を剝はく奪だつすることをここに宣言する」

　ヴェッセルが宣言すると、大聖堂は大きなどよめきと、そして歓かん声せいに包まれた。

　周囲の喜びとは対照的に、メルヒオール大司教はがっくりと膝ひざを突つく。

〔ええい、なんということだ！　すべてはノルベルトだ、あの男さえ我がモノとなっていればこのような事態も避さけられたというのに！〕

　その心の声は、ウソではなかったからこそヴェッセルの関心を引いた。

（この男、今奇き妙みようなことを言ったぞ？）

　ノルベルトという男のことを思い出すのはやや困難だった。なにせこれまで一度も面識がない。だが侍じ女じよイエッタの絶え間ない情報収集のおかげで、多少のことは知っている。コルネリウス切り込み隊長とヘンリエッテの婚こん約やくを画策した、陰かげの功労者だと。

〔どういうことだ？　なぜ一いつ介かいの修道騎士がおまえの保身に繫つながる？〕

　放置できず、思わず訊ねる。メルヒオール大司教がノルベルトを拘こう束そくできていたとして、《魔王の左腕》による審問から逃れられたとは思えない。

　このとき、初めてメルヒオール大司教は勝ち誇ほこったようにヴェッセルを見た。

〔取引だ、摂政殿下。知っていることをあなたにだけ話すから命は助けてもらいたい。ああ、どうせ駆かけ引きはできんのだからもう申し上げよう。ノルベルトという男は、生まれてすぐマルテン前大司教によって別の司教に預けられた。だがノルベルトはマルテンの子ではなく、父親は別にいる。その父親のせいで、ノルベルトは僻へき地ちの司教に預けられたと言ってもいい〕

《魔王の左腕》の前で隠かくし事はできない。メルヒオール大司教は躊ちゆう躇ちよなく抱かかえていた秘密を口にした。

〔答えよ、どういうことだ？　ノルベルトの父親とは一体誰だれだ？〕

〔摂政殿下の亡きお父上、すなわちフェルベルト国王陛下だ〕

〔な、なんだと!?〕

　ヴェッセルの受けた衝しよう撃げきは大きかった。

〔待て、それでは……ノルベルトは、私の兄弟ということになる！〕

〔そうだ。《魔王の左腕》は同じ王家の血を引く者には通用しないという。私は大司教の座を守るため、多くの罪を犯した。いつか王家にこの罪を問われるのは必ひつ至し。だが一つだけ私の身を守る手段があった〕

〔そうか、そういうことか……！〕

　その時点でヴェッセルも理解した。

〔おまえは王家の血を引くノルベルトを傀かい儡らいの大司教に仕立て上げることで、自分の罪を隠そうとしたのだな？〕

　ノルベルトを後こう継けいに指名し、メルヒオール自身は引退する。王家がメルヒオールを審しん問もんしようとしても、大司教になったノルベルトになら簡単に守れるだろう。国主の権力をもってすれば、証拠もない前大司教への審問を阻そ止しすることは難しくない。

〔その通りだ。殿下、カレルの傍そばにいる大柄な男こそがノルベルトだ。《魔王の左腕》の力を使ってみればいい〕

　確かにカレルの傍かたわらに大柄な騎士がいた。メルヒオール大司教がウソを言っていないのは分かっている。だが彼がそう思い込んでいるだけで、事実と異なる可能性はある。

　証明することは簡単だった。《魔王の左腕》をノルベルトに使えばいい。《魔王殺しデモン・スラフター》ギデオンの血を引いた子孫であれば、その心は読めない。

（……本当だ）

　ノルベルトの心からは、なにも読み取れなかった。

　心の中になにも思い浮うかべない、などということは不可能なのだ。それは《魔王の左腕》を密かに持ち出してひたすら実験を繰くり返してきたヴェッセルだからこそ分かることだ。相そう互ご理解できるかは別として、動物ですら心はある。およそ感情のない生物などいないのだ、無口だろうと無感情だろうと人間に脳がある限り、必ず心の声はあるはずなのだ。

（考えてみれば、父フェルベルトは女たらしであった。王都では侍女であった母に手を出し、メイルマンス公国では公こう爵しやくの娘むすめに手を出しエレオノーラが生まれた。このヴィエレヒト司教領で誰だれかに手を出していないとなぜ言えようか……）

〔摂政殿下、このことを知るのは私を含ふくめごく少数。ゆえに、今すぐ私の命を保証すると王家としてご命令ください。でなければ、今すぐ大声でこの秘密を叫さけんでご覧にいれますぞ〕

　即そく答とうはできなかった。確かにそのような秘密を公言されれば面倒なことになる。だがメルヒオールが生きている限り、いつか秘密は漏もれるだろう。彼の命自体はイエッタにお茶を運んでもらうだけで対処可能だが、一度でも王家の名で命を保証すると言明した後であれば、暗殺という手は容易に使えなくなる。

　考え込んだヴェッセルは、ふと他の者がどう考えているか知ろうとした。たとえばカレルやヘンリエッテにメルヒオール大司教を殺すつもりがあればそれでいいのだ。《魔王の左腕》の対象を拡大する。

（しめた、これなら問題あるまい）

　そして、すぐにわかった。メルヒオール大司教への殺意を抱いている人物たちに。

　安心したヴェッセルは、すぐにメルヒオールに伝えた。

〔よかろう、ではこうしよう。おまえを断罪したばかりの私がおまえの命を保証するのは筋が通らん。おまえに与あたえられる罰ばつは、次の大司教が決めて然しかるべきだ。だがその罰がどのようなものであれ、私が口出しして命だけは救ってやる。それでいいな〕




　　　　◆




　このとき、カレルはヴェッセルを見ていて不思議に思っていた。およそあの摂せつ政しようは動どう揺ようという言葉を知らない。どんなときも涼すずしい顔をしてすべてを見通しているかのような態度を崩くずさない。

　にもかかわらず、カレルはこのとき初めてヴェッセルが目に見えて動揺しているところを見た。居い心地ごこち悪そうに身をよじり、気温が急変したわけでもないのに突とつ然ぜん汗あせをかき始めているように見える。

（なんだ？　一体どうしたんだ？）

　だがその思考は中断せざるを得なかった。当のヴェッセルに話しかけられたからだ。

「さて、アレンヘム公」

「は、なんでしょう」

「メルヒオール大司教の罪は、我が王家が明らかにした。だが彼の罪によって害を受けたのはこの国の人々だ。よってメルヒオール大司教は次の大司教によって裁かれ、罰を受けるべきだと考えている」

　ヴェッセルらしい考え方だと思った。この国にもまだ少なからずメルヒオール大司教を支持している信徒はいるのだ。メルヒオール大司教を直接処罰しないことで、大司教派からの非難を薄うすめようという魂こん胆たんなのだろう。

　とはいえ、カレルにとってその提案は渡わたりに船だった。

「それならば、最適な人物がおります。次の大司教にもっとも相応ふさわしく、かつメルヒオール大司教を裁く権利を有している人物です」

「ほう、誰だ？」

「お待ちください。ノルベルト、頼たのむ」

「は」

　ノルベルトは急ぎ別室に控ひかえていたある人物を連れてくる。それが年とし端はのいかぬ少女であることが分かると、大聖堂はざわめきに包まれた。

「お初にお目にかかります、ヴェッセル摂政殿でん下か。わたしの名はヘンリエッテ。マルテン前大司教はわたしの父にございます」

　ヴェッセルの前でヘンリエッテは一礼し、周囲の人々を驚おどろかせた。

「そうか、あなたがヘンリエッテか。なるほど、確かにあなたにとってメルヒオール大司教は父親の仇かたき、いかようにも処罰する権利があろう。だが疑問はある。アレンヘム公、なぜ彼女が次の大司教に相応しいと？　大司教の職責は子供に務まるものではなかろう」

「理由があるのです。灰エルフの侵しん攻こうというかつてない脅きよう威いにさらされている今、女神オルタナは新たな奇き跡せきを我々に授けました。その奇跡の体現者こそが彼女なのです」

「新たな奇跡？　どういうことだ？」

「ヘンリエッテ、頼めるか」

「もちろんです。わたしにはその義務がありますから」

　ヘンリエッテは大広間の窓際に寄った。外はまだ夕方で薄うす暗ぐらい程度だが、それでも空にはそれがあった。白い月が。

「オルタナさま、どうかそのお言葉をお聞かせください」

　跪ひざまずいたヘンリエッテが祈いのりを捧ささげる。

「な、なんだあの光は!?」

　周囲の人々から、そんな声が数え切れないほど上がった。

　月から一条の光が差し込み、ヘンリエッテを包みこむ。それは大聖堂にかけられていた一枚の宗教画と同じ光景であり、それゆえにオルタナ教の信徒たちは口々に言い合った。

「巫み女こだ……！」

「巫女が、再び人の世に降臨された……」

　やがて光は収まった。

「アレンヘム公。今のはなんだ？」

　さすがのヴェッセルもどこか興奮気味に訊たずねる。

「ご理解されているはず。彼女は女神オルタナの言葉を人に伝えられる特とく殊しゆな力を授けられた巫女。これからの人の世に必要な聖人なのです」

　カレルの言葉に、大聖堂はどよめきで包まれた。

「みなさん、オルタナさまからお言葉を賜たまわりました。新たなる王の血と共に、今こそ信徒たちは一つになり、二年後に来る災わざわいに備えよ……と」

　ヘンリエッテが言う。非常に抽ちゆう象しよう的な言葉ではあったが、月から差し込む光という奇跡を見せられた後では、誰も疑うことはできなかった。

　特にカレルは人一倍衝撃を受けていた。

（魔王デモン再臨のことまで預言したか……）

　当然ながらそのことをヘンリエッテに教えたことはない。新たなる王の血というのは数ヶ月前に女王となったマリアンのことだろう。

「そ、そうか、よかろう。灰エルフの脅威にさらされているこのとき、巫女が遣つかわされたことを幸運に思うべきだろう。そして彼女こそこの国を治める次の大司教に相応しい。女王陛下もきっとお認めになるだろう」

　さすがに衝撃だったのか、ヴェッセルもどこか上ずった声で宣言する。

「ではこれが大司教として最初の仕事となるだろう。ヘンリエッテ、あなたは父の仇かたきたるメルヒオール大司教に一体どのような罰を望む？」

「申し上げます。わたしはメルヒオール大司教が許せません。自分の保身のためという理由で、あの優しかった父を奪うばったのですから」

　父を殺されたのだ。彼女の主張はもっともで、当のメルヒオール大司教もうつむいたまま顔を上げられない様子だった。

「待ってくれ、ヘンリエッテ」我が慢まんできず、カレルは口を挟はさんだ。「今彼を殺せば、あなたも彼と同じ殺人者となる。きっと生しよう涯がい後こう悔かいすることになるぞ」

　ヘンリエッテが父の仇を取りたがっているのは知っているが、実際に人を殺すという行こう為いは確実に心に傷を残すだろう。彼女はメルヒオール大司教を殺すべきではない。それは子供の、ましてや巫女のやることではないのだ。

　だが、ヘンリエッテはそのような常識的な考えに従う少女ではなかった。

「それは違ちがいます、公爵さま。わたしはここに至るまで多くの人に助けられてきました。すべては父の仇を取りたいというわたしのワガママに応こたえるために。今彼を殺さなければ、わたしを助けてくれた人々のご恩を無む駄だにしてしまいます。わたしは人殺しの業ごうを背負うことより、ご恩を無駄にすることこそ生涯後悔するでしょう」

　このときのために持っていたのだろう。ヘンリエッテは、懐ふところから短たん剣けんを取り出した。小さな少女が持つには不釣つり合いな大きな刃はだ。

（ほ、本気か!?）

　まさか聖女とされた彼女が本当にそんな行動に出るとは思わず、誰にも彼女を止めることはできなかった。当のメルヒオール大司教でさえ、逃にげることもできず跪いたまま硬こう直ちよくしている。

「父の仇です！　お覚かく悟ごを！」

　カレルは叫び、そして阻止したかった。それは違う、おまえに人殺しになってもらいたくて手を貸したんじゃない──と。だができなかった。もしヘンリエッテがそこまで父の仇を討ちたがっているのなら、自分に止める権利はない。それにメルヒオールには殺されて然るべき罪があるのだから。たとえ巫女としての彼女の名声を傷つける行為であったとしても。

「…………」

　だが、ヘンリエッテの持つ刃が突つき立てられることはなかった。

　ヘンリエッテは短剣を構えたまま硬直し、やがてそれを取り落としたのだ。

「で、できない……。できないよぉ、お父さん……」

　ヘンリエッテの双そう眸ぼうからぽろぽろと涙なみだがこぼれ落ちる。温和だったという父親の考え方に準じたのか、巫女としての立場を思い出したのか、あるいは──メルヒオールと同じ人殺しになりたくなかったのか。理由は分からないが、彼女は殺せなかったのだ。だがメルヒオールが父親の仇であることは間違いない。それゆえに、殺せない自分に憤ふん慨がいしてもいるのだろう。

　対照的に、メルヒオール大司教はまるで自分の勝利を確信したように薄ら笑いを浮うかべる。

　なんて憎にくたらしい笑みだ──と思った、次の瞬しゆん間かんだった。その顔が凍こおり付いたのだ。

　誰にも制止する時間を与えることなく、行動できた人物が一人だけいた。コルネリウスである。

「ぐ、は、話が……違……」

　コルネリウスの細剣が、メルヒオールの胸を刺さし貫つらぬいていた。

「安心しろ、即そく死しはしない。両肺を貫いた、充じゆう分ぶん苦しんでから死ね」

　一片の慈じ悲ひもないコルネリウスの言葉に、メルヒオールの顔が苦く悶もんに歪ゆがんだ。空気を求めて体を悶もだえさせる。だが穴の開いた肺で必要な空気が採り入れられるはずもなく、やがて苦痛に顔を歪めて倒たおれた。まだ死んではいないようだが、もう助かる見込みはないだろう。

「なぜです、コルネリウスさま……？　なぜ……？」

　こんな結果になると思っていなかったのだろう、ヘンリエッテは戸と惑まどいを隠かくせないでいた。

「ああ？　俺はおまえの婚こん約やく者だろうが。マルテンは俺にとっても義理の父親になるわけだ、その仇を討つ権利は俺にもある」

（助けたのか。コルネリウスが、ヘンリエッテを……）

　カレルはどうにか状じよう況きようを察した。もしヘンリエッテが自ら手にした刃で人を殺せば、その記き憶おくは生涯残る。カレルとてそうだった。人の肉を切り裂さき、骨を砕くだき、温かい返り血を浴びながら命を奪うという行為は、決して愉ゆ快かいはものではない。かといってヘンリエッテがメルヒオールを殺さなかったとしても、間違いなくこの先後悔するだろう。

　だからこそコルネリウスが──仮であろうとヘンリエッテの婚約者である男が、為なすべき事をしたのだ。それだけのことなのだ。

「大体、おまえより俺の方が人を殺し慣れているしな。言っただろ、ガキが助けを求めてるなら手伝うのが大人の義務だってな」

　その言葉が、ヘンリエッテにとってどういった意味があったのかはカレルには分からなかった。

「……うう、うわああああああん！」

　だが、ヘンリエッテにとっては重要な言葉だったのだろう。大聖堂の中に、ヘンリエッテの泣き声がこだました。それこそ十一歳の少女に相応しい泣き方で。これまで溜たまっていたものが流れ出すかのように。
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　ヴィエレヒト司教領の動乱は、こうして終わった。

　だが、カレルにはまだ新たな出来事が待ち受けていた。ヴェッセルと一いつ緒しよにいたミーリエルとの再会である。

「まさかここでおまえと会うとは思わなかったよ、ミーリエル」

「あたしもね。面めん倒どうだったわよ、大森林に里帰りしてからあんたのところに戻もどろうと連合軍の陣じん地ちに行ったのはよかったけど、あんた留守だったし。でもちょうどこの国に行こうとしてた摂せつ政しように会えたのは幸いだったわ。慌あわてて同行させてもらったのよ」

「へえ。摂政殿でん下かがよく同行を許してくれたな」

「ええ、カレルに大事な話があるって言ったら簡単に許してくれたわよ」

　ミーリエルはカレルの幼おさな馴な染じみである。ヴェッセルのことだ、それぐらいはどこかで聞き知ったのだろう。

（だがそれだけで同行を許すものだろうか？）

　ふと疑問を抱いだいた。いくらミーリエルは見た目が十代の少女とはいえ、あの用心深そうな摂政が簡単に同行を許すだろうか。

（いや待てよ。もし摂政殿下が《魔王の左腕》を持っていたというのなら、話は分かる）

《魔王の左腕》があればミーリエルがエルフだということが簡単に判明し、しかも彼女はエルフとの交こう渉しように赴おもむいていたことも分かる。一見すると十代の少女である彼女こそ、灰エルフとの戦いを左右しかねない存在だということがすぐ分かっただろう。

「……ん？　ミーリエル、摂政殿下とは連合軍の陣地で会ったと言ったな？」

「ええ、だからそう言ったでしょ」

「それから真っ直すぐここへ来たのか？　王都には寄ったのか？」

[image: ]

「なんでそんな寄り道する必要があるのよ？　摂政はなんか頻ひん繁ぱんに連れん絡らく取り合ってたみたいだけど」

　カレルは疑問を抱かざるを得なかった。この大聖堂でヴェッセルは《魔王の左腕》を使っていた。一体いつ王都から持ち出したのかと。

（《魔王の左腕》は王都に保管されているという話だったはずだ。だから灰エルフの捕ほ虜りよも王都に送るよう手配していると聞いた）

　もちろん連合軍の陣地からここに来る道すがら、ヴェッセルが《魔王の左腕》を受け取った可能性はある。だが灰エルフの目的は《魔王の左腕》にあるのでは──と推測していたぐらいだ。軽々しく王都から運び出すものだろうか。移送のため、一時的にとはいえ、王家の人間の手元から離すことがあり得るのだろうか。

　その上、ヴェッセルは初対面のミーリエルを簡単に信用して同行を許した。なぜか。

（もしかして《魔王の左腕》は、摂政殿下が持ち歩いているのではないのか？）

　そう考えると色々なことに合が点てんがいく。

　ただ、それが悪いことだとは思えない。今回のヴィエレヒト司教領の一件がそうであったように、《魔王の左腕》はただ王都に置いておくより必要な場所で活用すべきなのだ。灰エルフたちも、《魔王の左腕》が王都にないと分かれば混乱しそうなものだ。もちろんそんなことは公おおやけにできないので、表向き《魔王の左腕》は王都にあることにしておけばいい。

　ただそうなると、新たな疑問が出てくる。

（摂政殿下が《魔王の左腕》を使うときは、いつもなにか呪じゆ文もんのような言葉を口にしていた。その力を示せ、とかなんとか。だが……そんなことせずとも、その力は行使できるんじゃないのか？）

　だからこそミーリエルを信用したのかもしれない。だが、もしそうだとすれば、新たな疑ぎ惑わくが生じる。

（もしや、摂政殿下と接しているときは、常に心を読まれているのでは……？）

　それはただの推測に過ぎないが、事実だとするとどこか薄うすら寒いものを感じるカレルだった。

「ねえ、なに考え込んでるのよ。こっちも大事な話があるんだけど」

　ミーリエルが言った。珍めずらしく、どこか切せつ羽ぱ詰つまっているような印象を受ける。

「ああ、そうだったな。聞かせてくれ、大森林での話し合いはどうなった？」

「長老たちと会ってきたわ。結論から言うと、灰エルフと戦うために手を貸してもいいって。いってみれば身内の不始末だもの」

「そうか、それは朗報だ」

「でも、条件を出されたの。万が一にも人間と揉もめ事を起こさないための保険だって」

「まあ当然だな。まさか人ひと質じちを出せとは言わないだろうが……。なにをしろって？」

「…………」

　ミーリエルは珍しいことをした。口くち籠ごもったのだ。およそ言いたいことはなんでもかんでも言ってのける彼女が。

（一体どんな条件を出されたんだ？）

　思わずカレルも身構えたほどである。

　やがてミーリエルは大きく深呼吸し、覚悟を決めたように口を開いた。




「あんたと結けつ婚こんしろって」
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　表紙のコルネリウスかっこよすぎです有あり坂さか様いつもありがとうございます！（挨あい拶さつ）

　さて、まずおしらせです。一巻のあとがきでカットしたとお伝えした「カレルとセシリアの初しよ夜やシーン」ですが、この度pixivFANBOXでの公開を開始しました。

　pixivFANBOXとは「ファンがクリエイターへ支し援えんができ、また支援のお返しとして特典を送れる」というサービスです。例の初夜シーンは内容が内容ですので年ねん齢れい制限を設定したく、またネット上で販はん売ばいするという形も取りたくなかったことから、pixivFANBOXが最善と考えた次第です。こちら最低設定金額が一〇〇円なのですが、その支援を一度でもして頂ければ、例のシーンを閲えつ覧らん・ダウンロードできる形になっております。なにせページ数がかなりあるため、一巻に収録していれば確実に値上がりしていたはずで、一〇〇円かかる点はご容よう赦しや頂ければ幸いです（余よ談だんですがご支援いただける金額に応じて、今後新刊を出す度にプレゼントするプラン、創作を支援するプランなども用意しております）。

　また、残念なことに本シリーズは続刊の判断が厳しい状じよう況きようにありました。それが三巻打ち切りとならずに済んだのは、前述のpixivFANBOXをツイッターなどで告知したところ、多くの方が支援してくださり、その結果を編集部が考こう慮りよしてくださったためです。出版不ふ況きようが著しい昨今ですが、一方でこのような形で存続するシリーズもあるとお目こぼし頂ければ幸いです。

　ただ、結果としてこの四巻はどうにかなりましたが、五巻が出せるかは依い然ぜん不明です……。こればかりはpixivFANBOXでご支援頂ければまた出せるというものではなく、ただ人事を尽つくして天命を待つしかない状態です。でも、この際打ち切りの可能性は気にせず五巻の話をしたいと思います。この四巻のラストをご覧になった方はお分かりだと思います。そうです、カレルとセシリアとミーリエルの３Ｐを書いてボツになる予定です。

　それではまたどこかのあとがきでお会いできることを心の底から祈いのりつつ。
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。
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